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上のカリグラフイはアラビア語でアル•アミーン（信頼すべき人）と書かれています。 

預言者 ムハンマド （彼の上に平安あれ）は、預言者になる前からアル.アミー ンと 呼ばれていました0 
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布教活動とイスラ—ムの広まり 

I はじめに 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は、いついかなるときでも人々をイスラームへと招き、その教えを伝えた。 
マデイーナ時代にはしばしば布教団を各地へ派遣しただけでなく、戦役や遠征のときにあっても、人々をイスラーム 
の教えへと招くことを怠ることはなかった。フダイビーヤ和平条約が結ばれるまで、部族単位あるいは個人的にイス 
ラームへの入信が行われていた。しかしフダイビーヤでの和平成立以降預言者が亡くなるまでの四年間に、イスラー 
ムは急速に広まり、大規模な部族のイスラームへの入信が相継いだ。それには預言者のイスラームを教え知らしめる 
活動が大きな役割を果たしていたことは言ぅまでもない。その布教活動については預言者のマッカ時代の項目で取り 
上げた。それについてはさらに彼の人柄についての項目でも取り上げるつもりである。ここでは、預言者が周辺国家 
の支配者、部族の長や有力者たちをイスラームへと招く書状を送っていたこと、さらにヒジュラ暦九年と十年にマ 
デイーナを訪れた代表団がイスラームの広まりに果たした役割を取り上げてみたい。 

ニイスラ—ムへの招き 

フダイビーヤ和平条約にょり一時的とはいえ平和が実現され、預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)はイスラー 
ムの布教活動を行ぅ絶好の機会を手にした。フダイビーヤからマデイーナに戻ったのち、すなわちヒジュラ暦六年の 
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最後の月(もしくは七番目の月であるムハッラム月)に、イスラ ー ムの普遍的な教えを各地に広めるために周辺国家 
の支配者たちに六人の使者を遣わし、イスラームへと招く書状を送った。預言者はデイフヤ•ビン•ハリーファをビ 
ザンチンの皇帝へ、アムル•ビン•ウマイヤ•アッ=ダムリをエチオピアの皇帝へ、アブド ゥッラ！ ビン•フザーファ • 
アッ=サミーをイランのキスラに、ハーテイブ.ビン.アブー.バルタ1をアレキサンドリアのコプトの総督ムカウ 

キスへ、シュジャブ.ビン.ワフブをガッサーニー族の長の一人ハーリス.ビン.アブ-ンャミルへ、サーリド•ビン • 

アムルをイエメンの支配者ハウザ.ビン.アリーへと派遣した。この他、アラビアの北部や南部にいた王たちや部族 
の長たち、名の知れた有力者たち、キリスト教徒たち、ユダヤ教徒たち、そしてゾロア スター 教徒たちにも書状が送 
られた。預言者は支配者たちが イスラー ムを受け入れることによって、その領土内に住む人々が少しでも イスラー ム 
に入信することを期待したのである。 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)はビザンチン皇帝のへラクレイオスに次のような手紙を送っている。「慈悲 
深く慈愛あまねくアッラーの御名において。アッラーのしもべであり使徒であるムハンマドから、ビザンチンの皇帝 
であるへラクレイオスへ。イスラームへの導きに従う人々に平安あれ。あなたをイスラームへと招きます。イスラー 
ムを受け入れ、救いを得てください。アッラーがあなたに二倍の報奨を与えられますように。もしあなたが受け入れ 
なければ、人々の罪をあなたが負うことになるのです。『啓典の民よ、わたしたちとあなたがたとの間の共通のことば 
(の下)に来なさい。わたしたちはアッラーにだけ仕え、何ものをもかれに列しない。またわたしたちはアッラーを差 
し置いて、他のものを主として崇ない。それでもし、かれらが背き去るならば、言ってやるがいい。，'わたしたちはム 
スリムであることを証言するし 

ヘラクレイオスは預言者の使者と滞在先のエルサレムあるいはフムスで面会した。彼は当時シリアにいたアブー . 
スフイヤーンとその仲間から預言者のことを聞いていた。ヘラクレイオスはそのことから判断してムハンマドはまち 
がいなく預言者であるとの結論に達した。だが、人々は自分がキリスト教を放棄することに反対するであろうと考え 
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イスラ ー ムへは入信しなかった。そして使者を よくもて なし、贈り物を授けて預言者の もとへ 送り返した。 

預言者はアムル.ビン.ウマイヤ.アッ=ダ ムリを エチオピアの皇帝ナジャーシーのもとへ派遣した。彼がイスラー 
ムを 受け入れたこと、預言者からの手紙を保管していたことが伝えられている。ナジャーシーは、ジャーファル.ビン. 
アブー•夕1リブやウンム.ハピーバなどエチオピアに移住していたムス リムたち を船に乗せ、アムル.ビン.ウマ 
イヤと共にマデイーナヘ帰している。伝承によれば預言者はナジャーシーに二通の書状を送り、その一通でイスラー 
ムへと招き、もう一通ではウンム.ハピーパとの結婚を勧めると共に、その地にいるムス リムたち をマデイーナヘ帰 
すよう依頼したとされている。 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)はアブドゥッラー•ビン•フザーファ.アッ=サミーをイランの皇帝のも 
とへ派遣した。皇帝ホスロ — n 世は書状を受け取るとそれをヒーレの書記官に読ませたところ、その書状には預言者 
の名前が自らの名前よりも先に書かれていることに立腹し、書状を破棄し使者を追放した。マデイーナヘ戻った使者 
からことの子細を聞いた預言者は、イラン皇帝の領土が分裂するようアッラーに祈った。一方で皇帝はイエメンにい 
る総督のバーザーンに手紙を送り、ムハンマドをすぐに捕え自らのもとに連れてくるようにと命じた。預言者のもと 
を訪れた二人の使者がイエメンの総督からの書状を差し出すと、預言者は彼らをイスラームに招いた。そして翌日、 
イラン皇帝が殺害されたという知らせを彼らに伝えた。事実、イラン皇帝は六二八年二月に実の息子シールーヤに殺 
害されている。こうした出来事ののち、総督パーザーンやその周辺の人々がムスリムとなった。イラン皇帝はイスラー 
ムを受け入れなかつたものの、パーレーン、アンマン、そしてイエメンといつたアラビア半島のイラン領土の統治者 
たちに送られた手紙はよい結果をもたらすこととなった。これらの地域はイランのくびきを絶ち、イスラーム国家の 
属州となつたのである。 

アレキサンドリアの総督ムヵウキスは、ハーテイブ.ビン.アブー•バルタから自分宛の書状を受け取ると、キリ 
スト教徒のコプト人たちは私の言うことに耳を貸さないだろうし、私は今の地位を離れるわけにはいかないと述べた。 
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そして返事をしたためた書状と共に、マーリヤとシーリ ー ンとい、っ名の女奴隸といくつもの贈り物をマデイ ー ナに贈っ 
た。預言者はマーリヤを妻とし、彼女との間に イブ ラー ヒ ー ムと いう男の子をもうけている。シーリーンはハッサン. 
ビン•サービトの妻となつた。ハーテイブ.ビン.アブー•バルタは あまり 待たされることなく総督ムカウキスに面 
会でき、彼が気前よく自分をもてなしてくれ、そこに五日間滞在したと語っている。 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)はシユジャブ.ビン•ワフブをガッサーンの長であるハーリス.ビン•アブ ー. 
シャミルのもとに派遣している。ハ ー リスは自分を イスラー ムへと招く手紙が来たことに怒るあまり、それを床に投 
げつけ、さらにはマデイーナに攻撃をしかけると使者に告げた。ハーリスはビザンチンの皇帝にその経緯を知らせ援 
助をあおいだが、彼から期待した援助を受けることができなかったため攻撃を断念している。使者は贈り物を持たせ 
た上で預言者のもとへ送り返している。 

預言者は書状を携えたサーリド.ビン.アムルをハニーファ族の長でありキリスト教徒のハウザ.ビン•アリーの 
もとへ派遣し、彼をイスラームへと招いている。そしてもしムスリムとなるなら、その地域の統治を継続してまかせ 
てもいいと伝えている。ハウザは使者を歓待し饗応を行ったのち、イスラームを受け入れることはできないという書 
状を持たせて彼を帰した。マッカ征服ののち死去したハウザの跡を継いだスマーマ.ビン.ウサルはムスリムとなっ 
ている。 

預言者が書状と共にバスラの総督に派遣したハーリス.ビン.ウマイルは、ガッサーニー族の長の一人シユラフビル- 
ビン.アムルに、彼らの土地を通過したときに殺害されている。この出来事がムータの戦いの引き金となったことは 
先に記したとおりである。 

預言者はアラ！ビン.アブドウッラ！アル=ハドウラムを使者としてバーレーンに派遣した。アラーはバーレー 
ンの有力者ムンジル•ビン.サーワに預言者の手紙を届けた。その結果ムンジルをはじめ、アラブ人とイラン人から 
なるバーレーンの多くの人々がイスラームを受け入れた。預言者はバーレーンにいるアラーに書状を送り、自分た 
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預言者のイスラー厶への招待の手紙が送られた様々な地域 


ちの宗教に留まることを望んだユダヤ 
教徒やゾロアスター教徒たちから人頭 
税を徴収することを命じると共に、ム 
スリムが支払ぅべきザカートの額やザ 
カートと認められる財産の種類を知ら 
せた。アラーは預言者の手紙を人々の 
前で読み上げ、ザカートを定めた。ま 
た預言者はハジャルのゾロアスター教 
徒たちに送った書状でも、彼らにィス 
ラームを受け入れることを求め、もし 
それを受け入れない場合は人頭税を徴 
収すると告げている。彼はアラーをバー 
レーンの知事に任命した。そのとき従 
来の知事が職を解かれなかったことか 
ら、ムスリムとなった人々の統治やザ 
カートの徴収、ィスラーム教育といっ 
た任務がアラーに委ねられ、ムスリム 
ではない住民の統治は以前からの知事 
に任されていたことがぅかがえる。 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あ 
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れ)はアムル.ビン.アスにイスラームへと招く一通の書状を託し、アンマンのジュランダの息子たちジヤイファと 
アブドゥのもとに派遣した。彼らはアズド族の出身であった 。ジャイ ファはその当時アンマンを支配していた。書状 
の内容は次のようなものであった。「イスラームへの導きの途上にある人々に平安あれ。あなた方二人をイスラームに 
招待します。イスラームの教えに従い救いを得てください。なぜなら私は、アッラーがすべての人々のために遣わさ 
れた使徒であるからです。もしあなた方が二人ともイスラームを受け入れるなら、お二人に力を与えましよう。もし 
受け入れない場合は、あなた方は支配権を手放すことになるでしよう。私の騎兵たちがあなた方の国に陣地をはり、 
私は預言者としてあなた方を打ち破るでしよう」 

預言者のこの手紙を読んだ二人は、数日考えたのちイスラームを受け入れた。そしてアムルの活動を支援するよう 
になった。アムルは裕福な人々からザカートを徴収し貧しい人々に分配した。預言者が亡くなったとき、アムルはア 
ンマンに留まつていた。 

預言者はイエメンの人々に手紙をしたため、ムアズ•ビン•ジャバルとマーリク.ビン•ズラーラをイエメンに派 
遣した。そしてイエメン各地の様々な人々に手紙が届けられた。手紙はこの二人が任務を与えられて派遣されことを 
知らせ、ザカートや人頭税を二人に支払うように命じていた。イエメンの人々はマーリク.ビン•ズラーラを預言者 
の もとへ 送り、自分たちがムスリムとなり、二人に従うことを知らせた。預言者は新たに一通の手紙をしたため、マー 
リクが確かにそのことを自分に伝えたと知らせた。預言者のこの振舞い、すなわちイエメンの人々がムスリムになっ 
たと告げる知らせが自分に届いたことを当のイエメンの人々に書状で知らせたことは、預言者がイスラームを受け入 
れた人々をよく思いやり、尊び、賞賛していたことを示している。 

預言者は使者を派遣するとき、何よりもまずその地を熟知し、以前その地を訪れた ことの ある人物を使者に選んで 
いる。たとえば、 マッカ 出身の アブドゥッラー.ビン•フザーファは 何度も イランに行つ た ことがあり、ペルシア語 
も多少話せるという理由で ササン 朝の皇帝へ使者として派遣されている。使者には、説得力、高い徳、誠実さ、優れ 



た話術、物事を理解し把握する高い能力が要求された。預言者は手紙を書くに際し、要点を簡潔にまとめ、イスラ ー 
ムへの導きを記し、相手を威嚇したり名誉を損なぅよぅな言葉は決して用いなかった。支配者たちには称号で呼びかけ、 
手紙の内容は彼らの性格に細心の注意を払って決め記した。 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は手紙に印を押して送っていた。銀でつくったその印は、 「アツラ ー、使徒、 
ムハンマド」と 三 行で彫られていた。つまり、 「アツラ ー の使徒ムハンマド」とい、っ意味で ある。 預言者はその印を 
常に指にはめ、印を押す必要があるときには、それをそばにいる者に与え、用件がすむとまた指に戻していた。 

預言者は多神教徒の部族の人々、キリスト教徒や様々な地域に住むユダヤ教徒たちをイスラームへと招き、さらに 
ビザンチン帝国やササン朝からアラビア半島の領土に派遣された知事にもイスラー ムの 教えを記した手紙を送った。 
この手紙の送付先は広範囲にわたり、遠くイランのフーゼスタ1ン州のゾロアスター教徒たちにまで送られた。それ 
らの書状の数は非常に多く、宛先の個人名や部族名を逐一列挙し、その内容を記し分析することはここでは省きたい。 
その全体的な内容を示すことで、イスラームを広める上で手紙の果たした役割を明らかにしていきたい。 

預言者の送った書状は、相手によりその形式も内容も異なっていたことは注目に値する。部族の長たちに送られた 
手紙を詳細に見ていくと、それぞれの部族や個々人の特性や状況に注意が払われた上で、ムスリムになれば彼らの土 
地はそのまま彼らの手元に残されること、財産と生命の安全が保障されること、ダムラ族.グファール族.アスラム 
族といった一部の部族とは他の部族より強力に相互扶助が行われること、信仰、礼拝、ザヵート、アツラーとその使 
徒への服従といった事柄や、血の報復は禁止されることなどが記されていること、また部族内部や部族間の抗争を防 
ぐべく配慮された表現が用いられていることがわかる。キリスト教徒やユダヤ教徒といった啓典の民に送られた手紙 
では、彼らの信仰についてイスラームの見解を示し、イスラームを受け入れることを勧め、それが拒否された場合に 
適用される事柄、すなわち互いの権利と義務や人頭税について言及している。預言者がヒムヤールの統治者に送った 
手紙では、彼らがアツラーの導きによってイスラームの教えを受け入れたことを確認し、アツラーとその使徒に従い、 
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礼拝を行い、ザ カ ー トを支払ぅべき であると 伝えている。これに加え、預言者自身やその家族は徴収されたザ カ ー ト 
を使用する ことができないと 伝えている ことは、 注目に値する。 

これらの書状の中でイスラームへと招く表現は特に重要である。たとえばハイバルのユダヤ教徒たちには「あなた 
方を アッ ラ ー へ、 そしてその預言者へと招いています」、ナジャ ー シ ー には「私はあなたを、唯一で並ぶ者のない アッ 
ラーへ、そのお方への服従へ、私に従い私に下されたものを信じることへと招きます」、ビザンチンの皇帝には「私は 
あなたをイスラームへと呼びかけています」、キリスト教徒には「ムスリムになってください、それがかなわなければ 
人頭税を払ってください」、ハーリス.ビン.アブー.シャミルには「私はあなたを、唯一で並ぶ者のない アッ ラーへ 
と招いています。それを受け入れるならばあなたの富はあなたに残されます」、ムカウキスには「あなたを アッ ラーの 
唯一性を表明することへと招きます」といった各々異なる表現を用いている。 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)はイスラームを広めるため、国家や部族の長だけでなく、個人にも手紙を 
送っているが、そのことから預言者が彼らと特別な関係を有していたことがわかる。たとえば預言者はブダイル.ビン • 
ワルカにイスラームへの入信を促す手紙を送っている。アリーに代筆させたこの書状は後年、彼の家族に誉れをもた 
らすものとなつた。 

カダーの小巡礼(前年に果たせなかった償いのための小巡礼)を行おぅとムスリムたちがマッカに入ったとき、当 
時まだムスリムではなかったハーリド.ビン.ワリードの行方がわからなかった。そこで預言者は弟のワリード.ビン. 
ワリードにハーリドの行方を尋ね、彼をイスラームへと導きたい旨を伝えた。しかし兄を探し出すことのできなかっ 
たワリ ー ドは、 ハ ー リド宛てに手紙を出して状況を知らせた。手紙を受け取ったハ ー リ ドは、 預言者が自分のことを 
気にかけてくれていることをたいへん喜び、イスラームへの関心を強め、後日、彼はムスリムとなったのである。 
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三イスラ—ムの勢力拡大における訪問団の重要性 

マッカが征服され、クライシュ族とそれに次いで有力な部族であったハワージン族がイスラームを受け入れたこと、 
さらにヒジュラ暦九年のタブーク遠征の際にアラビア半島の北部がイスラームの影響下に入ったことから、アラビア 
半島の様々な地域に住む部族がマディーナヘと訪問団を送るよぅになった。部族の代表団がマディーナを訪問するこ 
とはそれ以前にも見られていたことである。たとえばヒジュラ暦五年、ムザイナ族は自分たちが入信したことを伝え 
るため預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)のもとへ一団を派遣している。ヒジュラ暦九年には多くの訪問団がマ 
ディーナを訪れ、それにちなみこの年は「訪問団の年」とも言われている。ヒジュラ暦 一〇年にもその来訪は続いた。 
マディーナに代表団を派遣した主要な部族は以下のとおりである。ムザイナ族、サアド族、バキル族、タミーム族、 
ヒム；^ -1 ル族、バリイ族、アブドゥルカユス族、アズド族、バジーラ族、ハスアム族、ハニーファ族、ターイ族、ア 
サド族、タグリブ族、アーミル•ビン•ササア族とその支族、ファザラ族、ムッラ族、ムハーリブ族、キラーブ族、 
キナーナ族、アシュジャ族、キンダ族、サキーフ族、バーヒラ族、スライム族、シャイバーン族、ハウラーン族、ジュ 
ハイナ族、カルプ族、ムラード族、ハムダーン族、ナハア族、ナジュラン族などである。 

マディーナで預言者に迎えられた訪問団は、それぞれ様々な意図や要求を持っていた。しかしその多くは、彼らの 
部族が イスラ ームを受け入れたことを知らせ、彼らの名においてそれを誓約し、自分たちに イスラ ームを教えてくれ 
る人の派遣を求めるための訪問であった。中には少数ではあったが、 イスラ ームへの入信に一定の条件をつけたり、 
現世的な見返りを求めること、 イスラー ムは受け入れないが人頭税を払い預言者の統治下に入ることを表明すること 
などを目的とした訪問団もあった。キリスト教徒のタグリブ族の訪問団には、キリスト教に留まることができるが、 
子供たちはキリスト教の習慣に従って洗礼を受けることはできないと確約された。 

訪問団との面会は イスラ ー ムを広める上で重要な意味を持っていた。なぜなら、訪問団の目的がどのよぅなもので 
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あれ、 あらゆる 機会をとらえて イスラ ー ムを人々に伝えたいと思っていた預言者にとって、それは イスラー ムを広め 
る絶好の機会となったからである。訪問団が個人としてではなくその部族を代表していることも大きな利点であった。 

預言者は、マデイーナを訪れた代表団が好ましくない態度を見せた場合を除き、寛容で好意的な態度で彼らに接し 
た。彼らを賞賛し、尊び、親切に振舞い、丁重にもてなした。 イスラ ームを受け入れた上で来訪した人々や、自らに 
誓約を行った人々、あるいはマデイ ー ナ来訪後ムス リムと なった人々 は、 マデイ ー ナに一定期間滞在し クル ア ー ンや 
イスラ ームの教えの基本を学び、また預言者自身や教友たちの イスラ ームにのっとった生き方を見る機会が与えられ 
た。預言者は訪問団員の質問に答え、彼らがムス リムと してなすべき事柄について教えた。彼は預言者モスクの「訪 
問団の柱」と呼ばれる柱の前で使者たちと面会した。なお現在、その柱には「これが訪問団の柱である」と記されて 
おり、 いまでもその柱の場所は知ることができる。 

マデイーナに十日以上滞在する訪問団のために寝食の世話をする家々があった。それはアブドゥルラフマーン.ビン. 
アウフ、ムギ^ —ラ•ビン•シュ^—バ、アブ^~ •アイユ^~ブ•アル H アンサ^―ル、そしていくつかのアンサ^ —ルなどの家々 
であった。預言者モスクの スッ ファやその周囲に張られた天幕も、必要に応じて客間として用いられた。預言者は訪 
問団がマデイーナを離れる際には彼らに様々な贈り物を与えた。またイスラームの命令や規律を記したもの、個人や 
集団に与えられた権利、契約を記した書類などの他、彼らに割り当てられた土地を明記した文書が与えられた。部族 
にょっては彼らの中から知事が任命された。ムスリムとなった人々にはザカートの、キリスト教徒として留まった人々 
には人頭税の割り当てが定められた。訪問団の来訪は、アラビア半島のほぼ全土の人々がムハンマドが預言者であり、 
その支配と勝利を承認することとなった。 

訪問団に共通する基本的な事項に続き、それらがイスラームの勢力拡大に果たした役割について述べていきたい。 
預言者の乳母ハリ^~マの属するサアド.ビン•バキル族もマデイ^ —ナヘ代表団を送っている。その団長デイマ^~ム•ビン. 
サラバはラクダを預言者モスクの前につなぎモスクの中に入った。デイマームは教友たちと腰をおろしていた預言者 
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に気づくと、彼に対し、ぶしつけな質問をするが、どうか怒らないようにと切り出した。預言者は、自分は決して腹 
を立てないから、知りたいことは何でも質問するよ、っにと言った。デイマームは「私はあなたの神、あなた以前の神、 
そしてあなた以降の神の名に誓って尋ねる。アツラーが、あなたを私たちのもとへ使者として遣わされたのか」と尋 
ねた。預言者は「そのとおり」と答えた。デイマームは同じ誓いを質問ごとに行い、次のように問いかけた。「アツラー 
にのみ崇拝行為を行い、何者かを配することをせず、私たちの父祖が崇めていた像を放棄せよと、アツラーが命じら 
れたのか」、「日に五回の礼拝を行うよ、っアツラーが命じられたのか」預言者は彼の問いかけごとに「そのとおり」と 
答えた。デイマームはザヵート、断食、巡礼、その他イスラームの定めている事柄を一つ一つ挙げ、その後シャハーダ(信 
仰告白)を唱えムスリムとなった。そして「私はアツラ^~によってもたらされたものすべてを信じる。そしてそれら 
を滞りなくすベて実践する。私はわが一族の代表として送られてきた。部族のもとに戻ったのちには人々にもここで 
聞いたことを伝えよう」と宣言し、郷土へと戻っていった。預言者はその様子を背後から見つめながら、「もし彼が約 
束を守るなら、彼は救いを得るだろ、っ」と語った。デイマームは彼の帰りを待ちわびていた部族の人々のもとに戻ると、 
彼らが崇めていた偶像を非難することから話を始めた。部族の人々は、偶像を非難したことにより彼の身の上に何か 
悪いことが起きるだろうと警告したが、彼は気に留めなかった。デイマームが預言者と交わした言葉を逐一説明すると、 
当初イスラームへの入信をためらっていた人々もその日のうちにムスリムとなったのである。彼らは崇拝していた偶 
像をすぐに破壊し、礼拝所を設け、礼拝を行うためにアザーン(礼拝への呼びかけ)を唱えた。 

ここで取り上げた一連の出来事で使者の質問の内容を詳しく見ていくなら、デイマームが以前からイスラームにつ 
いて一定の知識を持っていたことがわかる。かつて預言者はイスラームを布教する使者を各部族に派遣しているが、 
デイマームはそうした使者からイスラームについて教わっていた。彼は直接預言者にその知識が正しいものであるか 
どうか確かめるために、マデイーナまで足を運んだのである。預言者がデイマームと会談した結果得られた成功はた 
いへん重要なものである。預言者は、彼が自由に振舞い望むまま質問することを許し、それによって彼が思うところ 


16 



を率直に述べる機会をつくった。デイマ ー ムはすぐに、預言者が明快な言葉を話し、正しい教えを伝える、信頼の置 
ける人間であることを理解した。預言者の訪問団に対する振舞いや、彼らの質問への説得力のある明快な返答は、彼 
らに多大な影響を及ぼした。すなわち彼らは故郷に戻ると、自分たちの部族の人々に古い信仰を放棄させると共に、 
崇拝していた偶像を破壊させ、 イスラ ームを受け入れさせたのである。そしてモスクを建設し、アザーンを唱えた。デイ 
マームのょうにマデイーナで入信したのち故郷に戻り、その部族の人々を イスラ ームに改宗させる活動を始めた訪問 
者は少なくなかった。 

訪問団にはマデイーナ滞在中、クルアーン、スンナ、そしてイスラームの基本的な信条が教えられた。預言者はア 
サド族の代表団であったハドゥラミー.ビン.アーミルに自らクルアーンの二つの章を教えている。 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)はそれぞれの部族がおかれている個別の状況に注意を払い、彼らの要求が 
妥当なものであればそれを受け入れた。たとえば預言者がアサド族をイスラームへと導いたときには、彼らの財産か 
ら支払われるザ カートは アサド族の貧しい人々へと与えられる こと、 そして飢饉の際には他の土地に移り住める こと 
を条件に、彼らは誓約を行いムスリムとなっている。 

預言者は部族が以前から持っていた誤った信仰やそれにまつわる悪しき行為を取り除くことに努めた。アサド族の 
訪問団は、鳥を嫌悪したり、鳥の名前や色、その様子から何らかの意味を読み取ろうとすること、石にしるしをつけ 
て手のひらの中で転がしそれを意味づけること、予言を行うことなどについて預言者にその是非を問、ったところ、そ 
のすべてが禁じられた。彼らはウズラ族の代表団には予言を行う女性が一人含まれており、何かことが起きるとその 
裁きを彼女に委ねていると明かした。自分たちで決定を下すことができない問題が出てきたときは、それについて彼 
女の意見を求めた。預言者は彼らに、何事であれ彼女に相談を持ちかけてはいけないと命じた。また彼らが偶像の名 
において屠っている動物の肉を食べることも禁じた。キンダ族の代表団はバターの中に種を一つ隠し、預言者にそこ 
に何が隠されているかと尋ねた。預言者は「アツラーに讃えあれ。それは予言者のなすことであり、予言を行うこと 
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を好む者は火の中にあるのだ」と語っている。次に挙げる出来事も、預言者がイスラ ー ムに反する誤った考え方や習 
慣を取り除くために行った一例である。 

預言者ドは、イスラーム以前の時代に動物の心臓を食べることを禁じていたジユーフイ族の代表者たちに焼いた心 
臓を振舞った。肉を食べよ、っとそれを手に取った代表者の一人サラマ.ビン • ^ -1 ジドの手は、おそらく緊張とそれ 
まで禁止されていたものを食べることへの恐れから震えていた。預言者が「それを食べなさい」と言って彼を勇気づ 
けたところ、彼はそれを食べたのである。 

預言者は部族間の勢力の均衡を守り、他の部族の領土に侵出することによって起きる争いを防ぐこと、そして各部 
族が相互の権利を尊重する ことを 求めた。そのため、ある部族の者が許可なく他の部族の土地に入る ことを 禁じたこ 
ともあった。実際、アサド族の水源や土地に夕1イ族の者が許可なく立ち入ることを禁じる命令書を出している。こ 
の文書は、その命令に伴いクダーイー•ビン•アーミルが彼らのもとに派遣されたことを告げる一文を含んでいる。 
預言者のそうした行為は、彼がどの部族にどのような問題があるかを熟知していたことを示すものである。預言者は 
布教活動の成否は、その対象となる人々の文化的•心理的構造を認識した上で行うか否かにかかっていることを、よ 
く知っていたのである。 

こうした訪問団とのやりとりから、預言者は部族間の問題はもちろんのこと、部族間の結びつきや戦争をはじめと 
する部族の歴史についてよく知っていたことがわかる。ムラード族の代表者ファルワ.ビン.ムサイクは部族の名に 
おいてマデイーナを訪れ、預言者に誓いを行った。そのとき預言者は、イスラームの誕生直前にムラード族とハムダー 
ン族との間で起き、ムラード族に大きな損失を伴う敗北をもたらしたラズムの戦いについて、ファルワと語っている。 
預言者はファルワに「ラズムの戦いであなた方の部族に起こったことはあなたにも影響を及ぼしましたか」と尋ねた。 
ファルワは、「ラズムの戦いで我が部族に起こったようなことが他の部族に起こったとして、彼らが悲しまないなどと 
いうことがありえましようか」と答えた。預言者は「しかしこのことは、あなたの民がイスラームに入信する上で意 



味のあることでした」と評価した。この会話は、預言者がイスラ ー ム以前の部族間の衝突を、イスラ ー ムの発展の観 
点から意義あるものと見なしていたことも示している。 

イスラーム以前の時代にウム,1ニスという名の偶像を崇拝していたハウラーン族は、集団でムスリムとなったの 
ちに十二人からなる代表団をマデイーナヘ送り、預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)に自分たちがイスラームへ 
入信したことを報告し、イスラームについて教えてほしいと要請した。預言者は彼らに偶像はど、っなったのかを尋ねた。 
それに対しハウラーン族の人々は、偶像崇拝を続けている者は二人の老人しか残っていないこと、残った偶像は壊す 
予定であると答えた。ここからも、預言者がどの部族がどの偶像を崇拝しているかを熟知していたことがよくわかる。 

訪問団がマデイーナから離れる際に与えられた命令を記した文書からは、預言者が思慮深く振舞っていたこと、友 
好によってもたらされるよい結果を優先させていたこと、衝突の原因となるような無用な活動から代表団を遠ざけて 
いたこと、そして必要とあればそれ以前の決定を覆すこともあったことが理解される。ムラード族の長ファルワ.ビ 
ン•ムサイクは、すでに入信した部族の人々と共にイスラームをまだ受け入れていない人々と戦う許しを預言者から 
得た上でマデイーナを去った。預言者はその後使いを送りファルヮを呼び戻し、彼に部族の人々をイスラームへと導き、 
ムスリムとなった人々についてはその入信を承認してよいが、預言者自身から改めて命令書が送られるまでは入信し 
ていない人々に対し一切攻撃を仕掛けないようにと命じている。 

預言者はハウラーン族に対してと同様に、他の部族の代表者たちにもイスラームの基本的信条やハラール(勧めら 
れていること)、ハラーム(禁じられていること)について説いた。一部の部族には、イスラームの基本を書き記した 
ものを与えた。預言者は道徳的な事柄にも重きを置いていた。たとえばターイ族の代表者たちには、約束を守ること、 
信託物を責任を持って預かること、良い隣人関係を築くこと、決して人に危害を加えないことなどを命じている。特 
に迫害することの罪悪について強調し、「迫害は最後の審判の日の闇である」と語った。 

アデイ！ビン•ハーテイム族が暮らしていた地域では、狩猢は重要な収入源であった。そのため彼らの代表団には、 
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イスラ ー ムの狩猢についての見解が詳細に教えられた。 

偶像崇拝を取り除き、唯一神への信仰を定着させるため、訪問団には何よりもまずイスラームのタウヒード(唯一 
神信仰)が教えられた。そしていくつかの代表団にはタウヒードとまったく相容れない偶像を破壊する特別な任務が 
与えられた。サキーフ族はかつて崇拝していたラート像を破壊することを望んだが、彼らは恐れるあまりその像に近 
づくことさえできなかった。預言者は、自分たちに代わって偶像を破壊してほしいとの彼らの要求を受け入れた。そ 
れによって偶像を破壊するという当初からの目的を果たすことができたからである。預言者はイスラーム以前の時代 
からサキーフ族と友好関係にあつた二人、ムギーラ.ビン•シユーバとアブー•スフイ -1 ン.ビン.ハルブにその 
偶像の破壊を命じた。ウスマーン•ビン.アブー•アル=アサは壊された偶像に代わってその地にモスクを建てるこ 
とを命じられた。 

訪問団に偶像を破壊する任務を与えたことにまつわる例をもう少し示したい。バジーラ族のジャリル.ビン•アブ 
ドウッラーは、訪問団と共にマデイーナを訪れムスリムとなり、誓約を行った。預言者はジャリルに、彼らが住む地 
域のイスラームの状況を尋ねた。ジャリルはイスラームが優位に立ち、その教えが広まりつつあり、モスクではアザー 
ンが唱えられていること、そして部族の人々がそれまで崇拝していた偶像を破壊したと語った。預言者はさらに、タパー 
ラのハスアム族の領土にあり、多くの部族の人々の神殿でありイエメンのカアバとして知られていたズルハラサがど 
うなっているかを尋ねた。そしてジャリルからその像がまだ残っていることを聞くと、彼に百五十人の人々と共にそ 
の偶像を破壊する任務を与えた。ジャリルはその偶像を破壊し、その後ハスアム族の人々も預言者に従うようになっ 
たことを報告するためマデイーナに一団を派遣した。彼らは預言者に、「私たちはアッラーとその使徒と、彼がもたら 
したものを信じました。私たちに一つ文書をしたためてください。私たちはそこに書かれていることに従うでしよう」 
と訴えた。それに応え、彼らのために次のような文書が記された。「これは、アッラーの使徒ムハンマドから、砂漠で 
生きるハスアムの人々への契約書である。イスラーム以前の時代の流された血への報復は禁じられた。あなた方のう 


20 



ち誰であれ、イスラ ー ムを望みつつ、あるいは望まないままに受け入れたのであれば、実り多きとき、あるいは飢饉 
のとき、それに応じて増減する、雨水や露で湿った柔らかい土壌で作物を育てること、そしてそれを食べることはそ 
の人の権利である。流れる水で潤された土地の収穫物の十分の一、そして井戸水で潤された土地の収穫物の二十分の 
一は徴収される」ハスアム族のために記された文書は、血の報復が禁じられ、農作物から徴収されるザヵートの割合 
が示されている点で重要である。 

ジャリル•ビン•アブドウッラーの例に見られるように、預言者はイエメンの部族の人々をイスラームへ招くに当たっ 
て、中央から軍を派遣するのではなく、イスラームを受け入れた部族の長をその地元や近隣の部族へと派遣したので 
ある。このことは、預言者が人の心の機微に通じそれに配慮していることを示すものである。同じよ、っに、アズド族 
から十二人の訪問団がマデイーナを訪れたときムスリムとなつたスラドウ•ビン.アブドウッラーに、イスラームに 
入信したアズド族の人々と共に、アズド族の居住地の近辺に住むイエメンの偶像崇拝者たちをイスラームへと導くた 
めに尽力するよう命じた。スラドウは隣人のジュラシュ族をイスラームへと導く活動を始めた。彼らがその働きかけ 
を拒否したため、スラドウは町を包囲し長期間に及んだ戦いの末に勝利を収めた。その後ジュラシュ族の代表団も預 
言者のもとを訪れイスラームに入信した。預言者は彼らを次のような言葉で讃えた。「ようこそ、最も美しい容貌を備え、 
最も心地よい言葉を持ち、信託を最善の形で守る人々よ。あなた方は私の仲間であり、私はあなた方の仲間なのです」 
預言者は彼らに周辺に木の多い家畜の放牧に適した土地を与えた。 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は来訪する代表団に様々な任務を与えている。次に述べる例は、のちの時 
代、来訪者たちをもてなす場合、ある地域の収穫物の十分の一のザヵートを免除するということを思い出させるもの 
である。イエメンから預言者のもとを訪れた代表団の中でバールク族の代表者たちはムスリムになった。それに応え 
預言者は次のような文書を用意させた。「これはアッラーの使徒ムハンマドのアズド族への契約書である。バールク族 
の果樹は切り倒されない。彼らが望まない限り、その土地のオアシスで家畜たちが草を食むこともない。彼らも、飢 
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謹のと き、 もしくは戦いの際に彼らの もとに 来る ムスリムを 三日間客としてもてなす ことと する。果実が実る時期には、 

34 

実を枝からもいで持ち去ったりしないことを条件として、地に落ちている果実を食べることができる」 

預言者は訪問団に対しイスラームが禁じていることについては決して譲歩しなかった。サキーフ族を代表して預言 
者と話をしたアブドウ^ -1 リ.ビン.アムルは、自分の部族の人々は姦通や飲酒、高利貸しといった悪い習慣を放棄 
することができないだろうと訴えた。しかし預言者はその条件を決して受け入れず、それらを禁じるクルアーンの章 
句を一つ一つ唱えた。サキーフ族の代表団はラートという名の偶像を三年間崇拝する許可を求めた。しかし預言者は 
決してそれを許可しなかった。結果としてサキーフ族の代表者たちはムスリムとなり、預言者がサキーフ族の人々に 
宛てた書簡を携えて地元に帰った。ただし彼らは、入信した事実や預言者から受けた指示について一定期間人々に明 
かさなかった。そして適切な時期が来るとイスラームを説き始め、人々の入信を実現させたのである。 

もし代表団の地元でイスラームが禁じているものが生産されていれば、預言者はそれについてのイスラームの見解 
を彼らに告げた。ジャイシャーンの代表団がマデイーナを訪れたとき、彼らはイエメンでつくっている酒についてイ 
スラームの見解を求めた。彼らは大麦からつくった酒の名を挙げたところ、預言者はその酒が彼らを酩酊状態にする 
かどうかを尋ねた。彼らは「たくさん飲めば酔ってしまいます」と答えた。預言者は「多量に飲めば人を酔わせるも 
のは、たとえ少量であってもそれはハラーム(禁止されていること)である」と告げた。また労働者に飲ませるため 
にワインを用意していた人物について尋ねられたときには、「人を酩酊状態にするものはすべてハラームである」と答 
えている。ブドウと酒を所有していたフイールーズ.アッ=ダイラミーは、ワインがハラームならばそのブドウで何 
をつくればょいのかと尋ねたところ、預言者は「乾燥させて干しブドウをつくりなさい」と答えている。 

訪問団のメンバーの中に家族に関するイスラームの規範に反する古い風習が見られたときはそれを直させた。イス 
ラームに改宗する以前、二人の姉妹と婚姻関係にあったフイールーズ.アッ=ダイラミーはそのいずれかと離縁する 
ょうに 命じられ、それに従っている。 
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預言者は機会あるごとに、社会のあらゆる階層の人々に公正に振舞い人々を尊重しなければならないと訪問団に強 
調した。ヒジュラ暦九年、当時まだ少年であつたアムル •ビン •アフタムは八、九十人の規模のタ ミン 族の代表団と共 
にマデイーナを訪問した。訪問団の人々は彼に荷物の番をさせた。預言者は彼らに贈り物をした後、まだ贈り物を受 
け取っていない人がいるかどうかを尋ねた。人々は荷物番の子供が一人いると告げた。預言者が彼を連れてくるよう 
にと言うと、カユス .ビン. ア ーシムと いう団員が、その子供は純潔とはいえない生まれの子であると述べた。預言 
者は「それは一向にかまわない。彼も代表団として来たのだから贈り物を受け取る権利がある」と答えた。そして少 
年を呼び寄せ贈り物を受け取らせた。同様の出来事がトゥジーブ族との間にも起きている。預言者は人々に贈り物を 
した後で、馬のそばに一人の若者が残されていることを知り、彼をその場に呼び寄せ贈り物を与えた。 

預言者がイスラームに改宗した部族に知事やザカートの徴税官、そしてイスラームを教える要員を派遣したことに 
ついては、関連する章ですでに言及しているのでここでは繰り返さない。イスラームが広まり定着していく上で、教 
育はきわめて重要な役割を果たした。そのことに関しては、教育活動について述べている章を参考にしてもらいたい。 
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預言者の模範的人格 

I 人々をアツラ—に招く人 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)はクルアーンでは「(人びとを)アツラーに招く者」と表現されている。彼 
に与えられた任務は、「警告を与えなさい」「招きなさい」「教えを広めなさい」「注意しなさい」といった神からの命 
令によって示されている。預言者には人々に警告し、そして吉報を伝えるという任務が与えられたのである。したがっ 
て、その存在は警告を与える者、吉報を伝える者と定義づけられている。全人類に吉報をもたらし、警告を与える者 
として遣わされたこと、すなわち預言者とは普遍的な存在であることがクルア ー ンで明らかにされている。 

預言者はその活動を最も近しい人々から始め、のちに全アラビア半島、さらにはアラビア半島の外の世界へと活動 
を広げていった。預言者としての任務を果たす活動をたゆまず続け、そして大きな成功を手にしたのである。預言者 
が用いた布教の方法は論理的.組織的•現実的ということで一貫しており、それがイスラームの布教を成功へと導く 
要素となった。そうした方法でまず自分の周囲に信仰を持った人々の集団を形成し、その後、自らが始めた布教活動 
を他国でも展開できるような大きな共同体をつくり上げたのである。預言者自身もまた、アツラーの使者として周辺 
国家の元首にイスラームへと招く書状を送った。そのような活動によって、その後の世紀にイスラームが急速に拡大 
していくことになる普遍的な布教活動を始動させたのである。 

預言者の活動が成功したことには様々な要因がある。第一に挙げられるのは、預言者自身がイスラームの教えを心 
から信じ、それを自らの生活で実践していったことである。実際、預言者はイスラ ー ムが人々に課した義務のどれ一 


つとして自分を例外とすることはなかった。義務は率先して自らが実践し、禁止命令にもまず自分が従った。そして 
最も近しい人々にそうするように注意を促した。 

預言者の活動が成功したもう一つの要因は、失望したり悲観したりすることなく、忍耐や強い意志、信仰と強い決 
意を持って活動を続けたことにある。預言者は布教活動において社会的な関わりを絶やすことなく保ち、それを最大 
限に生かした。たとえば、ムスリムはもちろんのこと、まだ入信していない親戚や周囲の人々とのつながりを固く保 
持していた。社会への影響を考慮して、部族の長たちと特別な関係を築いた。布教を行うための集会を開き、市場や 
定期市、家など人々が集まる場所でイスラームの教えを伝える活動を行った。イスラームへの招きを行う際には、そ 
の相手を誰一人として軽視することはなかった。 

預言者は布教の対象とする人々をよく把握することに努めた。彼らの感情や望み、そして個人としての特性に注意 
を払い、尊敬し、よい関係を築き、親密さを増すように努力した。布教は、その対象となる人々とわかりあえる共通 
点を見出すことから始めた。その活動の中で預言者は、相手に対し許しや寛容、柔軟さ、いたわり、慈悲の精神を持っ 
て臨み、怒りや憎しみの感情を排し、抑圧的な態度をとらないように心がけた。クルアーンは、預言者が神の慈悲の 
おかげで人々に優しく振舞っていることを明らかにしている。もし横暴でかたくなな心を持っていたとすれば、人々 
は預言者から去っていったであろうとも述べている。 

預言者は人の過ちについて当人に直接問い質すことはせず、個人の名前を出さずにそれとなくいさめた。なぜなら、 
直接当人に過ちを指摘することは、その人にばつの悪い思いをさせ、彼が共同体から離れていく原因となるからである。 
預言者の働きかけに人々がいかに反応しようとも、強い意志と希望を持ってイスラームの教えへと招き続けた。特に 
マッカ時代には、イスラームへの招きを受け入れない人々は、時に横暴に、時にはいんぎんに、時にはあいまいな態 
度で否定的な返事をした。しかし預言者は、強い決意を持ち、失望することなく、イスラームを広めようと努力を続 
けた。あらゆる機会にイスラームの教えへの招きを繰り返したのである。 
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預言者は誰に対しても決してイスラ ー ムへの入信を強制することはなかった。なぜなら預言者の任務は、人々を無 
理やり入信させることではなく、イスラームを知らしめ、警告を行うことにあったからである。人を強制的に改宗さ 
せることは、悪しき結果を生むことにつながる。つまり、それはイスラームが厳しく対立し拒んでいる偽信徒を増加 
させることになり、裏表のある人間が増えることを意味した。イスラームは誠実に心から信仰することを第一義とし 
ているのである。預言者はよりよい説得を通じて人々をイスラームへと招くことを布教活動の原則とした。この原則 
に従って行動した預言者は、ユダヤ教徒、キリスト教徒、あるいは他の宗教を信仰する人々を強制的にイスラームへ 
と改宗させることはなかつた。逆に、強制することなく彼らをイスラームへと招いたのである。もし人々がイスラー 
ムを受け入れない場合は、一定の条件のもとで彼ら自身の宗教や良心の自由を保障した。クルアーンには、信仰にお 
いて強制があってはならないこと、さらに預言者が布教への責任感から力の及ぶ範囲を超えてまで自らを苦しめるの 
は適切ではないと記されている。 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は布教活動において決して個人的な利益を求めなかった。事実クルアーン 
では、預言者が警告と吉報を与えるという任務の対価として何の報奨も求めていないことが明らかにされている。預 
言者の死後もムスリムたちは、イスラームの布教を継続すべき任務として認識していた。 

最後に、アッラーが一人の布教者として預言者が備えることを望まれた性質について述べ、この項を終えたい。預 
言者はクルアーンの包る者章の「立ち上って警告しなさい。あなたの主を讃えなさい」との呼びかけで、人々をイス 
ラームの教えへと招くことを命じられている。そしてそれに続いて「またあなたの衣を清潔に保ちなさい」と命じら 
れているのは、布教という観点から注目すべきことである。この章句の、清潔に保つことが求められている「衣」が 
何を意味するのかという点については、行為、心、自我、体、道徳、教え、そして衣服など人間の物質的、精神的両 
面を包括する幅広い解釈がなされている。「衣」の意味するものが何であれ、衣服や体、あるいは心や道徳の清らかさ 
が、人間関係を結んでいく上で重要であることは明らかである。この呼びかけを受けた時点で預言者はアッラーの使 
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徒としてイスラームを 広く伝える ことを 命じられ、物質的.精神的清らかさに注意を 払うよう 指示されたのである。 

二正義の人 

この項を始めるに当たって最初に述べておかなければならないのは、預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は正 
義を遂行する勇者であったということである。そして正しい行いをする人々によって形成された集団をつくり出すこ 
とが預言者の最大の目的であった。そのため彼は自ら正しい行いの模範となったのである。正しさは彼の生涯に一貫 
して見られる特長である。預言者の内面と外見、本心と言葉は常に一致していた。言い換えるなら、彼はいつも本質 
のままの外見であり、外見のままの本質を持っていた。話すことと行うことの間に矛盾が生じることはなかった。正 
しさの点で人々の模範であると同時に、多くの言葉を費やして ウン マ (イスラ ー ム共同体)を正義へと導こうと努めた。 
諸文献には、預言者が正しさや正しさの美徳について語った何百もの言葉が存在する。 

預言者は自らに正しくあることを求めると同時に、他者にも正しくあるように命じた。預言者には「正しくありな 
さい。正しさへと導きなさい」という言葉がある。あるとき、「アツラーの使徒よ、イスラームについて私に一つ言葉 
を与えてください。あなた以外の誰にもそれを尋ねることはないでしよう」と聞いてきた人に対し、預言者は「アツ 
ラーを信じた、と言いなさい。それから、正しくありなさい」と答えている。ここで注目すべきことは、正しくある 
ことをアツラ^—を信じることに続けて示し、正しさとアツラ^~への信仰とを一体のものとしていることである。「アツ 
ラーの使徒よ、あなたは歳をとられました」と言った人に対し、彼は「クルアーンのフード章と出来事章が私を老い 
込ませた」と答えている。なぜならフード章では、「それであなたと、またあなたと共に悔悟した者が命じられたよう 
に、(正しい道を)堅く守れ」と命じられているからである。この章句やさらに多くの他のクルアーンの言葉を考える 
なら、正しく振舞うことは彼とすべてのムスリムへのアツラーからの命令なのである。 



正し さを 生活で実践していた預言者がそれを推奨したことは、社会に大きな影響を与えた。彼の正し さに ついては 
親友も敵対関係にあった人々も、味方も敵も双方の意見が一致している。アブ！スフィ^ -1 ンはまだ入信していなかっ 
た頃、シリアへの旅の途中でビザンチンの皇帝へ ラクレィ ォスに、預言者について情報を提供す るよ、 っにと呼ばれた 
ことがあった。そのとき預言者の特徴を順に述べた中で、預言者の正しさと、正しくあれと人々に命じていることに 
ついて触れている。 

正しさの逆を意味する裏表のある態度、嘘、欺瞞といった悪い行いは、人々の健全な結びつきを困難にする。預言 
者は常に人々にそういったことをしないよう強く求めた。そして嘘をつかず、計略や偽証をすることなく幸福な生活 
を送ることができるという具体例を、自らの生き方によって示した。また、正しさに反するあらゆる行為を悪しきも 
のと見なし、人々に正しく振舞うように命じた。子供に「おいで、これをあげるから」と呼びかけながら何も与えな 
いことですら、人を騙す行為、嘘であると見なし、そのようなことをしないように求めた。次の出来事はそれに関連 
するよい例である。ある日、預言者がアブドゥッラー•ビン•アムルの家を訪れたとき、母親が彼に何かを与えると 
いう口実を設けて呼んだ。預言者が彼女に子供に何を与えるつもりなのかと尋ねたところ、母親はナツメヤシを与え 
るつもりであると答えた。預言者は「もしあなたが嘘を言って何も与えなかったとしたら、あなたに一つの嘘が記録 
されるところだつた」と語つた。 

預言者は正しさは善へ、善は天国へと人を導くこと、一方嘘は悪へ、悪は地獄へと人を導くことを簡潔に説き、嘘 
をつかないようにと言った。ある質問に対し、ムスリムはたとえ臆病であったり、物惜しみすることがあったとしても、 
決して嘘をつく人にはなってはいけないと答えている。諸文献には、正しいことは美徳であり、嘘は悪徳であること 
について語った預言者の言葉が何百も見出せる。 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は決して背信行為を働かず、背信行為をしないようアッラーに庇護を求め 
ると語っている。最も無慈悲な敵に対してすらも、背信行為を働かなかった。預言者はマッヵ征服の際、見つけ次第 
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殺害することになっていた敵の一人アブドウッラ ー .ビン.サアド.ビン•アブ ー •サルフを赦しているが、そのと 
き教友たちに語った言葉は興味深いものである。この出来事はおうよそ次のようして起こった。アブドウッラーはイ 
スラームに入信してマデイーナヘ移住し、預言者に下された啓示を書き取る係に任命された。しかしのちに棄教し、マッ 
力の多神教徒たちのもとへ帰り、彼らのイスラームへの敵対行動を支援するようになった。マッヵ征服のとき、自分 
が殺害の対象となっていることを知るや乳兄弟のウスマーンに庇護を求めた。そして自らの行為を後悔していると述 
ベ、ウスマーンに自分のために預言者から許しを得るよう依頼した。ウスマーンが彼の助命を願いでた結果、預言者 
はアブドウッラーを許し、その誓約を受け入れた。アブドウッラーがウスマーンと共に預言者のもとから立ち去った後、 
アブドウッラーを殺害する機会をうかがっていた一部の教友たちは預言者に、許しを与える前になぜ彼を殺せと指図 
しなかったのかと尋ねた。預言者はそれに対し「そのように密かに指図を出すことは背信行為であり、そのよ、っな行 
為は預言者にはふさわしくない」と答えている。 

預言者はいついかなるときでも約束を守った。その他の徳と同様、この点においてもウンマのために模範となる生 
き方を続けた。約束を守ることは信仰心の一部と見なし、約束を破ることは偽信徒のしるしとした。なぜなら約束を 
破ることは、自分の言葉の信用性を損ない、信仰の根底に存在する正しさに矛盾することだからである。預言者は人 
と約束したり何かを保証したときにはそれを必ず実行し、契約にも従った。次に説明する出来事は、預言者が契約に 
どれほど重きを置いていたかをはっきりと示すものである。教友のアブー•バシルはムスリムになったという理由か 
ら クライ シユ族の多神教徒たちによって投獄された。フダ イビ ーヤ条約後、アブ！バシルは脱走し、マデイーナの 
預言者のもとへと逃れた。多神教徒たちは即座にマデイーナに二人の使者を送り、アブー•バシルを自分たちに引き 
渡すよ、 っ 要求した。また預言者宛に一通の手紙も書いた。その手紙をウ バイ.ビン.ヵ アバに読ませた預言者は、ア 
ブー.バシルを呼び、フダ イビー ヤ条約によって彼を クライ シユ族に引き渡さなければならないことを説明した。ア 
ブー.バシルは自分を引渡さないようにと訴えた。しかし預言者は「あなたも知っているように私たちは彼らに約束 
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したのだ。私たちの教えに背信の占める場所はない」と答えている。ただ、多神教徒たちとの盟約に重きを置きつつ 
も、ムスリムたちのことをいつも気づかっていた。預言者はアブ！バシルに、アッラ ー が彼や彼のよ、 っな 状況にある、 
他のムスリムたちに何らかの道を見出して くださるであろうと 語っている。 

フダイビーヤ条約にまつわるもう一つの出来寧も、このテーマにふさわしい例である。クライシユ族の代表団の長 
であつたスハイル•ビン.アムルの息子アブー •ジヤンダルは、ムスリムであることから牢に入れられていたがフダ 
イビーヤ条約に署名がなされたのち脱走し、足に付けられた鎖を引きずったままムスリムたちに庇護を求めた。預言 
者はクライシユ族との間に結んだ条約の遵守をアッラーの名において誓ったと述べ、彼に耐えるよう説得し、その身 
柄を父スハイルに受け渡したのである。 

三不適切な言動を好まない人 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は生来、一部の人たちが示す粗野な振舞いや不適切な行動を好まなかった。 
ムスリムたちがバドルの戦いへと赴いたとき、一人の遊牧民から様々な情報を得ようとした。しかしその遊牧民は何 
も知らなかった。彼らはその男に預言者に挨拶するよう促した。男は「あなた方の中に預言者がいるのか」と尋ねた。 
「そうだ」と彼らは答えた。男は預言者に挨拶し、「もしあなたが預言者なら、このラクダが身ごもっているのはォス 
かメスか、私に教えて欲しい」と言った。そこにいたサラマ.ビン•サラマは「そんなことは預言者に聞くまでもない、 
私に聞きなさい。私が教えてやる」と言った。サラマのこの振舞いを、預言者はよしとしなかった。そこで預言者は 
サラマに、男に対し横柄な態度をとったことを注意した。同じ教友が、バドルの戦いを終えマデイーナに戻ったとき 
に発した言葉に対し、預言者が示した態度も興味深いものである。バドルの戦いのときマデイーナに残っていたムス 
リムたちは、預言者や兵士たちを祝うために出迎えた。サラマ.ビン.サラマは「我々を何のために祝っているので 
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すか。 アッラ ー に誓って言いますが、私たちは去勢された ラク ダの ような、 毛も抜けた ような 年寄りと戦って彼らを屠っ 
ただけです」と不適切な発言をした。預言者はそれに対し、微笑を浮かべ、ムスリムたちの成功を矮小化しない よう 
にと次のよ、っにサラマに語っている。「兄弟よ、彼らは有力者であり、部族の長たちであったのだ」 

以上のような伝承は、預言者が不適切な振舞いをよしとしなかったことを示しているのと同時に、一部の教友たち 
が彼の前で非常に自由に振舞っていたこと、一方預言者も彼らを傷つけたり、厳しい態度に出ることなく、彼らの行 
いを正していたことを明らかにしている。一つ目の出来事は、 イスラー ムに無知な人物が預言者をどのように理解し、 
彼らが預言者から何を求めていたかを示して興味深い。 

四品格のある人 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は親切で品格のある人であった。そうした性格は預言者の生涯をとおして、 
家族の人々やムスリムたち、マデイーナヘ預言者を訪問してくる代表団、招待した人々、そして手紙を送った相手に 
対する態度に見受けられる。さらには多神教徒への態度にも見出すことができる。その一例に、ゥムラトゥル•カダー 
(ヒ ジュラ暦七年に行った、その前年にできなかった代わりの巡礼)のとき起きた出来事を挙げることができる。三日 
というマッカの滞在期限が切れ、預言者がアブターフの地に設けられた皮の天幕の中でサアド.ビン.ゥバーダと腰 
掛けていた。そこへクライシュ族の多神教徒のスハイル.ビン.アムルとフワイトゥブ.ビン.アブドゥッザがやっ 
て来て、三日の期限が切れたため契約に従いマッカから出ていくようにと告げた。それを聞いたサアド.ビン•ゥバー 
ダはスハイル•ビン•アムルに腹を立て、次のよ、っに言った T ここはあなたの土地でも、あなたの父の土地でもない。アッ 
ラーの使徒はただ契約に従い、その心による承認によってここから出るのみだ」それに対しムハンマドは微笑みながら、 
サアドに向き直り、「私たちの宿営地まで私たちを訪問してきた人々を非難してはいけない」と諭し、教友たちに出発 
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を命じたのである。 

五人生を肯定的にとらえる人 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は常に人生を肯定的にとらえ、周囲の人々にもそうするよ、っに勧めた。そ 
して微笑を絶やすことはなかった。最も苦しいときですら悲しみを表に出さず、周囲の人々の心を暗くするような態 
度をとらなかった。実際のところ預言者は、マッカ時代には多神教徒たちの迫害を受け、マデイーナ時代にも様々な 
襲撃や攻撃にさらされ、人間にとって最大の災厄である戦争や武力攻撃に何度もさらされてきた。飢えに苦しんだ時 
期もあった。そうしたことにとどまらず、六人の子供を失うという悲しみも味わった。 ファ ー テイマを除くすべての 
子供を失っているのである。諸文献は私たちに、娘たちや息子イブラーヒームの死に直面して預言者が悲しみにくれ、 
涙を流したことが伝えられている。 イブ ラーヒームが亡くなったときには、山に向かって次のように呼びかけている。 
「ああ、山よ。私の身に起こったことがあなたの身に起こっていたら、あなたは崩れていただろう。しかし私たちはアッ 
ラーが命じられたとおり、『私たちはアッラーのしもべであり、そのお方のもとに帰ります、万物の主アッラーに讃え 
あれ』と言うのだ」この言葉は、彼が受けた苦しみや痛みの大きさと同時に、その深い忍耐心とアッラーへの帰依、 
そして人間的な側面を示している点でたいへん興味深いものである。 

預言者は家族の人々と同様に、教友たちを深く愛していた。彼らの身に起きた災難を、自分の身にふりかかったこ 
とのよ、っに悲しんだ。たとえば、七十人から成る布教団が多神教徒たちの裏切り行為によってピリマウーナで殺害さ 
れたことを、この上もなく悲しんだ。そうした悲しみや苦痛を与える出来事も、預言者の世界を暗くすることはなかっ 
た。反対に逆境に耐える力を養ったのである。また預言者は決して失望することもなかった。人生を肯定的にとらえ 
ることは彼の特性の一つであり、人が模範とすべき最も重要な態度であった。肯定的なものの見方と志気を高く保つ 
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ことは、人を成功に導くための要素であり、人々の模範となる基本的な事柄である。人々が、やる気もなく人生に嫌 
気がさして いるよう な人を模範としないのはごく当り前のことである。 

六謙虚な人 

歴史をとおして人類は、手にした物質的あるいは精神的な力を頼み、自らの仲間のみならずアツラーに対しても挑 
もうとする、類まれな能力の持ち主に出会ってきた。しかし、物質的.精神的な能力の双方を備えていた預言者ムハ 
ンマド(彼の上に平安あれ)はそのような人物とはまったく異なっていた。彼は「私は皇帝でもないし、独裁者でも 
ない。逆に、クラィシユ族の中の、乾いた肉を食べる女性の息子である」と語っている。この言葉によって預言者は、 
民衆の一人であることを明言したのである。預言者は信仰告白の言葉にあるように、アツラーのしもべでありその使 
徒である。この特性は彼の生き方すべてに反映されている。たとえば、人が集まっているところへ入って行ったとき 
には、空いている場所を見つけて座ったことが知られている。実際、預言者はその生涯を、国家の長としてではなく、 
一人のアツラーのしもべとして生きた。預言者は飾り気のない質素な生き方を貫き、預言者であることを個人的な利 
益のために利用したことは一度たりともなかった。 

年老いた教友のマフラマ.ビン•ナウファルはある日、預言者が自分に贈られた衣服を分け与えていることを耳に 
した。彼は息子のミスワルを呼び、一緒に預言者の家の前まで行った。そして息子に、預言者に呼びかけるようにと言っ 
た。しかし息子は気が引けてしまい、そうすることができなかった。そこでマフラマは「息子よ、預言者は独裁者で 
はない」と言い、息子の気持ちを楽にしたのである。マフラマのこの言葉は、預言者が周囲の人々からどのように認 
識されていたかを明白に示している。アルナルデスの言葉を借りるなら、「預言者はどのようなときも横暴ではなかっ 
た」のである。 
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アデイ ー •ビン.ハーテイム.アッ = 夕—イはムスリムとなる以前はキリスト教徒であり、イスラ ー ムに敵対して 
いた。のちに訪問団と共にマディーナに来たとき、預言者のそばに親戚の女性とその子供たちがいるのを見て、預言 
者にはイランやビザンチンの皇帝のよ、っな特性はないと見なした。預言者は彼を家に連れて行く途中、年老いた女性 
に呼び止められ、彼女が長々と悩みを打ち明けるのに耳を傾けた。家に着いたときには、細い糸をつめた皮のクッショ 
ンを客に与え、自分は床に座った。預言者のそうした振舞いからアディー•ビン•ハーティムは、「誓って言うが、彼 
はただの皇帝ではない」と賞賛し、その結果ムスリムとなったのである。 

七いき過ぎた言動を嫌う人 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は何事においても度が過ぎることをよしとせず、そのような行為を避け、 
いかなるときも過激な感情や思いに囚われることはなく、教友たちにもそのことについて警告していた。 イスラー ム 
に対する中傷の 原因と なった、人々をいやな気分にしたり、 イスラー ムを憎悪させるような行動や イスラー ムに悪い 
影響をもたらすような行為は決して容認しなかった。そのような出来事を知らされると悲しみ、さらには腹をたてた。 
そのよ、っな行動をとった者には厳格な態度で臨み厳しく注意した。このことについていくつかの例を示そう。教友の 
一人は、集団を率いて礼拝する際、長い章句を選んで詠み、礼拝にたいへん長い時間をかけていた。そうした状況を 
集団礼拝に参加している人が預言者に訴えた。それに対し預言者は立ち上がって、そこにいる人々に次のように忠告 
した。「人々よ。あなた方の中に、人々をうんざりさせている者がいる。誰であれ、礼拝を率いる立場となったときに 
は、礼拝を適度に短く行いなさい。なぜなら集団礼拝を行っている人々の中には、病人や老人、用事がある人などが 
いるはずだから」この出来事を伝えた教友は、その日のこの話のときほど預言者が腹をたてているのを見たことはな 
かったと語っている。 
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サキ ー フ族の代表団がマデイ ー ナを訪れムスリムとなったとき、彼らの中で最も若かったウスマーン•ビン.アブ！ 
アル N アスがサキーフ族の知事及びイマームに任命された。そこで預言者は彼に次のように助言した。「集団を率いて 
礼拝を行うときには、人々のために礼拝を適度に短く行いなさい。時間をかけすぎないように礼拝を行いなさい。人々 
のうち最も弱い者たち、老人や子供、病人や仕事のある人たちのことを考慮しなさい」 

預言者は二つのハラール(勧められていること)の寧柄からいずれかを選ぶ必要があるときは、容易にできる方を 
選ぶことを勧めた。崇拝行為においても、人の性格や能力を超えて負担となるようなことは勧めなかった。 

マッカを征服したとき、預言者のもとに一人の男が来て、「私は、アッラーがあなたにマッカの征服を成し遂げさせ 
たならば、エルサレムで礼拝を行うと誓いました」と伝えた。それに対し預言者は「ここで礼拝を行うことがより徳 
として適っている」と答えている。預言者の妻マイム ー ナ も、 「アッ ラー の使徒よ。私は、アッ ラー があなたにマッカ 
の征服を成し遂げさせたならば、エルサレムで礼拝を行うと誓いました」と訴えた。預言者は彼女にも、「あなたの力 
ではそれをすることができない」と答えた。それに対しマイムーナは「前後に護衛をつけて行きます」と主張したが、 
預言者は「あなたの力はそれをするには十分ではない。エルサレムに灯明に使うための油を送りなさい、そうすれば 
そこで礼拝を行ったと同じように見なされるだろう」と答えた。それ以降マイムーナは、灯明のための油を買、っ費用 
として毎年現金をエルサレムに送った。 

預言者は崇拝行為においても、人が辛いと感じるようなことはよしとしなかった。アナス.ビン•マーリクによると、 
ある日預言者はモスクに入り、二つの柱の間に張られたひもを目にし、「このひもは何か？」と尋ねた。「これはザイ 
ナブのひもです。礼拝のとき、立っているのに疲れるとこのひもにつかまるのです」と人々は答えた。彼はそれに対 
し次のように話した。「いや、このひもはほどきなさい。あなた方のうち誰でも、健康で丈夫である限り礼拝を行うよ 
うに。疲れたときにはすぐに座らせなさい」 
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八信頼できる人 

美徳の中で最も重要なものの一つに信頼性があり、それはすべての預言者たちが共通して持っているものであった。 
預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は若い頃から信頼で きる 人として知られていた。彼は二十五歳のときにはマッ 
力で、「アル=アミーン(信頼で きる 人)」と呼ばれていた。三十五歳のとき、 カ アバ聖殿の工事中に、「黒い石」を誰 
が設置するかをめぐってクライシユ族の間で衝突が起こりかけ、その解決策は翌日最初にカアバに入ってくる人に託 
される ことと なった。翌日預言者が最初に カ アバ聖殿に入って来るのを見て、彼らは「アル"アミーンが来た」といっ 
て喜んだ。預言者がアル=アミー ンと 呼ばれた逸話は枚挙にいとまがない。 

マッカの人々は預言者に貴重品を預けていた。彼はその信託を決して裏切らず、持ち主に確かに返した。経済的に 
最も困難な状況にあったときですら、預かりものに手をつけることはなかった。よく知られているよ、っに、マデイー 
ナに聖遷を行った夜、多神教徒たちは彼を殺害しようと預言者の住居を包囲した。預言者は家を出る前に預かりもの 
をアリーに託し、翌日それを持ち主たちに返すよう依頼している。ここで注意すべきことがある。それは預言者がアリー 
に託したその信託物は、多神教徒たちのものである可能性が高いことである。なぜならその時点で多くの ムス リムた 
ちはマデイーナに移住し、マッカには数人の ムス リムしか残っていなかったからである。 

イスラ ームの教えが広く伝えられたことには、預言者が信頼で きる 人であったことが大きな役割を果たしている。 
もし、預言者の行為が人に信頼を与えるようなものでなかったとすれば、人々は預言者の周囲に集うことはなかった 
であろ、 っ。 

預言者は、個々の人々やその財産に対し信頼を裏切ることがなかったように、公共の財産に対してもその所有権を 
侵害することはなかった。事実、フナインの戦いの後で戦利品が集められた場所で止まり、手にラクダの毛を取り、 
次のように言っている。「人々よ、私はあなた方の戦利品を欲してはいない。この毛すらも」 
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預言者は教友たちに常に信頼される存在であるようにと言い、信頼に逆行する背信行為が醜い振舞いであることを 
教えた。教友たちも預言者を信頼できる人と確信し、無限の信頼によって預言者と固い絆で結ばれていた。 

預言者は信仰と信頼される人であることは切り離せない関係にあると指摘している。そのことに関する預言者の言 
葉をいくつか紹介しよう。「人の心に信仰と憎悪が同時に存在することはない。信頼と裏切りも同時には存在しない」、 
「信徒とは、人々に信頼されている人のことである。ムスリムとは、その言葉や行動について信徒たちが安心で きる 人 
のことである」、「私の自我がその手にあるアッ ラ ー に誓って言うが、その悪しき振舞いのため隣人たちが安心できな 
い人は、天国に入ることはできない」、「信託を尊重しない人には信仰は存在しない」 

信頼感は、社会のあらゆる側面、あらゆる分野で必要欠くべからざるものである。親が子供に、子供が親に、配偶 
者が互いに、上司が部下に、部下が上司に、雇用主が労働者に、労働者が雇用主に、売り手が買い手に、買い手が売 
り手に信頼を感じられる社会は健全である。 

ここで預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)が重視していた商売上の信用について簡単に触れたい。まず明らか 
にしたいことは、取引の本質は相互の信頼にあるということである。商売において信用が失われ不信が広まれば、人々 
はすべてのものを疑いの目で見るようになり、人々の間の精神的な結びつきは弱まる。そして不和や対立が生じるよ 
うになる。自分を騙す、あるいは騙そうとしている人に対しては、誰しも愛情や敬意ではなく憎しみを感じるもので 
ある。人は言葉や仕事において信用の置けない人と関係を持つことを避ける。もしその人が商売を行っていれば彼と 
取引をしようとはせず、彼がもし買い手であれば品物を売らず、物を造っている人であれば仕事の注文を入れないだ 
ろう。 そう、預言者の「背信行為とは、貧しさをもたらすものである」という言葉の意味はここにある。しかし、も 
しその逆であれば、すなわちすべての人々がお互いを信頼すれば、生産も消費も利益も増加し、繁栄や豊かさがもた 
らされるのである。 

商業に携わる人々が社会に貢献していることを否定することはできない。なぜなら、人々は工場まで行って製品を 
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求めることはできないからである。事実預言者は、商業に携わる人々が他の人々同様社会に貢献したことから、大き 
な精神的報奨を得ることを吉報として伝えている。あらゆる欺瞞や計略、そして相手に害を及ぼすことは禁じられて 
いる。預言者はある日、食べ物を売っている人のもとを訪ねた。預言者が手を商品の中に差し入れると、指が濡れた。 
それによって商品の上部、つまり買い手から見える部分は乾いているが、下の部分は湿っていることが明らかになった。 
預言者が「これはどうしてだ」と尋ねると、売り手は雨が降ったからだと訴えた。それに対し預言者は次のように言っ 
た。「湿った部分をどうして人の目の届くところに置かなかったのか。私たちを欺くものは、私たちの仲間ではない」 
信頼感は個人の間で重要であるように、国家間の関係においても重要である。信頼されていない国家は、国際関係 
において経済から政治に至るまで、どのような分野でも成功することはない。預言者は単にマッカやマデイーナ、あ 
るいはヒジャーズ地方だけで交易を行っていたのではなく、国際交易に勤しむ商人であった。国際交易でも、彼に対 
する信頼があってこそ、ハデイージャの隊商はシリアへの旅で予想外の利益を得たのである。そのためハデイージャ 
は預言者に、最初に提示した報酬額の二倍を支払った。これも信頼される商人は利益を上げるという一つの例である。 

九公正な人 

社会は愛によって力を強め、公正さによって自らを守る。あらゆる人が公正に振舞うよ、っになれば、人々はお互い 
に親密になることができる。逆に不正や不公正は不和をもたらす。なぜなら、何人といえども、決して他者によって 
自らの権利が侵害されることをよしとしないからである。クルアーンでは、公正さについて数多くの言及がなされて 
いる。公正さを欠く人と、公正さを備えた人が比喩を用いて比較されている。それによると、公正さを欠く人は言葉 
を持たず、何も成し遂げられない、何かに益をもたらすこともない奴隸にたとえられている。そのよ、っな人は、正し 
い道を歩み、公正であるという特質を備えた人と同じとは見なされないとしている。権利について触れた章句では、 
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自分にとって都合がよければそれに満足し、不都合なものであればそれを無視する人々を不義者と見なしている。そ 
して個人的な利益や親戚関係、豊かさ、貧しさ、憎しみ、敵意、あるいは階級の違い、肉体的•精神的に欠点がある 
といったようなことは、権利の侵害や公正に反する行為の正当な理由にはならないことが示されている。クルアーン 
で預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は人々の間に公正さを実現することを命じられているのである。 

預言者は常に公正さを自らの活動の原則にしていた。ィブン•サアドは預言者がィスラーム以前の時代にも、人々 
の間に不和が生じたときにその判断を求められる人であったと語っている。カアバ聖殿で彼が下した判断は有名であ 
る。預言者は人々を差別することがなかった。預言者として活動している時期にも、他の人々の後先を考えない要求 
や提案に左右されることなく、神の命令に従って振舞った。諸文献には、預言者の公正さにまつわる言葉が多数見出 
せる。 

預言者は他者の権利に十分配慮し、人の生命や財産を損なったり、権利を侵害することを許さなかった。やむをえ 
ず人に害を与えてしまったときには、謝るだけで済ませられる場合であっても、あるいはそれすらも必要ないような 
場合でさえ、もし相手から補償を求められれば喜んでそうした。バドルの戦いのとき戦闘を始める前に、預言者が手 
にした矢でムスリムたちの隊列を整えていた際、サワド.ビン.ガジャという名の教友が列を乱し、少しだけ内側に入っ 
ていることに気がついた。そこで、サワドの腹に矢で触れ前に出るよう求めた。するとサワドは「アッラーの使徒よ、 
あなたは私に痛みを与えました。アッラーはそれに対する私の権利を問われるでしよう。補償を求めることを許して 
ください」と言った。それで預言者が腹部を出し仕返しするようにと言ったところ、サワドは即座に彼を抱きしめキ 
スをした。どうしてそのようなことをしたのかと尋ねる預言者に、サワドは次のよ、っに答えた。「あなたもご存知でしよ 
う、私は敵に殺されないという保障はないのです。あなたとの最後の交流が、肌と肌の触れるものであることを私は 
求めたのです」預言者も彼のためによいことを願っていると告げた。明らかなよ、っに、サワドの本来の目的は仕返し 
をすることではなく、預言者への愛情を そ、 っいった形で表現することにあった。預言者はそのことに触れることなく、 



彼のためによいことを願うと述べるだけで十分としたのである。ただし、そういった形で愛情を表現しようとした人 
を傷つけてもいない。この出来事から汲み取るべきことは、預言者が彼の真意を知らないまま、その見かけの振舞い 
に応えて行動したということである。しかしこの伝承で私たちが真に注目すべきは、預言者が公正さとアツラーのし 
もべの権利をいかに重要に考えていたかという点である。預言者は他者が彼に行使し得る権利を、いかなるときであっ 
ても、たとえそれが戦いを前にして軍を整えているようなときで さえ も、実行に移すことができることをこの例で示 
したのである。 

公正さと権利にまつわる例をもう一つ紹介しよう。フナィンの戦いに参加した教友の一人が次のように語っている。 

「私は、自分のラクダに乗って預言者のそばへと近づいた。私は固い靴を履いていた。私のラクダが預言者のラクダ 
に接触したとき、靴の端が アツ ラーの使徒のふくらはぎに当たり、彼の足が痛んだ。預言者は私の足を鞭で打ち、『足 
がひどく痛んで いる。 私の後ろに続きなさい』と言われた。私は預言者のおそばから離れた。 翌日、アツ ラーの使徒 
は私を呼ばれた。私は『昨日、あのお方の足を痛めたことで呼ばれたのだろう』と考えた。おそばにいくと預言者は 
私に、『あなたは昨日私の足を痛め、私を苦しめた。私もあなたの足を鞭で打った。あなたを呼んだのはそれを補償す 
るためだ』と言われ、八十頭の羊を私に与えられた」 

夕1ィフの包囲が解かれジラーナヘと戻っていたとき、預言者がラクダを鞭で打つたびに、鞭が後ろにいた教友ア 
ブ！ズルア•アル=ジユハーニに当たった。預言者は振り返り「私の鞭があなたに当たっているのだろうか」と尋ねた。 
アブ ー. ズルアは「そうです」と答え、しかしそれは気に留めるほどのことではないとつけ加えた。それにもかかわ 
らずジラーナに着くと、預言者はアブー.ズルアに贈り物を与えている。 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は教友たちの間に生じた権利の侵害を放置せず、公正さを保ったことが知 
られている。諸文献にはそれについての多くの例が存在する。アナス.ビン.ナドゥルという教友の妹ルバィーが、 
ある女性の歯を折った。そこで歯を折られた女性の近親者にその代償を支払うことが提案された。だが相手はそれを 
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受け入れず、仕返しを要求した。人々がそのことを預言者に伝えたところ、彼も仕返しするように命じた。アナス. 
ビン•ナドゥルは預言者のもとにやって来て、「アッラーに誓って、ルバィーの歯は折られるわけにはいきません」と 
訴えた。預言者はそれがアッラーの命令であり、それに従わなければならないと告げた。ただしそのときには、歯を 
折られた女性の近親者は仕返しを断念し代償を受け取ることに同意していた。 

預言者は公正さの逆を意味する不正を機会あるごとに非難していた。それについて預言者は多くの警告を残してい 
る。その中で最も有名なものは「ムスリムはムスリムの兄弟である。彼を苦しめてはいけない」というものである。 
この言葉は、ムスリムたちは兄弟であることを示した上で、ムスリムであることの最大の特性は兄弟を苦しめず、不 
正を行わないことにあることを明らかにしている。ムスリムが互いに不正を行わないことと同様、ィスラーム国家の 
保護下にある人々に対しても不正を行わないように命じた。預言者は権利が侵害された人を常に保護し、人々に被害 
者を守り、彼らを支援することを求めた。不正が来世に及ぼす害についても説き明かしていた。 

十寛容な人 

寛容という言葉には、寛大に見ること、大目に見ること、気に留めないこと、罪を犯した人に対し厳しい態度をと 
らずにすますこと、我慢することといった意味がある。 

寛容な精神は社会生活でこの上なく要求されるものである。なぜなら人はそれぞれ異なる信条や考え、態度を持っ 
ているからである。人の拠って立つところ、目的や意図、手段などは多くの場合異なるものであり、いかなることに 
おいてもすべての人々の意見を一致させることは不可能である。 そのため お互いの考え方や態度に寛容な精神を持っ 
て臨む必要があるのである。 

寛容は近年においてその価値が見直され、高められてきたものの一つである。 
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預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)の寛容さを理解することは、現代の寛容の概念とその実践が、彼が示した 

寛容さと比べてどの程度のものかを知る上でも役立つであろう。預言者は寛容を意味する「ムサーマハ」という言葉 

を頻繁に使い、実際、寛容でなければならないという原則に従って行動した。一方西洋においては、寛容は預言者の 

時代から千年以上も経ったのち十九世紀に入ってから、哲学的概念として用いられるようになった。 

寛容は預言者の活動の重要な原則である。この原則の礎は、「やさしくしなさい、難しくしてはいけない。吉報をも 

たらしなさい。怖がらせてはいけない」という言葉にある。預言者はィスラームの教えとはやさしさであることを明 

言している。そして、寛容とやさしさの教えである ィスラームを 携えて自らが遣わされ たと 述べている。人々の「アツ 

ラーの位階において何が最も尊いことなのか」という質問に答えて、預言者はアツラーへの信仰に次いで寛容を挙げ 

ている。また寛容であることが天国へ行くための必要条件であるとも語っている。 

預言者は寛容について、人間関係の中で一方の側にだけ求められるものではなく、双方において実践されるべきも 

ので あると した。寛容が不正につながる ことを 防ぎ、一人が常に寛容 さを 求め、もう片方がいつでも寛容 さを 示さな 

ければいけないという事態が生じないよ、っに、そして社会のあらゆる人々の間で寛容がよく行われるために、「寛容の 

精神を持って振舞いなさい。そうすれば、あなたも寛容に振舞われるだろう」と述べている。この言葉は同時に、寛 

容には同じように寛容を持つて応えること、人の寛容さを悪用してはいけないことを明らかにしている。 

預言者は粗暴で道徳に反する行為に対し、怒りのままに行動に出るようなことはなく、成熟し落ち着いた態度で接 

した。ある日、ナジュラン産の硬い襟を持つ服を着て歩いていたとき、近づいてきた一人の男がその服を強く引っ張っ 

た。その結果、襟が首を傷つけた。男はそれを謝るどころか、「ムハンマドよ、あなたのところにあるアツラーの財産 

を私にも分けるよ、っに奴らに命令してくれ」と言った。預言者は男に向き直り、微笑を浮かべ、彼を罰することはなかっ 

S 

た。そして彼が求めるものを与えるよ、っ命令を出したのであった。 

またある日、一人の遊牧民が預言者モスクで小便をした。そこに居合わせた人々は彼に罰を与えるよう預言者に求 
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めた。しかし預言者はその要求を受け入れず、小便をした場所を水で洗 1 い流すよう指示した。そして「あなた方は物 
事を難しくするためでは なく、 やさしくするために遣わされたのですよ」と言ったのである。この出来事から、預言 
者が不適切な行動をとった人に寛容な心で接したこと、そして教友たちにそのことを教え、一般的な規範を指摘した 
ことがわかる。 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)が家族の人々や親しい人々に示した寛容は高く評価すべきものである。妻 
たちや子供たち、その庇護のもとで育った人たち、そして召使たちに寛容な態度で接していたことはすでに述べたと 
おりである。それと同時に、社会のあらゆる階層の人々に対しても寛容に振舞った。たとえば、預言者の近親者を殺 
傷したり、彼自身に対して暗殺計画を企てた人なども許している。 

預言者は他の宗教に属する人々にも寛容さを示し、彼らに敬意を払って接した。たとえば、ヒジュラの後、マデイー 
ナの多神教徒のアラブ人やユダヤ教徒とマデイーナ条約に調印し、ムスリムでない人々にも信仰、思想、生命と財産 
の保障を認めている。彼らに認めていた崇拝行為の自由に関する例を次に示したい。キリスト教徒であるナジュラン 
の代表団はある日の午後、マデイーナを訪れ預言者モスクに入った。預言者と教友たちが午後の礼拝を行っている最 
中に、彼らは自分たちの崇拝行為の時間になったため東方に向かい、その用意を始めた。一部の教友は彼らの崇拝行 
為をやめさせることを望んだ。しかし預言者は彼らを自由にさせ、崇拝行為を最後までやり終えるように告げたので 
ある。啓典の民に含まれるユダヤ教徒とキリスト教徒、そしてゾロアスター教徒たちは、もしムスリムとならず自分 
の宗教にとどまるのであれば、国家に人頭税という税金を納めることにより、生命や財産が保障され、名誉や尊厳、 
宗教及び宗教施設が守られた。このよ、っにただ寛容であることにとどまらず、実際に庇護や保護、保障といったこと 
が行われていたのである。寛容の実践はそれ以後の時代にも受け継がれた。預言者の啓典の民に対する寛容さと彼ら 
との関わりについては、既に述べているのでここで同じことを繰り返さない。 

耐え忍ぶこともなく、寛容の精神も持たずに人生を送ることができないのは自明である。人が支配者などとして権 
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力を持っているとき、寛容さが相手の権利を認める、許すという形で示されるなら、それはより意義深く尊いものと 
なる。この観点から、マッカ征服の際に預言者が示した寛容はこの上なく尊いものである。 

あらゆることに対し寛容であることが求められるわけではないことは言うまでもない。個人や集団に対してひどい 
罪が犯されることがあり、それを大目に見ることはできない。したがって、預言者が新たな社会秩序を形成し、社会 
の規律を確かなものとし、平和を維持するためにとったいくつかの政策は、不寛容としてではなくこの観点から捉え 
るべきである。預言者はそれによって、寛容さとは人につけ込まれるような行動様式ではないことを示している。さ 
らに、あらゆる物事に対し寛容を示すことは誤った寛容さを認め、対峙すべき行為から逃げる態度を容認することと 
なり、悪い習慣を蔓延させる原因ともなる。 

寛容な精神は社会の平和や融和にも大きな影響を及ぼす。それは相互の愛情や敬意に支えられた、喧嘩や争いごと 
のない、お互いの考え方やものの見方、信仰に敬意を払う人々から成り立つ社会を形成する基盤となる。そのよ、っな 
社会のあり方は、預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)が第一の目標に掲げていたものでもある。預言者は過ちに 
目をつぶるのではなく、正しいものを示し、同じ過ちが繰り返されないように努力していた。なぜなら、過ちに目を 
つぶり続けるならば、それは次第に個人や社会の安定を破壊するほどの状態をもたらしかねないからである。またあ 
る行為に対し当初示された寛容が、それが長く続けば次第に鬱積へと変わっていくこともある。 

預言者の寛容については、西洋の研究者たちの注目するところでもある。たとえば、預言者に関する著作を発表し 
ている イギリスの 将校ボドレーは、多くの面で秀でた人間であった預言者が、人間の弱さに思いをめぐらせ、その弱 
さに対し寛容を示し、人間の欲望についても理解していたと指摘している。寛容さ、物事をよりやさしくしたこと、 
そして穏健な政策が預言者の成功の鍵であったと語っている。また彼は「アブ！ジャ フルの 息子 イク リマが イスラー 
ムを受け入れたことは、穏やかさと物寧をやさしくすることの正しさを示す一つの勝利である」としている。ボドレ^~ 
は預言者の寛容さはほとんどすべての状況で見られ、最も苦しいときですらその穏やかさを手放さなかったと述べて 
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いる。 

十 I 気前のよい人 

気前のよさとは、自分の財産や能力を自ら望んで見返りを期待することなく、必要に応じて他者のために費やすこ 
とで ある。 ここでまず指摘しておかなければならないことは、 ィスラ ー ムの教えにおいて気前のよさは人が備える ベ 
き基本的な徳の一つであるということである。クルア^~ンでは気前のよさがアッ ラ^ ~の特性の一つ (カリ^ ~~ ム) であり、 
アッ ラー が気前よく与えられるお方であることが示されている。また、気前のよさの表れである「援助」 は、 見返り 

07081 

を求めず、見せ掛けではなく、誰も傷つけることなく、自分にとって大切な財産を使って行うことが求められている。 

あらゆる分野で崇高なるクルアーンの規範を実践する預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)も、その言葉や行動に 

よって気前のよさに高い価値を認め重きを置いた。彼はその人柄を熟知する教友たちに「人間の中で最も気前のよい人」 
10111 

と 知られていた。そして預言者は気前の よさをとりわけ ラマダ ー ン 月に 発揮した と 伝えられている。 

諸文献は預言者の気前よさと雨を比べ、そして預言者の気前のよさは、雨よりも気前がいいと伝えている。ここで 
の比較は注意すべきものである。すべての人々、すなわちあらゆる宗教に属するあらゆる世代の人々が、貧富を問わ 
ず雨から恩恵を受ける。それと同様に、預言者の気前のよさから様々な立場の人々が恩恵を被ったと言えるのである。 
預言者は何かを求められたとき拒んだことがなく、それを持っている限り求めに応じて与えたと伝えられている。 

「物惜しみ」とは富を失いたくないがために、見返りを期待せずに自分のお金を費やしたり善を行ったりすることを 
しないことであり、「浪費」は人が自分の財産、あるいは自らが責任を負っている財産を必要のないものに費やしてし 
ま、っことを意味する。気前のよさはこの「物惜しみ」と「浪費」という二つのいき過ぎた振舞いの中間に位置するも 
のである。クルアーンでは無駄や浪費が非難される一方で、浪費や物惜しみをしない均衡のとれた支出を行う者が評 
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価されている。またクルア ー ンは人々に善行、恵み深さ、援助を奨励し、物惜しみすることはよくないことであり、アツ 
ラーは物を It しむことを好まれないこと、物 It しみはその人自身に害をもたらすものであること、物 It しみしない人 

118119 

は救いを得るであろうということ、物惜しみする人が堕落してしまった場合その財産は彼に益をもたらさないことな 
どを教えている。 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は物惜しみすることを非難し、物惜しみしないようにアツラーに庇護を求 
めていた。預言者は自らが物惜しみする人間ではないと明言し、物を惜しむことは人を卑小にすると教えた。また物 
惜しみの感情と信仰とは両立しないとも告げた。あるハディースでは、物欲を鉄のよろいにたとえ、気前のよい人と 
物惜しみする人を次のように述べている。気前のよい人の人を助けよ、っという感情は物欲に勝り、人は気前よく振舞 
えば振舞うほど身につけているよろいはゆるくなっていく。そしてそのような人の物欲や物惜しみの感情は次第に消 
えていく。気前のよい人は同時に他の人々の苦しみを和らげることで心のやすらぎを得る。それに対し物惜しみする 
人の物欲は、自らを締め付けるよろいのように次第に自らを苦しめだす。人々が苦しむのを見るにつけ良心の痛みを 
感じるが、物 It しみする性格ゆえに良心を楽にするような善行を行うこともできない。このように物を It しむことは 

' >23 i 

その人自身に心理的なストレスを加える。預言者は物惜しみが原因となって過去にいくつかの民族が滅亡したことを 
次のように言い表わしている。「物惜しみすることを避けなさい。なぜなら、物惜しみがあなた方以前の人々を滅亡さ 
せたのだから。それが彼らをお互いの血を流し合い、禁じられたものを合法だと見なすような状態へと追いやったの 
だ一 

預言者は様々な場面で、人々が自らの資力や能力を浪費しないように努めた。「食べなさい、飲みなさい、サダカを 
支払いなさい、衣装を求めなさい。しかし浪費せず、またうぬぼれることのないように」と命じている。礼拝前に体 
を清めるときですら水を無駄にしないように求めた。また人は青年時代、力や財産、知識といった資力や能力をどの 
ように生かしたかについて、アツラーに尋問されるであろ 912 と教えた。それにより、人がその資本や能力を活用する 


46 



際に自らの責任を認識しなければならないことを指摘したのである。浪費は個人、社会のいずれにおいても悪い結果 
を生む。公的な浪費は人々を苦しめ、経済的な問題を生み出す。この観点から見るなら、預言者が一人の統治者とし 
て気前のよさを備える一方で浪費を否定的なものとしているのは意味深く、また重要なことである。さらに浪費は社 
会的•心理的な苦痛の要因となる。なぜなら、資力を持つ人々の浪費はそうでない人々に妬みや憎しみを植えつける 
からである。 

十二進取の精神に富んだ人 

新しい事柄、進歩や発展は人間を幸福へと導くものである。預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)がその時代に人々 
に伝えようとしたことは、宗教的.社会的•経済的.道徳的.文化的な新しい時代の息吹であった。したがって彼が 
預言者であった時代は、様々な革新的な出来事に満ちあふれている。ただし預言者は、そうした新しい事柄を実現す 
るに当たって、クルアーンの啓示に反するものでない限り、それまでに人類が生み出してきた知恵や人間の本質に適っ 
たやり方を無視することはなかった。なぜなら預言者の意図は社会の価値基準を混乱させることではなく、あらゆる 
分野の不合理なものを正していくことにあったからである。そして、改革を進めていくときにも、当初の案より適切 
な代替案を見出したときには、それをすぐ採用し実行した。預言者が協議や相談に重きを置いたことはこの観点から 
捉える必要がある。活発な議論の中から様々な意見を汲み取り、新しい考えが適切だと判断すればそれを実践したの 
である。預言者が生涯を通して新しいものを受け入れていたことを示す数多くの例が存在する。その中からいくつか 
の例を紹介してみたい。預言者モスクではかつて、早朝と夜の礼拝のときにはナッメヤシの枝や葉を燃やして明かり 
をとっていた。ヒジュラ暦九年、タミ^ —ム族の代表団の一人としてマディ^~~ナを訪れたタミ^~ム•アッ•ダ^ — リ' — は、 
いくつかの灯明と油を持参し、ある金曜日の夜、召使にモスクで灯明を柱に結びつけ点すように命じた。預言者はモ 
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スクに来たとき、それらの灯明は誰が点したのか尋ねた。それがタミ ー ムの行いだと知った預言者は、彼に次のよう 
に語りかけた。「あなたはイスラームに光を与えた。イスラームの礼拝所を美しく輝かせた。アツラーがあなたに、こ 
の世とあの世で光を与えてくださいますよ、っ」この出来事に預言者はたいへん感銘を受け、タミームに灯明を点した 
召使の名を尋ねた。彼の名がファーテイフであると知ると、名前をシラージユ(灯明)と変えさせた。教友となった 
シラージユは、預言者モスクに灯りを点し、名前を変えたことを自ら伝え残している。 

預言者が新しいものを受け入れることを示すもう一つの例は、戦いにおいて他民族の技術を巧みに採用したことで 
ある。塹壕の戦いでは、町を守るためにイラン人の防衛技術を取り入れ、サルマーン •ファ ーリシーの助言に従い町 
の周囲に塹壕を掘ったことが伝えられている。また夕— イフの 包囲のと きは、 イランで投石器が用いられていると知 
らせたサルマーンの勧めに応じ、投石器をつくらせそれを戦いに用いた。ヤズイ ー ド. ビン. ザムア、トゥファイル. 
ビン •アムル、 ハ ーリド .ビン •サイードの 三人が投石器を夕1 イフへ 持ちこみ、それをタ ーイフの 包囲で用いたと 
の伝承もある。こうした例はすべて、預言者が人の知性が生み出した新しい考えを受け入れ、さらに発展させること 
を奨励したことを示している。 

ムスリムは預言者のどのような振舞いを人生の模範とすべきなのだろうか。彼の個性はその時代だけではなく、そ 
れ以降の時代においてもムスリムの生き方の模範であった。クルアーンは、預言者は信徒にとって生きた、そして完 
成された徳の見本であると告げている。したがって預言者の目的は、人々に実際に生活の中で守ることのできる規範 
を教え、それを率先して示すことにあった。ムスリムに期待されていることは預言者を模範とすることなのである。 
クルアーンでは次のように述べられている。「本当にアツラーの使徒は、アツラーと終末の日を熱望する者、アツラー 
を多く唱念する者にとって、立派な模範であった」 

アツラーが預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)を模範とするよ、っに命じられたとき、当時の食べ物や道具や衣 
装、すなわち預言者の外見上のあり方を模範とすることをお求めになっているのではないことは明らかである。もし 
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そうであるとすれば預言者を模範とすることは不可能である。模範とされるべき根本的な要素はそうしたものではな 
い。もしそのように受け止めれば、乗り物はラクダを、食べ物はナツメヤシを、着る物はイエメンの民族衣装を着な 
ければならないということになってしまう。同時に、預言者の人生の外見上のあり方、たとえば衣装を模範としなけ 
ればならないと主張することは、イスラームの普遍性に反する。動物の皮を着た極北の民族 イヌ イットのムスリムに、 
アラビア半島の暑さにあわせて預言者が着ていた衣装を身につけさすことは現実的ではない。そのようなことはイス 
ラームの教えの本質に関わりがあるわけでもない。実際ムハンマドは、預言者となる前に食べていたものが何であれ、 
預言者になってからも同じものを食べていた。同様に預言者となる前から着ていたものと同じものを、預言者となっ 
てからも着ていた。預言者となってから着るものを変えたというよ、っな記録は一切存在しない。したがって、ムスリ 
ムが模範としその人生で実践すべきことは、預言者の外見のあり方ではなく、正しさ、人々への愛情と敬意、平和の 
重視、寛容さ、信頼性、穏やかな気質、勤勉さ、足ることを知ること、慈悲、慈愛、気前よさといった美徳なのであ 



預言者の家庭生活 

I 家長としての預言者 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は多くのハデイースで、家族の大切さを説き、家庭が安らぎをもたらす場 
であると説いている。子供たちが生まれたときには父親として喜び、亡くなったときには悲しんだ。たとえば、息子 
であるイブラーヒームの誕生を彼に知らせたアブ！ラフイーには贈り物をしている。イブラーヒームの母であるマー 
リヤを解放した。子供の世話としつけに関わった乳母にはナツメヤシの畑を贈った。そして、しばしば乳母を訪問した。 
イブラーヒームは生後十六力月もしくは十八力月のときに亡くなっているが、その知らせがもたらされたときにムハ 
ンマドは涙を流した。それを見て「アツラーの使徒よ、あなたも泣くのですか」と言ったアブドゥルラフマーン•ビン • 
アウフに、それが慈しみから湧き上がる感情であり、自分が悲しみの中にあっても大声で泣き叫んだりすることは禁 
じられていると語つた。 

友として、父として、最も細やかな感情に恵まれていた預言者は、家長として家族にどのように振舞うべきかを明 
白に示しただけではなく、自らも実践していたのである。男性が女性に対しよく振舞わなければならないことも明確 
に伝えている。「あなた方のうち最も尊い者は、家族にとって尊いものである。私は私の家族に対し、最も尊い存在で 
ある」「あなた方のうち最も尊いのは、妻たちによく振舞う者である」と述べている。アナス•ビン•マーリクは「家 
族に対してアツラーの使徒ほど慈悲深い人を私は知らない」と語っている。信仰と徳、そして家族への優しい振舞い 
とが切り離せないものであることを表現した次の言葉は非常に意味深いものである。「信徒のうち、信仰において最も 
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完成された者とは、徳が美しい者、そして家族に優しく振舞う者である」 

人は家族に対して最も責任を負わなければならない。なぜなら人が喜びや悲しみを最初に分かち合うのが家族だか 
らである。預言者は様々な形で、男性が女性に、女性が男性に対し責任を負っていることを教えた。女性に対する振 
舞いにおいてアッラーを畏れること、彼女たちに不正を行わないことを求めた。預言者のもとを訪れ女性の不平を言 
う男性が増えると、そのような行いはよいことではないと論している。預言者は妻たちに親切に振舞い、彼女たちに 
手を挙げることはなかった。またそのようなことを行う人がいれば、「なぜ昼に殴っておいて、夜になると共に寝てい 
るのか」と非難した。そして男たちに女性に手を挙げない、特に顔を殴ったりしないように、また汚い言葉で脅した 

I42143 

り家を追い出したりすることがないようにと忠告した。「あなた方の中で悪い者だけが妻を殴るのだ」とも語っている。 
イプン.サアドは女性たちを殴ることについてハデイースの中で特別の頁を割いて書きしるしている。 

また預言者は、妻をはじめとする家族の近親者ともかかわり続けた。妻ハデイージャの友人が来たときは親切にも 
てなし、羊を屠ったときは必ずハデイージャの友人たちにも肉を贈ったと伝えられている。家族同様と見なしていた 
アナス.ビン•マーリクの母親や祖母とも親密に交流した。父が残した使用人であり、子供の頃預言者の世話をして 
いたウンム.アイマンには「わが母よ」と呼びかけ、残された家族の一員であるといった。 

クルアーンでも預言者の妻や家庭生活について言及されている。妻たちとの間で起こった口論について、預言者と 
妻たちに忠告が与えられ解決の道筋が示されている。また、預言者の妻たちが信徒たちの母であるとも述べられている。 

家族の人々が娯楽や休息を必要としたとき、預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は彼らがイスラームの教えに適っ 
た娯楽を楽しむことができるように努力した。断食あけの祭り 0 ^犠牲祭には妻や娘たちも連れて行った。ある祝祭日 
では、エチオピア人の出し物を見ることをア^~イシャに許可し、その手助けもした。家族の人々と冗談を言い合うこ 
ともあつた。 

預言者は自分の子供たちと同様、彼の庇護下で育っている子供たち、たとえばアリー•ビン•アブー•夕1リブや 



ザイド•ビン•ハ ー リサ、そして解放奴隸であったウンム.アイマンなどに対しても慈しみの心を持って接した。預 
言者が叔父アブー•夕1リブの負担を軽減するため五歳のときからそばにおいて育てていたアリーは、父がマッカに 
いるにもかかわらず預言者の下で成長し、そして生涯彼から離れなかった。同様にザイド.ビン•ハーリサも、預言 
者の家族の中で成長している。妻ハデイージャが奴隸として他の人から与えられたザイドを夫に贈ると、預言者はザ 
イドを奴隸の身分から解放した。ザイドの父は息子を探し続け、ついにマッカで彼を見つけ出した。そのとき預言者 
が自分のそばにとどまるか、父と共に行くかの選択を彼に委ねたところ、ザイドは預言者と共にいることを選んだ。 
このことは、ザイドに対する預言者の振舞いが本当の父と変わらないものであったことを示している。また預言者は、 
父の残した奴隸でハデイージャとの結婚の際に解放したウンム.アイマンも家族の一員と見なし、母に対するよ、っな 
態度で彼女に接した。預言者は妻や子供たち、そして身近にいる者たち、さらに使用人たちを殴ることは決してなかっ 
た。マデイーナで預言者の側に仕え最期のときまで尽くしたアナス.ビン•マーリクは、預言者はたった一度も怒り 
や苛立ちを表すことはなかったと伝えている。 

預言者は女性たちの様々な相談にのっており、それにまつわる多くの記録が諸文献に残されている。預言者は女性 
たちの異議や要求も聞き入れた。もし預言者が常に命令口調で妻たちに指図し、彼女たちに相談もしなかったなら、 
女性たちの異議を聞き入れることなど決してなかったであろう。預言者は最初の啓示が下されたとき妻のハデイージャ 
に相談した。ハデイージヤは夫を慰め、ワラカ.ビン•ナウファルならばその問題に答えてくれるだろうと考え、彼 
の意見を聞きに行った。この出来事はハデイージャの冷静さや的確な判断力をよく示している。最初の啓示が下され 
たとき妻が自分の助けとなったことを、預言者がのちになって忘れることは考えられない。 

預言者はフダイビーヤ遠征の後、教友たちに犠牲を屠りひげを剃るように命じた。教友たちはフダイビーヤ条約の 
内容が一見ムスリム側に不利なものであったことから、誰もその命令に従わず、ただひたすら預言者の顔を見つめる 
ばかりであった。そのことに落胆した預言者は、妻ウンム.サラマのテントを訪れその状況を彼女に話した。ウンム. 
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サラマは「アッラ ー の使徒よ、あなたがまず犠牲を屠り、ひげを剃ってください。そうすれば彼らは皆あなたに従う 
でしよう」と助言した。 

預言者は妻の助言を受け入れた。すると教友たちも感情的になるのをやめ、彼に従ったのである。 

預言者は家では、一日を礼拝や祈りの時間、家族と共に過ごす時間、自分のための時間と三つに分けて過ごしていた。 
彼は、人が家族のために費やす時間は貴重なものであると考えていた。そして知り得たことを最初に話す相手が家族 
である、と人々に説いた。預言者は自分のもとを訪れる人々に、「あなたの家族のもとに帰りなさい。私が教えたこと 
を彼らにも伝えてください」と言うのが常であった。預言者もまた家族に様々なことを教え伝えた。彼のこうした考 
え方から最も大きな影響を受けたのはア^~~イシャであった。 

預言者は可能な限り家族を大切にし、簡単に離婚が行われないように努めていた。 

二結婚 

成人した預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は、高潔な人柄の持ち主として知られていた。そして二十五歳の 
とき、二度の結婚歴を持つ年上の未亡人ハデイージャと結婚し、その後二十五年間にわたって幸福な結婚生活を送っ 
た。預言者と妻ハデイージャの関係において注目すべき点は真の友としての強固な絆である。最初の啓示がもたらさ 
れたとき、彼はそのことをまずハデイージャに告げている。ハデイージャは理解ある落ち着いた態度でそれに対処し 
ている。彼女が亡くなった年は、預言者にとって最も悲しい年として、「悲しみの年」と呼ばれている。当時のアラビ 
ア半島では多くの女性と結婚するのが当たり前であったが、預言者は彼女の生前は他の女性と結婚することはなかっ 
た。ハデイージャ亡き後も彼女との記憶に敬意を払い、二年半の間は独身で過ごし、その後サゥダ.ピント•ザムア 
と結婚している。もし彼が性的快楽に囚われていたとしたら、彼がクライシユ族であり、さらに預言者であったこと 
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から彼には多くの求婚がなされ、五十四歳になるまで何回でも結婚することができたであろう。 

マッヵ時代はただ一人ハディージャを妻としていた預言者は、マディーナ時代には多くの女性と婚姻関係を結んで 
いる。彼が複数の女性と結婚するよ、っなったのは五十三、四歳の頃からであり、それらの結婚には宗教的.社会的.経 
済的、そして道徳的な理由があった。つけ加えておくなら、重婚を制限するクルアーンの言葉(婦人章3節)はマディー 
ナ時代の後期、すなわち預言者の死のおよそ二年前に下されたものである。重婚を制限するこの章句が下される前ま 
ではアラブ独特の伝統が支配的であった。当時のアラビア半島では複数の女性を妻とすることはごく普通の生き方で 
あった。歴史家イブン•ハピーブはイスラームがもたらされた時期に十人の妻を娶っていた数多くの人の名を記録し 
ている。預言者もそうした当時の伝統に従って結婚したのである。したがって彼の結婚生活を考える際には、当時の 
政治的.社会的.文化的条件を考慮する必要がある。その時代には、仲間であれ敵であれ誰一人としてそうした結婚 
のあり方を非難する者はいなかったのである。 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は多いときで十一人の妻と婚姻関係にあり、亡くなったときには九人の妻 
がいた。その中には夫を亡くし子供を連れて再婚した女性も少なくなかった。預言者は妻となる女性に支払われるべ 
きお金を当時の伝統にのっとって支払った。ただ奴隸の身分であったサフィーアにはお金を支払う代わりに、彼女を 
奴隸の身分から解放している ol 

預言者は、結婚できる女性の数を四人までと定めるクルアーンの章句が啓示されたのち、四人以上の妻を持つ教友 
たちに、その中から妻を四人選び、それ以外の女性とは離婚す るよう に命じた。クルアーンは預言者だけには、それ 
まで結婚していた女性すべてとの婚姻関係を継続することを許した。ただそれ以後、他の女性と結婚することは彼に 
とっても合法ではないことを明らかにしている。預言者に特別に与えられたこの許可には、法的•政治的.社会的、 
そして教育に関わる多くの理由があった。クルアーンでは預言者の妻たちは信徒たちの母とされ、信徒は彼女たちと 
結婚することができないと定められていた。預言者が九人の妻たちの中から四人を選び、残りの妻たちと離婚してい 
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たとすれば、その女性たちは他の男性と結婚することができず、彼女たちにとってその離婚はたいへんつらいものと 
なっていたであろう。 

預言者の結婚は イスラー ム社会の教育において、重要な意味を持っている。特に女性たちに対する イスラー ムの考 
え方を周囲に広める上で、預言者の妻たちは大きな役割を果たしている。彼女たちは教友たちの妻たちの教育にも多 
大な努力をはらった。そしてムスリムの女性たちの育成に尽力し、 イスラー ムを広める生徒たちを育てたのである。 

預言者の妻たちは教育レべルが同じ段階にあったわけではない。また彼女たちのうち何人かは年をとっており、何 
人かは若かった。ただその中で、アーイシャの果たした役割には特別のものがあった。預言者とアーイシャの結婚の 
際立った特徴は、彼らが師と教え子の関係にあったことである。アーイシャは立派な教え子となり、夫ムハンマドの 
死後、彼女の家は多くの老若男女が様々な質問を携え知識を求めてくる学び舎のようであった。アーイシャは教友た 
ちやそれに続く人々の灯明としての知識を伝えたのである。預言者のスンナ(慣行)を伝え、その意味するところを 
解説するだけではなく預言者の人となりが正しく理解されるように学問的評価や考え方も示した。アーイシャはファ 
トゥヮ(宗教上の布告)を出す七人の教友の一人でもあった。彼女はムハンマドから二千二百十件のハデイースを伝 
えている。 

また妻ハフサも読み書きができる教養と知性に富んだ女性であった。彼女も人々にイスラームを教え、よきムスリ 
ムの育成に尽力した。 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)の結婚は、献身的で忍耐強い ムスリム 女性たちの庇護や敬愛といった意味 
合いも持っていた。マッカ時代、 ムスリムと なった女性のなかには拷問を受けた人々がいた。エチオピア、そしての 
ちにはマデイーナに移住した女性の中には、夫を失い子供と共にあとに残された人が少なくなかった。ことに家族が 
マッカの多神教徒であった場合は、彼らのもとに戻ることもできなかった。預言者はそうした女性たちを保護し、そ 
の子供たちの面倒を見たいと申し出た。そして彼女たちと婚姻関係を結んだのである。サウダ.ピント•ザムア、ザ 
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イナブ.ビント•フザイマ、ウンム.サラ ー マ、ウンム.ハピ ー パはそうした妻たちであった。 

また預言者の結婚は、ムスリムたちと敵対関係にあった部族をイスラームに招き、その部族との敵対関係を解消す 
る目的でも行われた。ジュワイリーヤとサフイーアがその例である。ジュワイリーヤはムスタリーク族の長であった 
ハーリス.ビン.アブー.デイラルの娘であった。彼女は戦いで夫を失いムスリム側の捕虜となったが、身代金が支 
払われたのち預言者と結婚している。このことを耳にした教友たちは、預言者の親戚と見なされるようになったムス 
タリーク族の捕虜たちを解放している。この結婚はムスタリーク族とムスリムとの長年の敵対関係を解消させ、彼ら 
をイスラームに近づかせる目的を持つものであった。この結婚ののちムスタリーク族の人々は大挙してイスラームに 
入信している。サフイーアもまた、ハイバル遠征で捕虜となった人々の中にいた。彼女はユダヤ教徒の指導者フ^ -1 イ- 
ビン. アフタブの娘であった。 預言者は彼らとの敵対関係を解消するため、 サフイ ー アと結婚し彼らと縁戚関係を結 
んだのである。 

また預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)の結婚はイスラーム法を社会に定着させる目的を持っていた。ザイナブ. 
ピント. ジャフスとの結婚がその例である。ザイナブの最初の夫は預言者の奴隸であり養子であったザイド.ビン•ハー 
リサである。預言者はいとこにあたるザイナブをザイドと結婚させた。当時のアラブの因習によるなら、自由民であ 
る女性が奴隸の男と結婚することはできなかった。だがイスラームはすべての人間は平等であると説いた。預言者は 
古い因習や考え方を取り除くため、自らの近親者の結婚によってその理念の実現を図ったのである。しかしザイナブ 
とザイドの結婚生活は幸福なものではなかった。そこでザイドは預言者に妻を離縁したいと申し入れた。預言者はそ 
の状況にひどく心を痛め、ザイドに「妻を離縁してはいけない。アッラーを畏れなさい」と論した。二人に結婚生活 
を続けさせるために預言者が行ったことはクルアーンにも記されている。だが夫婦の不和がどうしようもない状態に 
まで達したことで、最終的にザイドは妻を離縁せざるを得なくなった。 

イスラーム以前の時代、養子の地位は実子と同じものとされ、実子が持つすべての権利を持っていた。アラブ社会 
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の伝統に従うなら、父親は息子の離婚した女性と結婚することはできなかった。イスラームはこの制度を破棄し、養 
子と実子は宗教上の兄弟関係にあたるものとした。それにより養子が離婚した女性との結婚は養父にとって禁じられ 
たものではなくなったのである。預言者はザイナブや親戚の求めに応じて彼女と結婚した。彼女の美しさに惹かれた 
から、といった説もあるがそれは事実ではない。ザイナブは預言者のいとこであり、二人はいつでも会える関係にあっ 
た。もし預言者が彼女との結婚を望んでいたとしたら、ザ イドと 結婚させるようなはことはなく、何よりもまず自分 
が結婚していたであろう。 

また預言者の結婚は、親しい友や周囲の人々と親戚関係を結ぶことによって、彼らとの結びつきをより強固なもの 
とするためのものでもあった。そうした例がアブー.パクルの娘アーイシャやウマルの娘ハフサとの結婚であった。 

三子供たち 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)とハデイージャとの間には、二人の息子と四人の娘が誕生している。最初 
の子供カーシムは二歳で、アブドゥッラーも幼いうちに死亡している。その他にマデイーナ時代にはエジプト人のマー 
リヤ との間にイブラー ヒ ームという息子が生まれている。一部に異論はあるが娘たちの誕生の順番は、ザイナブ、ルキー 
ヤ 、ウンム.ギユルスム、そして フアー テイマで あつたと される。 

ザイナブは預言者の二番目の子であり、最初の娘である。預言者が三十歳のときに生まれたと記録されている。預 
言者は妻ハデイージャの希望を入れ、彼女をいとこにあたるアブー•アル=アスと結婚させている。この二人からは 
アリーとウ マーマという子供が生まれている。ザイナブは父が預言者としての使命を受けたときに、母と共にイスラ ー 
ムに入信している。彼女の夫はそのとき入信しなかったが、ムスリムになったからといって妻を離縁することもなかっ 
た。そうした二人の結婚生活はバドルの戦いのときまで続いた。預言者は ヒ ジュラの際、家族と共に彼女も同行させ 
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ることを望んだが、夫の方が別れることを嫌がったのである。 

ザイナブの夫アブー.アル=アスは、多神教徒軍の一員として参加したバドルの戦いで捕虜となった。ザイナブは 
夫の身代金としていくらかの財産と共に、結婚のときに母が嫁入り支度の一つとして用意してくれた首飾りを差し出 
した。預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)はその首飾りをザイナブに送り返し、アブー.アル"アスを釈放した。 
ただし彼に、ザイナブと子供たちをマデイーナに送ることを要求し、それを約束させた。アブー•アル=アスは約束 
を守り、妻と子供たちをマデイーナに送っていくためマッカを出発した。当時身ごもっていたザイナブは、マッカ郊 
外でムスリムではない男の攻撃を受け、ラクダから落ち流産している。その出来事にょってザイナブは病をわずらい 
ヒジュラ八年に死去している。 

そこで預言者はバドルの戦いの一力月後、ザイナブをマデイーナに連れてくるためにザイド.ビン.ハーリサと一 
人のアンサールの男をハラーム•モスクへ十キロの地点まで派遣した。ザイナブは子供たちを連れてこの二人と共に 
マデイーナに無事到着し、父のもとで暮らし始めたのである。 

一方、アブー•アル=アスはヒジュラ暦六年、多神教徒のキヤラバンの一員としてシリアへ赴き、その帰りに遭遇 
したイスラーム教徒の兵士の一団にょってマデイーナに連れてこられ、そしてイスラームを受け入れた。預言者はザ 
イナブを以前の夫であった彼と再度結婚させている。ザイナブはこの二度目の結婚からまもなく、流産したときの後 
遺症もあり、ヒジュラ暦八年に亡くなっている。 

ザイナブの子供の一人アリーは、マッカ征服ののちに亡くなっている。娘の一人ウマーマは叔母にあたるファーテイ 
マの死後アリーと再婚している。アリーが殉教した後にムギーラ.ビン•ナウファルと再婚し、彼との婚姻関係が続 
いているときに亡くなっている。ウマーマはこの夫との間にヤフ；5といぅ子を授かっている。ザイナブの子孫は後 

64 

述するルキーヤやウンム.ギュルスムと同様、現存せずその血筋は伝えられていない。 

ルキーヤは預言者が三十三歳のときに生まれたと記録されている。彼女はアブー.ラハブの息子ウトウパと婚姻関 
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係を結んでいる。後述するがウンム.ギュルスムもアブ ー .ラハブの息子であるウタイバと婚姻関係を結んでいる。 
アブー•ラハブと妻は、彼らのイスラームへの態度を非難するクルアーンの棕櫚章が啓示され、しかもそれと相前後 
してルキーヤとウンム.ギュルスムがイスラームを受け入れたことにより、息子たちを彼女と別れさせようとした。 
結果として二人とも妻を離縁している。その後ルキーヤはウスマーンと結婚し、夫と共にエチオピアへと移住した。 
さらにのちにマッヵに戻り、そこからマデイーナヘと移り住み始めた。ヒジュラ暦二年、バドルの戦いの準備をして 
いる最中に彼女ははしかにかかった。そこで預言者はウスマーンを遠征に参加させず、病床の妻の看護に当たらせた。 
だがルキーヤは父の遠征中に亡くなっている。ウスマーンとの間に生まれた息子アブドゥラーは二歳もしくは六歳の 
ときに亡くなつている ol 

ウンム.ギュルスムはルキーヤより年下であることから考えると、預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)が 
三十四歳を超えた頃に生まれた子供ということになる。先に述べたとおり彼女は、アブー•ラハブの息子ウタイバと 
結婚した。だが親の強い反対により、ウンム.ギュルスムは離縁されてしまう。そこで彼女は聖遷のときまで父の家 
で暮らし、そして妹のファーテイマや他の家族の人々と共にマデイーナに移住した。姉ルキーヤの死後、ヒジュラ暦 
三年にウスマーンと結婚した。そしてヒジュラ暦九年、子供を産むことなく彼女は亡くなっている。預言者は「もう 
一人三番目の娘がいたとしたら、やはりウスマーンと結婚させていたであろう」と語つている ol 
ファーテイマは預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)の最年少の娘であった。彼女の誕生した年については様々 
な説があるが、一般的には西暦六〇九年あるいは六〇五年の生まれとされている。諸文献には彼女の幼少女時代にま 
つわる言及は少ない。伝えられているもののうち一つが次のものである。 

あるとき預言者がヵアバ聖殿の近くで礼拝していたとき、多神教徒の男がひれ伏している預言者の背中に羊の内臓 
をぶちまけた。預言者はサジュダ(礼拝のとき床に額をつけて祈ること)の状態から頭をあげることができずにいた。 
そこに娘のファーテイマが来て、預言者の背中の上にあるものを投げ捨て、多神教徒を厳しく咎めたのである。 
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ファ ー テイマは父ムハンマドの聖遷の少し後に、ウンム.ギュルスムやアブ ー .パクルの家族と共にマデイ ー ナに 

移住した。それからまもなくアリーは彼女との結婚を預言者に申し出た。ヒジュラ暦二年に、預言者はファーテイマ 
68 

の意見を聞いた上でアリーと結婚させている。彼女はその一年後にハサン、さらにその一年後にはフセインという子 
供を生んでいる。のちにもウンム.ギュルスム、ザイナブという女の子とムフシンという男の子を授かったが、ムフ 
シンは幼い頃に亡くなっている。ファーテイマのイスラーム文化への貢献としてよく知られているのが、保健衛生活 
動や社会的弱者の保護などの奉仕活動である。ウフドの戦いでは兵士たちに食料や水を供給し、傷病兵の治療を行い、 
父である預言者の顔の血を拭き清めたりしている。だが父の死を深く悲しみ、その死の六力月後には後を追うように 
彼女自身も亡くなっている。預言者の子孫はファーテイマの血筋から現在に至るまで続いている。 

イブラーヒームは、預言者とエジプト人マーリヤとの間にヒジュラ暦八年に生まれた男の子である。イブラーヒー 
ムの誕生に際し、預言者はマーリヤを奴隸の身分から解放している。イブラーヒームはヒジュラ暦一〇年に病死して 

ぃる017 

このように、預言者の子供たちの多くは若くして亡くなっている。著名な学者イブン•ハズムは、預言者の娘たち 
のうち誰一人として三十五歳まで生きた女性はいないと指摘している。ファーテイマは二十五歳で、ルキーヤも同じ 
ような年齢で、ウンム.ギュルスムは二十二歳で亡くなっている。ザイナブについては、若いうちに亡くなったとい 
う記述が残っているだけである。 
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預言者ム八ンマド(彼の上に平安あれ)とその統治 

I 統治における預言者の立場 

まず述べておかなければならないことは、預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)の統治は公正、道徳、協議、誓 
約、そして適材適所という原則に基づいたものであったということである。アッラーから与えられたイスラームの布 
教という任務を果たし、また自分を信じつき従った人々を一つとするときにも、同様の原則が適用されている。イス 
ラームが誕生した当時、預言者の一族はマッヵの統治に関して政治的な役割を担っていた。預言者の父や叔父はマッ 
力の町の会議のメンバーであったが、父アブドゥッラーは息子に継がせることのできるような権利は持っていなかっ 
た。祖父が遺した権限は叔父たちが継いでいた。したがってムハンマドは預言者としての活動を始める以前には、マッ 
力の町の統治に関わる立場にはなかった。 

ムハンマドは預言者となった以降も決して世俗的な権力や地位を求めるというようなことはなかった。実際、多神 
教徒たちが自分たちの偶像に手を出さないという条件で、彼を長にするという提案をしてきたときにも、「太陽を右の 
手に、 月を 左手に与えたとしても私はこの任務を断念しない」とかたくなに拒否している。こうした出来事は、預言 
者が世俗的な地位をまったく追い求めていなかったことを示すものである。彼はそんなことよりも、いつも信仰する 
集団の組織化を考えていた。ある集団、もしくは地域の統率者が預言者の周囲に集まるよ、っになれば、自ずと政治的 
権限がもたらされるようになるのはごく当然のことであった。 

マッヵ時代、すなわちヒジュラ以前には預言者は小さな信仰集団の指導者に過ぎなかった。イスラームに入信した 
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マデイ ー ナの住民の一部は、アカバで彼に従うことを誓った。彼らの中から連絡係として十二人の代表が選ばれた。 
ヒジュラ後、マデイーナで領土を得るとムスリムたちは独立した統治を行うことができるようになった。預言者の死 
後は、イスラーム諸国において統治者と人々との間で誓いが交されたが、統治者と人々との間に主従関係ができるよ 
うになったり、人々が統治者を選挙によって選ぶようになっていった。 

ムハンマドを預言者として選んだのは疑いもなくアツラーである。つまり信徒が彼を預言者として選んだのではな 
い。人々はそうした状況と立場を受け入れるのみである。預言者は自らをアツラーの使徒と認める人々から従属の誓 
いを受け取った。クルアーンでも言及されているように、この誓いはそもそも預言者個人に対するものではない。彼 
を仲介としてアツラーへ差し出されたものである。この誓いは男性だけでなく女性も行った。この誓いはムハンマド 
への従順を要求するものであった。クルアーンも多くの箇所でアツラーと預言者への従属を命じている。 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)の統治は協議を基本としたものであった。クルアーンもいくどとなく協議 
の重要性を説き、預言者に協議を行うよ、っ命じている。彼はクルアーンの命令に従い、教友たちと協議を行っていた。 
アブー•フライラは次のように述べている。「預言者ほど友人たちと相談していた人は見たことがない」 

預言者が戦いの前やそのさなかに教友たちと協議を行っていた一例を次に挙げてみよう。バドルの戦いが始まる前、 
野営地が不適切だと感じたフバーブ.ビン.ムンジルは預言者のもとを訪れ、次のように尋ねた。「アツラーの使徒よ、 
ここはアツラーがあなたに野営を命じられ、前進も退却もすることのできない場所でしようか。あるいはあなたの個 
人的な判断によって攻撃や防衛する上で適切だと見なされた場所でしようか」預言者は自らの判断でその場所を決め 
たと答えた。そこでフバーブは「アツラーの使徒よ、ここは野営に適した場所ではありません。この地から兵士たち 
を移し、クライシュ族の陣地の近くの水のある場所に行くべきです」と進言した。預言者はフバーブに「その考えは 
正しい」と述べ、彼の提案に従ったのである。こうした協議は世俗的な事柄だけでなく宗教的な事柄についても行わ 
れていた。 


63 



信徒たちにとって、預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は唯一の、そして永遠の長であった。クルア ー ンも、 
信徒たちは預言者に従属するという義務を負っていること、人々の間に不和が生じたときの仲裁者も彼であると述べ 
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ている。また預言者に対する従順さはアッラーに対する従順さでもあると明示している。 

預言者は、各地の知事、仲裁者、教師、各地を巡回する教育の指導者、軍の司令官、税金の徴収係、使者、巡礼に 
まつわる仕事を行う係、イマーム、ムアッズイン(アザーンを読み上げる人)などを任命し契約を結んだ。 

預言者は、イスラーム以前の時代のマッカの町に施行されていた法律の多くを廃止した。 

預言者の統治を見ていくと、いくつかの基本的な原則を見出すことができる。その中で最大の目的は、イスラーム 
を可能な限り多くの人に広めることにあった。それ以外の事柄はすべて、その目的を達成するための手段に過ぎない。 
預言者はその目的達成のためにはあらゆる困難に耐え忍んだ。そして公正さと徳をその活動の基本としていた。人々 
を区別することなく、すべての人に対して公正に、立派な徳に基づいて振舞っていた。イスラームが生まれた当時の 
社会には身分の差が存在していたが、イスラームの時代となってからは、その教えを受け入れる人はすべて平等だと 
された。それに加え、ムスリムでない人たちの間の身分制度も廃止した。ウンマ(イスラーム共同体)の内部におけ 
る平和の実現、外に対しては安全を保障することが預言者の統治の基本的な姿勢であった。事実、イスラーム以前の 
時代においては部族間の抗争、血の報復、キヤラバンへの襲撃などが頻繁に起こっていたが、預言者の時代にはそれ 
らはほとんど未然に防がれていた。預言者はムスリムたちが力を得て一つにまとまるために、マデイーナヘの移住を 
信徒たちに勧めた。移住はマッカ征服まで続いたが、マッカ征服後はもはやその必要性はなくなっていた。なぜなら 
イスラームはもはやアラビア半島各地に広まっていたからである。それ以後は新しくイスラームを受け入れた地域が、 
いかにイスラームに順応し、そこでイスラームが根を張れるょうに支援し、イスラームにふさわしい環境を整えてい 
くことが必要となっていった。そのために、預言者はイスラームの指導者やその他の任務を帯びた人々を各地に派遣 
していつたのである。 
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預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は常に人々に敬意を払い接していた。預言者のやり方は、敵を壊滅するこ 
とではなく、味方にすることにあった。敵の力を無力化することではなく、それをイスラームのためにいかに活用す 
るかにあった。マデイーナ時代の十年間で、イスラームの教えは二百万平方キロメートル四方の地域にまで広まって 
いた。多神教徒側の二百人以上の死者とムスリム側の百五十人近くの殉教者と引き換えに、イスラームの教えは急速 
に広まっていったのである。 

先にも述べたように、預言者は当時の文明や技術の進歩をうまく取り入れている。同時に、敵の情報収集、自軍の 
機密保持、経済的な制裁、敵の同盟者を味方につける作戦、敵を彼らの敵により包囲させる作戦、敵を分裂させる作戦、 
敵の一部に接近する作戦などといった高度な戦略を用い成功を収めていた。人々には長所や優れている点に着目して 
接した。どれほど無慈悲な敵であったとしても、彼らがひと度イスラームに入信した後は名誉や体面を保てるように 
した。新しく入信した部族の中から知事を選ぶときには、性格や生き方を詳細に調べ選任した。たとえば、物惜しみ 
する性格は統治者の資質として不適格であるとしていた。ジャド.ビン.カイスの代わりにビシュル•ビン•ベラー 
がサラマ族の指導者に任命されたことはその一例である。サラマ族の一団が預言者のもとを訪ね、あなた方の指導者 
は誰かと尋ねられたとき、彼らは「ジャド.ビン.カイスです。ただ彼は少々物惜しみするところがあります」と答 
えた。すると預言者はそれを適切なこととは見なさず、「物惜しみすることよりも悩ましい病気があるだろうか。あな 

I ' 78 

た方の指導者がジャド.ビン. カイ スであってはならない。ビシュル.ビン •ベラーにするよ、っに」と 命じたのであった。 

二統治制度 
a 知事の地位と町の統治 

イスラームがマデイーナ以外の地にも広まっていくと、預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)はアラビア半島の様々 
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な地域、町、そして部族へ知事を派遣するようになった。知事の他、ザカートを徴収するア ー ミルという役人も任命 
された。アーミルたちはザカートを徴収する一方で、国家収入となる戦利品や人頭税の徴収も行った。 

また預言者は何らかの理由でマデイーナを離れなければならないときには、後に代理人を残した。自ら軍を率いて出 
兵できないときは教友の中から司令官を選んだ。 

預言者は役人を選ぶ際には、その仕事に適した人材であるかを重視した。イスラームがもたらされる以前からの指 
導者がムス リムと なった場合には、彼らを そのまま その地の知事としたが、新しい知事を任命する こと もあった。ザ 
カートの徴収係は一般的にそれぞれの部族の中から選ばれた。知事の仕事は、自分たちの土地で預言者の代理人となり、 
裁判を司る こと、 公正 さを 守る こと、 治安を維持する こと、 紛争を未然に防ぐ こと、 礼拝の指導者に なること、 統治 
にかかわる仕事を行う こと、 イスラームの布教に努める こと、 時にはザカートを集める ことな どであった。中央から 
税の徴収係が派遣されていない場合には、そのための役人を任命した。 

預言者が派遣した知事たちは以下のとおりである。 

イエメン：預言者はササン朝のイエメン知事であったバーザーンがムスリムとなったことから引き続きその任務に 
当たらせていた。バ ー ザ ー ンの死後イエメンの各地に責任者が派遣された。バ ー ザ ー ンの息子シャフ リを 父の後継と 
し、 アミ^ —ル•ビン•シャフ リを 、自らの出身でもあるハムダ^ —ンに任命した。ザ^~ビド、アダン、そしてイエメン 
の沿岸地域にはアブー•ムーサー•アル"アンサールを、ジャナドにはムアズ.ビン.ジャバルを、ハドウラマウト 
にはジド.ビン.ラビード•アル=アンサールを派遣した。シャフリ.ビン•パーザーンは、預言者が病気であっ 
たときイエメンにイスラームに対する棄教運動が起き、アスワド•アル=アンシーによって殺害されている。 

バ ーレー ン：預言者は イスラー ムの布教とザカ ー トや人頭税の徴収のため、ヒ ジュラ 暦八年、西暦六三〇年に アラ！ 
ビン •ハドウ ラミー をバ ー レ ー ンに派遣した。 アラ ー は預言者の手紙を ムンズイル.ビン.サヴァアに 届けた。 ムンズイ 
ルは預言者と何度か手紙の やりとり をしたのちにムスリムとなった。預言者は アラー.ビン. ハドウ ラミー をバ ーレー 
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ンへ知事として送った。一部の文献では、彼はこの任務を預言者の存命中ずっと続けたとされているが、彼の後にアバ ー 
ン•ビン•サイードが派遣されたとする説もある。 

ォマーン：預言者はアミル.ビン•アスをイスラームの布教と税の徴収のためォマーンに派遣した。預言者が亡くなっ 
たときアミル.ビン.アスはその地にいた。 

マッカ：預言者はマッカ征服の後ムスリムになったウマイヤ家のアッタ1ブ.ビン•アシードをこの地に知事とし 
て送った。日にーデイルハムの報奨を与えていた。アッタ1ブはこの任務についたときには二十代であった。ムアズ • 
ビン•ジャバルも、クルアーンやスンア、法学を教えるためアッタ1ブの側近として任命されている。 

夕1イフ〔預言者はマデイーナに訪れたサキーフ族の一団のぅちの一人ウスマーン•ビン•アブー.アル"アスを夕1 
イフに知事として派遣した。アブ！パクルはマデイーナ滞在中の一行の中で最も若かったウスマーンに注目している。 
「私はこの若者を有能だと見ている。他の者たちよりもクルアーンをよく暗記している。教えの基本を実践する際、非 
常にはつらつとしていて誠実である」と褒め称えていた。そこで預言者は彼を夕1イフに派遣したのである。ウスマー 
ンはアブー•バクルの時代に夕1イフの知寧であったアブー•アル"アスをオマーンとバーレーンへの知寧として派 
遣している。 

ナジュラン：預言者はナジュランのハーリス.ビン•カアブの一族のもとにアムル•ビン.ハズムを知事として派 
遣している。そしてそこでなすべき事柄を記載した指令書も与えている。アムル•ビン.ハズムは預言者が亡くなっ 
たときもナジュランにいた。 

預言者は統治や財政について高い能力を備えた知事たちを任命すると同時に、様々な地域や部族に税やザカートを 
集める役人を派遣した。ザカートが義務とされたばかりの頃には、豊かなムスリムたちは自ら預言者の もとに ザカー 
卜を 持参していた。しかし イスラ ームがアラビア半島の各地、そしてマデイー ナ から遠い地域にも広まっ たこと により、 
ザカートを集める役人が任命されるよぅになったのである。 
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徴税官が派遣された地域は以下のとおりである。アディ！ビン.ハ ー ティムは夕 1 イ族及びアサド族のもとへ、マ ー 
リク•ビン•ヌヴアイラはタミ^ —ムのバ^~二•ハンザラ家へ、クダ^~ イ' ~ •ビン•アミル•アル"ドウエリとシ^ —ナン. 
ビン•アブー•シ'~ナンはアサド族へ、アブドウッラ' —•ビン•アブー•ラワハとサワード•ビン•ガズイ ' ~ヤ•ア 
ル=バラヴィーはハイバルに、ジ；^ -1 ド.アル=バーヒリーはバーヒラ族に、サーダド.ダウシーはダウス族に、イ 
ムリウ.アル=カユス.ビン.アスバグはカルプ族に、ジブリカン.ビン•バドルはサアド家に、アムル.ビン.サー 

イドはタイマに、ウヤイナ.ビン•フスンはフアザラ家に、アブー.スフイ^-ンはナジュランに、ヤラブ•ウマイ 

ヤはジヤナドに、ワーリド.ビン.ウクバはムスタリク家に派遣された。 

知事たちは報酬を中央から受け取っていた。彼らは自らの一存で地方の歳入から報酬を取ることはできなかった。 
預言者は自ら知事を任命したように、彼らの仕事を直接監督していたのである。 

b 巡礼団の首長 

この任務はマッカ征服ののちに登場している。マッカ征服の年には預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は特に 

巡礼団の首長を任命せず、その仕事をマッカの知事アッタブ.ビン•アシードに行わせている。ヒジュラ暦九年、西 

暦六三一年に巡礼が義務とされ、預言者はアブー.パクルを巡礼団の首長に任命し、三百人の巡礼者たちと共にマッ 

力に送った。翌ヒジュラ暦一〇年には預言者自らが首長となり巡礼を行った。預言者亡き後は、その任務を安全に遂 

行で きるように、カリフたち がその責務を負っ た。カリフたちは 自ら首長となるか、自ら行けない場合には他の人物 
81 

を首長として任命した。 

C 使者 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)が周囲の国々に使者を送るようになったのは、マディーナ時代の初期にさ 
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かのぼることができる。マッカの多神教徒たちはエチオピアの皇帝ナジャーシ ー に使者を送り、移住していたムスリ 
ムたちの身柄を引き渡す よう 求めていた。預言者は多神教徒たちのそうした動きを封じ込めるために、またナジャー 
シーが移住者に有利な判断を下せるように、当時まだイスラームに入信していなかったアムル.ビン•ゥマイヤ•アド. 
ダムリーをナジャーシーのもとに遣わした。それはバドルの戦いの直後の出来事であった。このことから明らかなよ 
うに、預言者は使者を送る際、ムスリムである否かを問わずその任務に最も適した人間を使者に選任していた。この 
ことは預言者が役人を派遣する際の基本方針が「能力」であることを改めて示している。 

先にも見てきたように、預言者はヒジュラ暦六年、西暦六二八年に成立したフダイビーヤ条約以降、六人の支配者 
のもとに使者や手紙を送っている。彼は教友たちの中から最も適切で能力のある人間を使者に選んだ。使者には道徳 
心や振舞いの美しさ、話術、説得力、誠実さ、知識といったものが求められた。政治的な目的を持って派遣された使 
者たちの中には、当時まだイスラームに入信していなかった人々も含まれていた。たとえば、アムル.ビン.ゥマイヤ- 
アド.ダムリーは先に述べた任務でエチオピアに派遣されたときにはまだイスラームに入信していなかった。預言者 
はシリア、イラク、エチオピアに使者を送る際には、以前そこに行ったことのある人物を選んだ。また使者が派遣先 
の言葉を知っているかどうかということも重視した。宗教的任務を帯びて派遣された使者はすべてイスラームの教え 
に従い、宗教上の決まりを注意深く遵守する教友たちであった。 

d 書記 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は文盲であったため、啓示された クル アーンの言葉を文字に記す こと、 特 
にマデイ ー ナ 時代近隣諸国や部族の長に手紙を書く こと、 アラブの諸部族との間で結ばれる条約を記録する ことな ど 
のために、読み書きのできる教友を書記に任用していた。 

諸文献には、預言者の啓示、手紙、条約などを記録していた書記たちの名前が、何ら区別されることなく列挙され 
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ている。他方で啓示を記録していた書記と、それ以外の書記の名前を区別して記している書物もある。書記の数につ 
いては様々な説があり、十人とする記録もあれば、三十人以上、さらには四十三人いたとする記録もある。ウスマーン、 
アリ ■ —、ウバイ • ビン • 力^ —ブ、ザイド•ビン•サ^ —ビト、ハリド•ビン•サイ >―ド、アブ^~ •バクル、そしてウマ 
ルが書記として最もよく知られている人々である。 

e 司法 

マデイーナ憲章には、そこに加わった集団の政治的、軍事的、そして経済的な分野での規範が明文化されている。 
それは法的な側面からも意義のあることであった。個人や部族の諸権利を自らが守るという原則が廃止され、法の執 
行者として中央政府が権限を持つようになった。アッラーとその使徒のスンナ、言い換えるならクルアーンとハデイー 
スが審理の源泉として受け入れられた。各種の訴訟や揉め事は預言者によって解決に導かれた。預言者は罰則を伴う 
法的な裁きをクルアーンの判断に基づいて行った。彼のもとに連れて来られた窃盗•姦通.泥酔.殺人•傷害といっ 
た罪を犯した人々は、クルアーンが定める罰則に従って罰せられた。裁きが下されるときには、その後数世紀にわたっ 
て適用されることになる諸原則が同時に示されていった。 

罰を伴う裁判だけではなく預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)には、法的な解決を求める様々な問題が持ち込 
まれた。それは遺産相続、土地問題、水の分配の問題、水の権利の問題、血筋の問題、借金の問題などである。 

預言者の人生で起こった出来事や、彼が裁いた出来事などは記録に残されている。イブン.タラー•アル=アンダ 
ルシーの著した『使徒の契約の書』はその一例である。また一部の預言者にまつわる書物(たとえばシャーミーの『シー 
ラ』という著書)には、預言者が出した裁きや判決に一項目が割かれている。 

預言者が派遣した知事たちは、赴任した土地で時には法的業務も担っていた。また預言者は法的業務を担当させる 
ためだけに、教友を地方へ派遣することもあった。マデイーナでの訴訟が増えたことから、それまで預言者自身が裁 
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判官として判決を下していたものの一部を、教友たちに任せるよぅにもなった。また預言者は控訴する権限も持って 
いた。二人の兄弟の所有する土地に建てられた家がどちらの財産かをめぐって、相続人たちの間で衝突が起きた。彼 
らはその問題の解決を預言者に求めた。そこで預言者はその訴訟のためにフザイファ•ビン•イエマーンを任命した。 
フザイファはその兄弟の家に赴き、詳細を調べ、証人たちや事情を知っている人々の話を聞いた。そこから導いた結 
論を預言者に報告したところ、預言者もフザイファの判決を支持したのである。 

預言者は法的な事柄を熟知し、双方の証拠や計略を見抜く力を持った教友たちを裁判官に任命していた。年長者 
であることを条件とはしなかつた。たとえばアリーとムアズ.ビン•ジャバルが裁判官としての任務についたのは 
二十五歳のときであった。ザイド.ビン•サービトは彼らよりもさらに若かった。預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ) 
の時代にはウマル、アリー、ムアズ•ビン.ジャバル、アブドウッラ！ビン•マスド、ウバイ•ビン.カアブ、ザイド. 
ビン•サ'~ビト、アブ' —•ム'~サ•アル"アシュアリ'—、ウク、ハ•ビン•アミル、フザイフア•ビン•ヤマ' —ンなど 
が裁判官を務めた。預言者によって最初に裁判官に任命されたのはアリーである。彼は裁判官としてイエメンのナジュ 
ラン地方に派遣された。預言者はアリーに、告訴した側と告訴された側双方の訴えを聞くことなく判決を下さないよ 
ぅに求めた。ムアズ.ビン.ジャバルもクルアーンやイスラームの基本を教えることと共に、裁判官としての任務を 
帯びてイエメンに派遣された。預言者はウマルに自分の前で判決を下させたこともあった。イスラーム以前の時代は、 
同じ罪を犯してもそれに対する罰が、罪人の所属する部族や一族の名のもとで差をつけられていたが、イスラームで 
は血筋や家柄、出自にかかわらず、法の前ですベての人々に等しい権利が与えられた。 

預言者の時代には、裁判のための特別な建物や日時は定められていなかった。預言者はモスクや市場、家で彼らを 
迎え裁定を下した。預言者モスクの一部が裁判に使われていたとも伝えられている。預言者はマデイーナとその周辺 
の法的な業務に携わり、遠くアラビア半島の各地からも訴訟が持ち込まれていた。 

イスラーム国家では、イスラーム教徒でない人たちは宗教的、法的な事柄において自治権を持っていた。自らの司 
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法制度の中で自らの法に基づいて生きていた。イスラーム教徒でない人たちから預言者に訴訟が持ち込まれたときに 
は、彼ら自身の法が適用された。 イスラー ム教徒でない人々と イスラー ム教徒との間のもめごとについては、 イスラー 
ムの法廷が裁く権利を持っていた。 

サフワン•ビン.ムアッタルはハッサン•ビン•サービトから中傷されて逆上し、彼を剣で傷つけた。その出来事 
を知らされた預言者は双方を呼び、それぞれの主張を聞いた。そして相手を挑発したことについてハッサンを非難し、 
一方で罪は明らかであることからサフワンの身柄を拘束、もしハッサンがその傷がもとで死ぬことがあればサフワン 
に報復が行われると判決を下した。のちにサアド.ビン.ゥバーダが彼らの間に入り、ムハンマドが何よりも許しを 
好むが、法の前の平等といぅ原則に基づきやむなくそのよぅな裁きを下したと伝え、ハッサンと親族を説得し訴訟を 
取り下げさせた。彼らが預言者のもとに来て、訴えを取り下げ ると 表明したため、サフワンは釈放された。預言者は 
それを喜びハッサンに邸宅と、エジプトの王から預言者に贈られた奴隸の一人も与えた。そしてサアドもハッサンに 
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庭園を与えた。 

f 軍事組織 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は、自らを守るため、そして必要に応じ イスラ ーム布教の障害を取り除くため、 
軍隊の先頭に立ち勇敢に戦った。彼の存命中には、常備軍は存在しなかった。また地域の治安に携わる警察組織もな 
かった。武器を携えたムスリムたちが宗教上の奉仕や兵士としての任務を負っていたのである。遠征や防衛の必要性 
が生じたときには、預言者は志願兵を募り、その名前が記録簿に登録され た。 遠征の日が来ると志願兵たちは武器や 
乗り物の動物、食糧などと共に町の外の広場に集まった。預言者はそこへ行き、兵士たちを視察した。そして遠征の 
たびに自ら必要な兵士の数を決定していた。自力で戦いの用意ができない者には、国家がその準備を行った。兵士の 
招集は部族の長を通して行われた。遠征には目的地までの最短かつ最も安全なルートを知悉した道案内人がつけられ 
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た。適切な人物が見つかると彼が道案内となり、その案内によって軍は進んだ。 

預言者が遠征軍の司令官を任命した。もし預言者自らが遠征に加わるときには、彼に従う形で司令官が任命された。 
軍隊は伝統的な形式にのっとり、前方、後方、右翼、左翼、そして中央の五つの部隊から成っていた。 

軍や遠征部隊の集合や編成はそれぞれの部族に任された。 

軍の中には絶対的な階級はなかったが、様々な命令伝達系統が存在していた。 

軍の陣地は、昼夜を問わず見張りによって守られていた。敵側の情報は、遠征に出る前に捕虜を尋問したり、先遣 
部隊を派遣し集められた。先遣部隊による敵の追跡や待ち伏せ、スパイ活動といった戦術がとられた。預言者は情報 
収集のためにスパイを用いたが、同時に敵のスパイに対しても十分な警戒を怠らなかった。ウサーマ.ビン•ザイド 
を司令官として軍をシリアへ派遣したときには、事前に敵の情報を探るためにスパイを送り、軍隊には案内人をつけ 
ている。敵の血を流すことなく降伏させることができるよ、っ様々な措置をとっていたのである。 

預言者は敵を惑わせる戦略を用いていた。マデイーナを離れる際には、真の意図以外に別の目的があるように見せ 
かけた。進軍の当初は敵をあざむくために本当の目的地とは異なる方角に軍を進め、のちに方向を変えたのである。 
敵が思いもつかないような人通りのない道を選んだ。タブーク遠征以外、遠征の目的は秘匿されていた。 

預言者は、聖遷 のとき もそ、っであったが、戦いに 出るとき や遠征軍を派遣 するときは目印として 旗を掲げた。 

戦いを始める前には、必ずイスラームへの招きを通して、和平に向けての敵の説得が試みられた。預言者が遠征に 
参加しないときには、代理の司令官にこのやり方に従うよ、っ強く求めた。戦いは主に一騎打ちの形で行われた。預言 
者は風や太陽が戦っている兵士たちに与える影響を熟知していた。当時の戦いは、塹壕の戦い、ターイフの戦い、ハ 
イバルの包囲を除き、その多くが半日ほどで決着をみた。預言者は戦いに際して、太陽の光が兵士たちの目を射ない 
よ/っに 軍を展開した。また敵軍に対し地理的に優位に立てる場所を選んだ。 

戦いでは、防具としてよろい、盾、かぶと、攻撃用の武器として剣、弓矢、槍、乗り物として馬や ラク ダが用いられた。 
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兵士たちは味方を敵から区別するために暗号を定めていた。当時はまだそろいの軍服を着用することはなかったから 
である。 

敵の生命や財産を損なうことは、戦いにおいては自然なことである。敵は殺害されたり、捕虜とされることがある。 
しかし、捕虜の残虐な扱いや死者への冒涜は預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)によって禁じられていた。死者 
や生命を持つすべてのものを焼くことは禁じられていた。捕虜であれ死者であれ、その体の一部を切り取ることも禁 
じられた。そのような行為は人の尊厳を踏みにじり、怒りや憎しみをもたらすものだからである。兵士が敵の体を切 
り取ることを望んだ とき、 預言者は「私はそれをしない。私が預言者であって も、アッラーは 私を同じように罰せら 
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れるだろう」 とい さめている。 また 預言者は捕虜に拷問を行う ことも 禁じている。 

戦闘員以外の市民、すなわち子供や老人、宗教者、女性など戦いに加わっていない人々を殺害することは禁じられ 
ていた。捕虜に対しては死刑の他、身代金と引き換えに釈放すること、ムスリムの捕虜と交換して釈放すること、そ 
の他の条件をつけて釈放すること、奴隸とすること、そして何も求めず無条件で釈放することなどの措置がとられた。 
預言者の時代、最も多く行われたのは無条件で釈放することであった。預言者は捕虜を丁重に扱うことを命じ、虐待 
は厳に禁じた。たとえ捕虜から情報を聞き出そうとしているときであつても、彼らを苦しめるような手段をとること 
を固く禁じた。 
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経済活動 

I 預言者と労働 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は、その働き方においても常に人々の模範であった。自ら率先してクルアー 
ンの中の労働にまつわる教えを実践した。誠実である こと、 信頼できる人である こと、 公正である こと、 言行が一致 
している ことと いった基本的な原則が ここで も貫かれている。働く こと、 生産活動に加わる こと、 家族を支える こと、 
貧しい人を援助する ことを、 アッ ラ ー の道において奮闘努力する こと や昼間断食をして夜の礼拝をする ことと、 同等 
の価値があると見なしていた。預言者の労働にまつわる言葉には次のよ、っなものがある。 

「誰であれ、自分の手で稼いだもの以上に尊いものを口にすることはない」 

「アッラーよ。怠惰であること、臆病であること、老いがもたらす無力感、物惜しみすることなどからあなたに庇護 
を求めます」 

「正しい言葉を話し、常に信頼を置かれている商人は、来世において預言者や誠実なしもべたち、そして殉教者たち 
と共に過ごすだろう」 

「人が飲んだり食べたりするものの中で、最も尊いのは働いて得たものである」 4 
「あなた方の中で肩に薪の束を背負っている者は、他の人にものを乞うている人よりもよい人である」 

最悪の状況においてさえ、働いていることの方が他人の世話になるよりもいいと説く預言者ムハンマド(彼の上に 
平安あれ)は、こうした言葉によって人々に働くことを勧め、怠惰であることをいましめ、勤勉な人が現世、来世を 
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問わず幸福な人で あると 伝えている。 

預言者は人々に働くことを勧めると同時に、自ら率先して日々の生活で実践していた。預言者は幼少の頃から晚年 
まで働き続けた。よく知られているように預言者は、少年時代には羊飼いとして働き、成長してからは交易に従事した。 
十二歳のとき、叔父アブー•夕—リブと共に長い交易の旅に出ている。二十五歳のときにはハデイージャのキャラバ 
ンをシリアまで往復させている。その交易活動を通して預言者は、同業者やマッカの多くの人々から信頼を得ていた。 
預言者のそうした活動は生活の糧を得るためのものであった。そのような仕事に加え、カアバ聖殿の工事といった社 
会的な活動にも従事していた。 

ムハンマドは預言者としての使命を受けてからも、様々な立場で働き続けた。預言者はアッラーによって与えられ 
た布教という任務を果たすため、時には国家の統治者として、時には司令官として、そして時には一人の労働者とし 
ていかなる困難にも耐え働いた。マッカはもちろんのこと、その外の世界においても、イスラームを広める活動を行っ 
た。預言者はクルアーンで、「書や英知や、人々が知らない知識を教える者」として評価されている。人々にイスラー 
ムを教えるという大きな目的を達成するため、様々な段階において教友たちの教師としての務めも果たした。 

先に述べたように預言者は、時には一介の労働者として働いた。聖遷の途上立ち寄ったクバーでモスクを建設した 
とき、礎となる最初の石を置いたのは預言者であった。預言者はそれだけではなく、一 労働者として工事にも加わった。 
そんなある日、預言者が持ち上げるのにもひと苦労するような重い石を運んでいるのを見た教友が、「アッラーの使徒 
よ、その石を私にお渡しください」と言った。だが預言者は「いや、あなたは他の石を運びなさい」と答え、モスク 
の建設工事が終るまで現場から離れることはなかったのである。 

同様に、マデイーナの預言者モスクの建設に当たっても預言者が最初の石を置いている。そこでは移住者たち とア 
ンサールたちが力を合わせて働いた。クバー のときと同じように、あるとき 一人のムスリムが 「アッ ラーの使徒よ、 
その石を私にお渡しください。私が運びます」と声をかけた。しかし預言者は「あなたは他の石を運びなさい。私は 



あなたたちの誰よりも アツ ラ ー を求めているのだから」と答えている。預言者はどのモスクの工事でも重い石を背負い、 
日干しレンガを服に包み運んだ。そのとき、「本当の生とは来世における生なのである。 アツ ラーよ、移住者たちとア 
ンサ^~ルたちを祝福してください」と祈り、その働きぶりによってムスリムたちを励ました。ウンム•サラマが伝え 
るところによれば、モスクの建設に当たって預言者自身が工事に加わって働く必要はまったくなかったが、預言者は 
あえて重い荷を運んでいた。その姿を見たムスリムたちは、何もしないでいることはよくないと思い、それぞれの仕 
事に一層励んだのである。彼は塹壕の戦いのときも、自ら進んで塹壕を掘る作業に参加した。預言者のためにトルコ 
式天幕が用意されていたが、預言者はそこから出て塹壕を掘ったのである。土を掘り岩を砕き運んだ。必要に応じて 
破れた服を繕い、靴を修理した。 

預言者はどんな作業でもいい加減に終えることなく、いつもきちんと仕上げた。そして次のように話している。「仕 
事を するとき には、それを完璧に成し遂げなさい」 

預言者はムスリムたちに真面目に働くことを勧めている。仕事がない人には道具を与え、それで薪を切り、市場で 
売るよ、 っに 勧めている。一人のアンサールが預言者を訪ね、自らの貧しさを訴えた。そして「アツラーの使徒よ。私 
の留守の間に、家族の誰かが息絶えているのではないかと心配しています」と言った。預言者が「家を見て何か売れ 
るものがないか探してきなさい」と言うと、その男は敷物とコツプを持ってきた。預言者が「この二つの品物をーデイ 
ルヘムで私から買う者はいないか」と尋ねると、一人の男が「私が買います」と名乗り出た。「もっと高い値をつける 
者はいないか」と再び呼びかけると、他の一人が「私がニデイルヘムで買いましよう」と応じた。すると預言者はそ 
の男に「これはあなたのものだ」と言って、そのニデイルヘムを渡し、「ーデイルヘムで家族に食べ物を買い、残りの 
ーデイルヘムで斧を買ってきなさい」と言った。そうして男が斧を手にして戻ってくると、預言者は「谷へ行き、低 
木一本残すことなく木を切り出し、余すところなく薪をつくりなさい。そして十日間は戻ってこないように」と命じた。 
彼は言われたとおりに行い、後日預言者のもとを訪れ、「あなたが命じてくださったことが恵みをもたらしました」と 
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話した。預言者は「これはあなたにとって、審判の日に現世で物乞いをしたことがシミとして現れてくることよりも 
よいことである」と！^つたのであつた。 

最初クバーモスクで、その後ビラールの後任として預言者モスクでムアッズイン(礼拝を呼びかける人)を務めた 
サアド •ビン. アーイズ という 名の教友が、ある 日 預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)に自分の貧し さを 訴えた。 
預言者はサアドに商売をしてはどうかと助言した。サアドはその助言に従い、サラムという木の葉を買ってそれを売 
り利益を上げた。その成功を預言者に報告すると、預言者は彼にその商売を続けるように勧めたのである。 

預言者は状況に応じ、障害を持つ人々にも働く機会を与えた。彼らが容易に商売に取り組めるように法律を定めた。 
これについて例を一つ挙げてみよう。商人であったムンキズ.ビン.アムルという教友が精神を病み、うまく話すこ 
とができなくなった。それでも彼は商売を続けていたが、人に騙されやすくなった。ムンキズは預言者のもとを訪れ、 
自らの上に起きたことを話した。それを聞いた預言者は、彼に働くことをやめずに商売を続けるよう励まし、やさし 
く商売する方法を探った。そして取引を行うとき、「だまさないでください」と告げること、三日間は返品できること 
を相手に伝えなさいと命じたのである。ムンキズはウスマーンの治世になっても、預言者が彼に教えた商売のやり方 
を守り続けていた。 

時間を無益で意味のないことに費やさない。これもまた預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)が日常心がけてい 
たことであった。こうした考え方は、預言者がいかに勤勉な人であったかをよく表している。そうした中で預言者は 
どのようにして休息をとっていたかどうか気になるところである。預言者は必要に応じて休息時間をとっていた。聖 
遷の直後、預言者はマデイーナの人々の従来からの祝日にかえて、イードウ.アル=フイトル(断食明けの祭り)とイー 
ドウ.アル=アドハ ー ( 犠牲祭)を新たな祝日として定めた。祝日にはイスラ ームで 許されているお祝いの娯楽や民 
族舞踊、結婚式の宴などが催され、その宴ではお客に食べ物が振舞われた。また馬やラクダの競走が行われた。 

預言者はお金が市場に出まわることに重きを置き、その件については次のように語っている。「畑や家を売ったお金 
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を同様のものに投資しないのであれは、その恵みを目にすることはないであろう」彼は商売を奨励し、自ら積極的に 
取引を行っていた。 

預言者は交易を奨励した。預言者の「糧の九割は交易にあり、残りの一割は羊を飼うことにある」という言葉は、 
交易が生きていく上でいかに重要な仕事であるかを示すものである。国の内外で行う交易は、一国の経済に大きな役 
割を果たす。預言者は商業を奨励することによって、文明的な生き方を奨励したのである。なぜなら交易は定住生活 
を促進し、生産を増大させるからである。預言者の近くにいた人々の多くも商業に従事していた。たとえば四人の力 
リフはすべて商人であった。アブー•パクルは預言者が亡くなる一年前に交易のためにブスラに赴いている。また預 
言者は商業と並んで農業も奨励した。たとえば木を植えることを奨励するハデイースがあるが、それはとりもなおさ 
ず農業を奨励するものである。 

預言者は様々な職業に従事する人々と話をし、仕事に対する熱意の持ち方、様々な職業の就労規則、仕事上での判 
断の仕方などを教えた。もちろん預言者は製造業にも重きを置いていた。預言者の時代に広く知られていた職業とし 
ては、織物屋、鍛冶屋、天秤屋、両替商、薬屋、仕立て屋、貴金属商などであった。 

二経済制度 

経済に関する事柄においても預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)に対し、多くのクルアーンの言葉が啓示され 
ている。イスラーム以前の時代のいくつかの商習慣は廃止され、またその一部には改良が加えられ、新たな制度となっ 
た。ヒジュラの後、マデイーナの市場では多神教徒やユダヤ教徒たちが力を持っていた。彼らは自らの宗教の考え方 
や、イスラーム以前の時代の慣習に従って商売を行っていた。預言者はマデイーナの市場を視察し、そこで行われて 
いた商習慣がムスリムの市場としてふさわしくないと指摘した。イスラームの商業にまつわる規範にのっとって物を 



売買するためには、ムスリムが自分たちの市場をつくる必要があると見なしたのである。そこでべニ ー •サ ー イダ地 
区にあった空き地を利用して市場を開設した。その市場では一部の商人が特定の区域を独占することは禁止され、ま 
たそこでは税金の徴収は行われなかった。経験豊富な商人でもあった預言者は、税金を徴収しないことによって新た 
な売り手がその新しい市場に集まってくることを知っていた。なぜならユダヤ教徒のカイ ヌカー 族は、自分たちの市 
場をいくつかの区分に分けて有料で貸し出しており、しかも税金が徴収されていたからである。その結果、商人たち 
はムスリムの市場を選び多くの使用者を得たのである。預言者はマデイーナの市場を管理するために責任者を選出し 
た。その一人はウマル•ビン•ハッタ1ブ、他の一人はサムラ！ビント.ノ ハイクと いう教友であった。またサイー 
ド.ビン.アルアスをマッカの市場の責任者に任命している。 

イスラームは商業活動を推奨しているが、利子は段階的に廃止した。商売を含めいかなる類の借金であろうとも、 
それに対して利子を取ることは禁じられたのである。この件については クル アーンのマッカ啓示の中で警告されてい 
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る。 

利子は当時マッカや夕1イフと同様にマデイーナでも、広く人々の間で商慣行として行われていた。預言者自身、 
ユダヤ教徒たちが高利でお金を貸し人々を苦しめているのを身近に見ていた。ヒジュラ暦五年には、クルアーンのイ 
ムラーン家章第130節の啓示によって利子が禁じられた。さらに利子に関する最後の啓示であるクルアーンの雌牛 
章第275節から27 9節の啓示により、その禁止はより強固ものとされた。預言者は各地域に配布した通達に利子 
を禁止する項目を載せ、すべてのムスリムがそのことをよく理解し守るよう促した。別れの説教においても商いにつ 
いて言及することを忘れず、人々に利子の禁止を重ねて伝えたのである。 

預言者はイスラーム以前の社会でしばしば見られた不正や搾取につながるよ、っな取引を厳しく禁じた。また商品の 
売買は、クルアーンの言葉にのっとった方法で行うようにした。人をだましたり、まぎらわしい売買は禁止された。 
ハデイースの諸文献には、商品の売買についての預言者の言葉や実践を集めた特別の一章が設けられている。 
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預言者は商品の値上がりを期待して品物を貯めこみ、売り惜しみすることを禁じている。なぜならそれは価格を人 
為的に吊り上げることであり、通常の市場価格を超えた値段となるからである。特に生活必需品を買い占めることは 
社会全体に大きな影響を及ぼし、それが長く続けば社会全体が困難な状況に陥るからである。預言者は商品を高く売 
るために売り惜しみする人々を非難している。 

また預言者は、商品の仕入れ値を安く抑えるため、村人や生産者、そして製造者たちを町の外で迎え接触すること 
を禁止している。当時、都市の商人たちは市場価格を知らない異国のキャラバンを町の外で出迎え、運んできた品物 
を安く買い叩き、貯めこみ、そして高く売って法外な利益を得ていたのである。預言者は生産者たちがそのような目 
端のきく商人によって騙されないようにそうした行為を禁じ、それを監督する責任者を任命した。もし預言者がそう 
した措置をとっていなかったなら、生産者はその努力に見合うだけの対価を得ることができず、ひたすら商人たちが 
不正な手段で利益を得ることになっていたであろう。 

預言者は商品の価格を統制することはなかった。商品の価格は需要と供給に応じ、自由な競争によって定められた。 
誰かが商品を市場価格よりも高く売っている場合には、その人が価格操作を行っているとされた。 

預言者はそのような策略を禁じ、それは誤った悪い行為であり、現世でも来世でもその責任を問われるとしている。 
そのことについて「私たちを騙そうとする者は私たちの仲間ではない」とも語っている。 

品物の取引においては商人に誠実さを求め、正直に振舞う商人は預言者や殉教者たち、誠実な友人たちと共に来世 
において復活するであろうと告げている。預言者は商売をやりやすくする人々のためにドゥアーを捧げている。また 
利益を得る際に用いてはいけない手段や、財産を費やすときに注意すべき原則などを明らかにしている。たとえば、 
不法な手段、窃盗、強奪などによって利益を得ることを禁止している。合法的な取引であっても、不正を防ぐために 
秤を正しく用いるようにと命じている。資産を費やすことについても中道を行くことを求め、浪費や過度な物惜しみ 
は適切ではないとしている。 
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預言者は消費者の保護のためにも様々な対策を講じている。たとえば製品の質の検査を行っている。腐ったり壊れ 
た商品を売ること、質の悪いものをよいものに混ぜて売ることを禁止している。かごの下に質の悪いものを隠して売 
ることを非難している。不良品を、支障があるとい、 っ 事実を隠して売ることは合法ではないとしている。価格を 吊り 
上げることを禁止している。重さはマツヵの基準、量はマデイーナの基準とした、と伝えられている。重さを正確に 
量れるかどうかという点でも検査を行い、市場で使われていた異なる基準や単位を一つに統一している。 

預言者はまた雇用者と被雇用者の関係も重視した。イスラーム以前のアラビアでは、労働の対価を支払って仕事を 
行わせることが一般的に行われており、預言者はそのこと自体を否定するものではなかった。ただ、働く者への過重 
な労働や、賃金の支払いの遅延、紛失物の代金を働く者の責任ではないのに本人に支払わせるといった不正を禁じた。 
働く者たちに公正に振舞い、兄弟のよ、っに接することを命じた。そしてそうした規範を預言者自ら率先して実践して 
いた。預言者に次のような言葉がある。「労働者にはその賃金を汗が乾かないうちに支払いなさい」預言者は最後の審 
判の日に、自ら三つのタイプの人間の敵となると述べている。その中の一人が人を働かせて賃金を支払わない人であ 
る。預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)の時代の国家の歳入は、戦利品の五分の一、人頭税、そしてザヵート(喜 
捨)などからなっていた。非イスラーム教徒との戦いによって得られたあらゆる種類の財産と捕虜は戦利品と呼ばれた。 
クルアーンでは戦利品という意味のアンファールという言葉が用いられ、クルアーンの戦利品章の最初の節で、戦利 
品はアツラーと預言者に属するものであると述べられている。その後、戦利品の分配に関する節が啓示された。 

「戦争で得たどんな物も、五分の一は、アツラーと使徒そして近親、孤児、貧者、そして旅人に属することを知れ」 

戦利品は、戦争捕虜、土地や動産という形の三つに分類される。また戦争捕虜は非ムスリムの成人男性、女性、子 
供の三つに分けられる。 

ムスリムが戦争や平和的な手段で取得した非イスラーム教徒の土地についての取扱についても述べてみたい。預言 
者はクライザ族、ハイバル族、ヮーデイ.アル.クラー族から獲得した戦利品を、先に述べた戦利品章第41節に従い、 
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五分の四を兵士たちに、五分の一をこの節で言及されている人々に分配した。ただし、ハイバル族とヮ ー デイ.アル 
"クラー族の土地は小作人に耕作を続けるという条件で与えている。ナデイール族とファダク族の土地は平和的な手 
段によって獲得したもので あり、 クルアーンの集合章第 619 節に従ってアツラーの使徒のものであるとされた。預 
言者は手にした財産を貧しい人々の救済や国家防衛の費用として用いた。預言者の親戚であるズイルクルパ家、ハー 
シム家、ムツタリブ家が迫害を受けた時代には、彼らには戦利品の五分の一が分配された。また預言者はアツラーの 
ものとされた財産を、カアバ聖殿のために用いたとも、国家の財政に用いたとも伝えられている。 

人頭税とはイスラームの国家に住むイスラーム教徒ではない人々に課せられた税である。人頭税は精神的、経済的 
に問題がなく健康な非イスラーム教徒の成人男子から徴収された。ただし障害者、高齢者、何らかの理由で働くこと 
ができない者、そして貧しい人々は人頭税を免除された。彼らは人頭税を納める代わりに、生命や財産、信仰の自由 
が保証された。預言者は誓約を結んだ非イスラーム教徒にそうした権利を与えていた。ヒジュラ暦九年、西暦六三〇 
年のタブーク遠征の際に下されたクルアーンの悔悟章第29節では、啓典の民がもしイスラームを受け入れないのなら 
人頭税を支払うこと、そしてもしそれもまた拒むならば彼らと戦うことになると明言されている。人頭税に関する節 
が啓示されたことで、その年預言者はアイラ、アズルー、ジャルバー、ドウマトウ•アル=ジャンダル、翌年にはナジュ 
ラン、イエメン、バーレーン、マクナー、タイマー、ハジャルの非イスラーム教徒に人頭税を支払うことを条件に誓 
約を結んでいる。これらのうち、アイラ、アズルフ、ドウーマトウ.アル=ジャンダル及びナジュランの住民はキリ 
スト教徒であり、タイマ、マクナーの住民はユダヤ教徒であり、バーレーン、ハジャル、そしてイエメンの住民の一 
部はユダヤ教徒やキリスト教徒、一部はゾロアスター教徒であった。 

人頭税の額は時代や地域によって異なった。人の頭数に応じて、もしくは全体として課せられていた。預言者はバー 
レーン、イエメンの人々と、一人当たり年にーデイナール、あるいはそれに相当する民族衣装を支払うという条件で 
盟約を結んでいる。アイラの人々には全体で年に三百デイナール、ジャルバーとアズルーの人々 とは 百デイナールの 
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人頭税を支払う条件で盟約を結んでいる。当時アイラには三百人、ジャルバーとアズルーには百人の人頭税の対象と 
なる男性がいたことが記録されており、それはすなわち一人につき年にーデイナールの税金であったと見なすことが 
できる。ヒジュラ暦 一〇年にナジュランの人々との間に結ばれた盟約では、二回に分けて支払う条件で二百着の衣装 
を差し出すと定められている。預言者の時代には、人頭税は直接対象者から徴収されたり、一族の長や有力者を通し 
て集められることもあった。当時税金を集める専門の人間は存在せず、ザカートを徴収する係の人間がその任に当たっ 
ていた。クルアーンではザカートや戦利品の使途について細かい規定があるが、人頭税については詳細に述べられて 
いない。したがって人頭税はザカートのように一定の形で用いなければならないという規定はなく、公共の利益に適 
い必要とされるところに使うことができた。 

国家の歳入の一つであるザカートは、義務とされる行為でありムスリムたちの財産から集められた。金や銀、現金 
が定められた量に達していると、その四十分の一がザカートとして支払われることになる。動物に対するザカートは、 
その種類や数によって異なってくる。詳細はイスラーム法学の諸文献に記されている。土地に対するザカートは才 
シュールと呼ばれる。これは雨水を得ることができる土地の場合は収穫物の十パーセント、水を撒かなければいけな 
い土地の場合は収穫物の五パーセントの割合であった。ザカートはヒジュラ暦二年に義務とされ、それ以来預言者の 
手によって集められ、必要なところへ分配された。当初は豊かなムスリムたちが自らのザカートを持参し預言者に直 
接手渡していた。しかしイスラームの教えがアラビア半島の各地に広まると、預言者はザカートを専門に集める係を 
任命した。ザカートが与えられる対象についてはクルアーンの悔悟章第60節で次のように記されている。「貧しい人々、 
困窮者、これ(施しの事務)を管理する者、および心が(真理に)傾いてきた者のため、また身代金や負債の救済のため、 
またアッラーの道のため(に率先して努力する者)、また旅人のためのものである」 
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社会的•文化的活動 

- 社会の構造 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)の時代のイスラーム社会は、大別するとイスラーム教徒と非イスラーム教 
徒から構成されていた。イスラーム教徒の多くはアラブ人であったが、それ以外の民族の集団も存在した。エチオビ 
ア人、イラン人、ローマ人などである。同時に、様々な民族の出身である奴隸や解放奴隸もいた。預言者の教えは皮 
膚の色や言語、民族、文化を問わず、すべての人々に対し開かれたものであった。マッヵ時代、そしてマデイーナ時 
代の初期には、預言者からの呼びかけに応えてきたのは部族単位ではなく個人個人であった。しかし部族という存在 
が支配的であり、身元証明なども部族に帰属する形で行われていた部族社会では、個人をイスラームへと導いていく 
ことはたいへん困難なことであった。部族から離れることは一種の自殺行為であると見なされた。部族から離れてし 
まった人は盟約を結んで他の部族の保護下に入る必要があった。このような社会状況にあって個々人をイスラームへ 
と導いていくことはきわめて困難なことであり、換言するならば、そのような状況にあった個人がそれでもなおイス 
ラームを受け入れるのには、大きな自己犠牲や勇気を必要とした。預言者はイスラームの教えを受け入れた人々の間 
に、新たに相互扶助の結びつきを形成させ、アッラーへの信仰と預言者への服従によって成り立つ新しい共同体をつ 
くり出した。そしてすベての信徒は兄弟であると宣言した。民族的な出自が何であれ、階級が何であれ、信徒は皆平 
等であると告げたのである。新しい共同体は部族を超越すると同時に、それを包括するものでもあった。ある意味では、 
イスラームの支配下において平等な権利を有する市民権が与えられたのである。しかし新しい共同体において部族の 
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存在が完全に否定されたわけではなかった。そもそも預言者が目的としたのは、部族という存在を消滅させることで 
はなかった。個人が部族に所属することを妨げるものは何もなかった。さらにヒジュラ暦九年から一〇年にかけての 
時代には部族単位でこの新しいイスラーム共同体に加わる例が増えてきた。預言者は部族の名のもとにマデイーナを 
訪れる代表団を受け入れた。部族の長や有力者たちは、その部族という集団を維持したままでマデイーナを訪れ、こ 
の新しい共同体に加わっていったのである。預言者は部族のこうしたあり方を主に戦役のときに有効に活用した。初 
めて出会う人と知り合うには、あなたはどの部族に属しているのですかと尋ねればよかった。ただし、所属する部族 
によって優劣がつけられることはもはやなく、優劣はただアッラーを畏れる心によってのみつけられた。 

次に政治的観点から、指導者としての立場を失った人々に対して取られた措置について簡単に触れてみたい。かつ 
て部族の有力者であった人々は、預言者によって同じ部族や地域の知事や役人などに任命された。また彼らは、遠征 
などのときに各部族と連絡を とる 部族の代表者にも任命された。しかし、一部の部族では前任者に代わり新しい人物 
が役人となった。たとえば、マッヵの クライ シュ族と夕1 イフのサキ ー フ 族には新たな人物が代表者として任命された。 
イスラ ームを受け入れた有力者た ちは、 たとえ新たな任務が与えられなくとも、預言者によって常に重用された。 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)の時代には、ヵースト制度のような生まれによる身分制度に代わって、努 
力や働き次第によって社会的立場が決められるようになった。人を役人などに登用する際にも、何よりその人の能力 
が重視された。奴隸も解放奴隸も自由人も、貧しい人々も金持ちも、強い者も弱い者も、女性も男性も、若者も年寄 
りも信仰する者は皆等しく平等で あると した。このようにして預言者は、アブー.パクル、ウマル、ウス マー ン、ハ ー 
リ ド.ビン •ヮリ ー ドのよ、 っな、 それぞれ異なる生まれや育ちや性格を持つ人々 を、 一つの共同体に まとめて いった 
のである。 

イスラームの登場によって、アラビア半島は一つの勢力のもとにまとまり、血の報復、仇討ちといったものが禁じ 
られるようになった。それまで広く行われていた血の報復は廃止され、罪を犯した者だけがその罪を問われ罰を受ける、 
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という原則が適用されるようになった。強盗、飲酒、賭博、売買春、窃盗、孤児の財産の略奪、流血、報復、詐欺、憎悪、 
妬み、うぬぼれ、中傷などといった個人や集団に害を及ぼす行為が禁止された。不和が生じたときの仲裁は占い師に 
頼むのではなく、預言者や彼が任命した役人が行うようになった。 

イスラームを受け入れず、ズインミーという名称で呼ばれていたユダヤ教徒やキリスト教徒、少数ではあるがサー 
ビア教徒やゾロアスター教徒などは人頭税を支払うことにより自由な市民として生活を保障されていた。預言者はイ 
スラーム教徒が多数を占める社会の中で、異教徒たちにも信教の自由を許し、生命と財産を保障したのである。ヒジュ 
ラの直後、預言者は多神教徒やユダヤ教徒と盟約を結び、そうしたことを実践する第一歩を踏み出した。このときに 
至って多様な宗教、多様な文化的集団が共に生きていくことが可能となる社会が成立した。のちにアラブ人の多くが 
ムスリムとなり、ユダヤ教徒が町を追放されたことによつて、マデイーナはムスリムだけが住む町となつた。他の町 
では様々な宗教を持つ人々が住み続けていたが、住民との間に結ばれた盟約により、非イスラーム教徒であっても自 
らの宗教を信奉し自らの文化を守りながら、イスラームの共同体の中で暮らしていくことができたのである。預言者は、 
そうした人々を迫害する人間、彼らの権利を侵害する人間、彼らに過度な任務を与える人間、彼らから略奪する人間は、 
審判の日に自らの敵となると告げている。盟約によって預言者は彼らの生命、財産、宗教、崇拝行為、礼拝所、そし 
て宗教的地位を保障した。盟約を結んだ相手を殺した人間は天国に行けないとも述べている。 

預言者の時代において、マッヵ征服までの間にアラビア半島で起きた様々な出来事は、人々の移住を促しマデイー 
ナの人口は増え続けた。その頃でもなお人々は遊牧と定住という二つの生業形態に分かれて暮らしていた。だが人々 
がどのような暮らし方をしていたにせよ、預言者は文化的に統一された共同体の形成を意図していた。そして人々の 
移住に よる 人口増加に伴い、マデイーナは文化的な都市へと発展を遂げていった。 

二教育 
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アッラ ー を信仰する社会の形成を目標としていた預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は、学問、教育、養成を 
たいへん重く見ていた。預言者はその数々の活動や言葉を通して、教師が教え生徒が学ぶという教育がいかに重要で 
あるかを示した。ハデイースにおいても、預言者の教育を奨励する例がいくつも挙げられ、それと同時に何も学ぼう 
としない姿勢を戒める数多くの言葉が存在する。 

預言者に最初に下されたクルアーンの言葉は「読め」であった。読むこと、学ぶことは預言者とそのウンマ(イスラー 
ム共同体)へのアッラーの最初の命令だったのである。またクルアーンには、学問を奨励し、学者を讃える章句が多 
く存在している。クルアーンでは、預言者の布教の任務は教え育てることにあると記されている。イムラーン家章第 
164節では次のように述べられている。「本当にアッラーは、信者たちに対して豊かに恵みを授けられ、かれらの中 
から、一人の使徒をあげて、啓示をかれらに読誦させ、かれらを清め、また啓典と英知を教えられた」 

預言者も自らの使命についてハデイースで次のように語っている。「アッラーは私を教師として遣わされた」したがっ 
て、人々をよきムスリムになるように教育していくことは彼の預言者としての任務の一つである。クルアーンと預言 
者の奨めによって、人々の中に読み書きを学びたいという意欲が高まった。そして人々は様々なことを学ぼうと、預 
言者や教友たちのもとへと集まり始めたのである。 

この観点から、預言者の教育に関する活動について触れてみたい。預言者はマッカ時代から、自らに啓示された言 
葉を書き記し、保存することに重きを置いていた。またクルアーンの章句を書き写して広めることも奨励した。マッ 
力時代の初期には、ダール•アル=アルカームが教育の場として使われていた。そこではクルアーンの読み書きが行 
われ、学んだことが実践された。イスラームを学びたいと思った人々はそこに来たのである。預言者は聖遷の二年前、 
アカバ地区のモスクでムスリムとなり、マッカを訪れたマデイーナの人々の教育にも携わった。また彼らの要求に応じ、 
クルアーンやイスラームについて教える教師をマデイーナヘと派遣した。 
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聖遷の後、マデイ ー ナにおける預言者の最初の重要な仕事は、崇拝行為を行う場であり、同時に教育の場ともなる 
べき預言者モスクをつくることであった。モスクのスッファと呼ばれる場所に滞在していた教友たちは、クルアーン 
の読み書きを学んでいた。イスラームの教えを学ぶために各地からマデイーナを訪れていた人々もそこに滞在してい 
た。その数は一時期四百人にも達していた。預言者はスッファで自ら教えると同時に、クルアーンの読み書きを教え 
る教師も任命した。ゥバ^~ダ•ビン•サ^ —ミットという名の教友は、そこでクルア^ —ンを教えていた教師の一人であ 
る。またムスリムだけではなく、多神教徒の教師もアラビア語の読み書きを教えていた。バドルの戦いでムスリム側 
の捕虜となり、身代金を支払う財力がなく、かつ文字の読み書きを知っていた者は、十人のムスリムの子供たちに文 
字を教えるという条件で解放された。ザイド.ビン.サービトはそのようにしてアラビア語の読み書きを学んでいる。 
そうしたやり方は当時の状況を考えるならたいへん大きな進歩であった。我々はアフマド.ビン•ハンバルが伝える 
ハデイースによって、多神教徒の捕虜がどのようにして文字を教えていたかについて、っかがい知ることができる。そ 
れによると、ある日生徒の一人が泣きながら父親のもとに戻ってきた。父親がなぜ泣いているのかと尋ねると、子供 
は教師が自分を殴ったと訴えた。それを聞いた父親は「なんて奴だ。バドルの報復をしているに違いない」と怒った。 
のちに述べるように、預言者は教育において暴力を振るうことを認めなかった。しかし多神教徒の教師のこの振舞い 
から、イスラーム以前の慣習として教師が暴力を振るっていたことが読み取れる。ただしこの出来事を預言者が知っ 
ていたかどうか、知っていたとすればどのように対処していたか、とい、っことについては伝えられていない。 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は預言者モスクに学びに来る人々を、 アッ ラーの道のために奮闘する人々 
と同じくらい立派であると見なした。しばらくすると、預言者モスク やスッ ファだけではそうした人々の要請に応え 
ることができなくなり、新たな教育の施設が用いられるようになった。諸文献は預言者の存命中にマデイーナでは預 
言者モスクの他に九つのモスクがつくられていたと伝えている。それらのモスクで預言者は説教を行い、礼拝を捧げ 
ると同時に教育活動も行っていたのである。 
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預言者は教育活動を決められた施設以外でも行っていた。必要となれば場所や時間を選ぶことなく活動した。その 
一例を紹介しよう。ある旅の途中、預言者はラクダに乗り近づいて来る人が、自分に用があるらしいと推察した。挨 
拶を交わした後、どこから来てどこへ行くのですかと尋ねた。彼はアッラーの使徒に会いたいのだと答えた。ムハン 
マドは自らが預言者であることを告げると、男は「信仰とはどういうものですか。私に教えてください」と教えを乞 
うた。預言者は「アッラー以外に神はなく、ムハンマドがその使徒であることを証言し、礼拝を行い、喜捨を行い、 
ラマダ^~ン月の断食を行い、アッラ^—の家を巡礼することです」と答えた。男はそれらを受け入れると言った。そこ 
で思いもかけない出来事が起こった。彼が乗っていたラクダの足がネズミ捕りの罵にかかり、ラクダが転倒し、彼は 
地面に落ちて死んでしまったのである。預言者は彼を洗い清め、布で覆い、埋葬にもかかわったのであった。 

預言者は学ぶことにおいて男女を区別しなかった。男性への教育と同様に女性の教育にも携わり、特別に日を定め 
て女性の教育に当てた。 また 女性の教師もいた。ウンム.スライマーン.ビン•ハイサマは預言者の妻のハフサに文 
字を教えている。預言者の妻たちは若い女性たちの教育に携わっている。彼女たちは家を訪れる女性たちに文字を教 
え、その女性たちも他の人たちに学んだことを伝えていった。アーイシャやウンム•サラマを筆頭に、預言者の妻た 
ちや他の女性たちも教育に大きな役割を果たしている。アーイシャは積極的に学ぼうとするアンサールの女性たちを 
賞賛している。このことからも、彼女が女性の教育に大きな関心を抱いていたことがわかる。教友たちも自らの娘た 
ちの教育にかかわった。たとえばサアド.ビン.アブ ー•ワッカ スは自分の娘に文字を教えている。 また 預言者は教 
育において奴隸たちも区別することはなかった。ハデイースには預言者の次のような言葉が伝えられている。「誰であ 
れ、女の奴隸にも教育を施し、教養を与え、そして彼女を解放し結婚させるなら、その者には二つの報奨があるだろ 
う」預言者は教育を授ける人たちは、教育を受ける側が学びやすいよ、っなやさしい方法で、忍耐強く教えなければな 
らないと述べている。 また 教育の場で怒ったり暴力を振るったりしてはいけないとも語っている。「難しくせず、わか 
りやすい方法で教えなさい。怒りを覚えたときには口を閉ざしなさい」と言い、「怒りを覚えたときには口を閉ざしな 
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さい」という言葉を三回繰り返している。 

教友たちが教育者としての預言者に抱いていた イメ ー ジはこの上なく良いものであった。教友ムアー ウイヤ. ビン • 
ハカム.アススレミは次のように語っている。「私はアッラーの使徒よりもよいやり方で教えてくれる教師を知らない。 
私を非難したり、殴ったり、中傷する こと もなかった」 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)の活動においては書くことが重要な位置を占めている。預言者はクルアー 
ンの言葉を書き取らせた。マデイーナ条約も文書として書きとめられている。最初の人口調査も記録として残され、 
すべての契約が文書に書き表された。国家の歳入や歳入の予想、その評価や徴収なども文書で表している。遠征に向 
かう際には兵士たちを広場に集め名前を記帳させ、軍の統率する数を記録している。 

預言者は各家庭の年少者たちに弓の引き方、泳ぎ方、計算方法、治療の仕方、クルアーンの読み方をはじめとする 
身体的、精神的な各分野について学ぶことを奨励し、ときにそれを命じていた。預言者の時代には、あらゆる世代、 
すなわち子供も若者も老人も学ぶことができた。 イスラームを 受け入れた地域には教師が派遣された。それによって 
マデイーナの住民の間で文字の読み書きができる人が増えただけではなく、預言者の存命中そして死後においても、 
ムスリムが 征服した地域では急速に文字が広まっていったのである。 

教友たちの中には、ペルシア語、ギリシア語、コプト語、アムハラ語、へブライ語、アラム語がわかる人々がいた。 
預言者はあるときザイド.ビン•サービトに、「あなたはアラム語がわかりますか。私に手紙が来ています」と尋ね、 
ザイドが「私はわかりません」と答えると、預言者は「では、アラム語を学びなさい」と命じた。そこで彼はへブラ 
イ語とアラム語を学んだのである。 

為政者や役人を養成するための特別の学校は存在しなかった。義務であったクルアーンを学ぶ場で学問を修めた者 
が役人として採用された。 

預言者は知識を広めることを奨励し、自分が学んだことを他の人々にも教えることを望んだ。たとえば地方からマ 
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デイ ー ナに出て来てしばらく滞在しイスラームを学んだ人々に、地元に戻り学んだことを伝えるよう要請した。また 

236 

アブドゥルカユスの人々にも、マデイーナで学んだ信仰と知識を忘れることのないようにと注意を促している。これ 
は預言者が知識と信仰は切り離せないものであると考えていた、という点で注目すべき重要な例である。 

預言者はこうした活動を熱心に、かつ細心の注意を払って行い、無知な伝統や慣習の中で生きていた人々を一人ひ 
とり教育し、そうした人々から成る新しい イスラー ムの社会をつくり上げたのである。この偉大な変化は教育によっ 
て可能となったのである。預言者が養成した人々の中から、ハーフイズ(クルアーンをすべて暗記している人)や学者、 
裁判官、知事、軍の司令官、国家の役人などが育っていった。 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)の教育は、まぎれもなく時代の要請、すなわち新しい時代を生きる人間を 
教育する必要性、そして学びやすい教育方法によって実現したものである。現在においても教育の内容や方法は、十 
年や二十年、いやそれよりも短い間に変化していくものである。にもかかわらず、預言者はどの時代でも通用する普 
遍的な教育の方法を用いていたことは重要である。預言者が採用していた方法は、次のようにまとめてみることがで 
きよう。 

読み書きに重きを置く。 

教育において暴力を用いてはならない。 

教育の内容が実践を伴うものであれば、まず自ら手本を示して教える。 

一つの項目を完全に理解する ことなく 次の項目には移らない。預言者は クルアー ンの十節を十分理解する ことなく、 
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次の十節へと進むことはなかつた。 

生徒のやる気をなくさせてはいけない。 

教える相手の年齢、能力、身につけている知識や文化のレベルを考慮する。 

質問を投げかけ、注意をひき、それから答えを与えること。 

能力を高めさせていくこと。 

社会に示された規範をよりよく理解するために、必要であればその理由を説明すること。 

教育の内容はたとえや比喩、ときには身振りや手振りを交え、あるいは絵などを用いてわかりやすく説明すること。 

無意味な質問をしりぞけ、積極的に質問する ことを 奨励する こと、 そして納得の いく 答えを与える こと。 

教友たちが教える ことに 慣れるよぅ、預言者自身が いるところでもときには 彼らを信頼して教育を任せ、彼らの責 
任感を育み将来へ備えること。 

質問に正しい答えが返つてきたときには、よくできたとほめて励まし、はつきりと評価してあげること。 
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必要であれば懇切丁寧に何度も繰り返し教えること。 

場合によっては先に要約を述べ、後で解説すること。 

必要であれば教えたことを書きとめさせること02 

三家族 

家族を社会の健全な基盤であると見なしていた預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は、結婚を難しい制度でな 
く容易なものとした。そして今日知られている結婚の形態以外はすべて廃止した。婚姻手続きを経ない男女の関係を 
禁止し、それに従わない者には罰則が定められた。イスラーム以前の時代は女性は子供を生んで初めて家族の一員と 
して認められたが、イスラームの時代以降は二カーフ(婚姻手続き)によって家族とされた。親や子供の権利、また 
親が子供を養育する義務などが定められた。イスラームの時代の初期には依然として残っていた養子制度は、マデイー 
ナ時代に啓示されたアッラーは養子を真の子供としては認めないという言葉によって廃止された。孤児は生みの父親 
との関係を重視しなければならない。孤児の世話や養育には大きな国家予算があてがわれた。孤児たちの世話は彼ら 
の親戚たちの責任ともされた。家族が離散することのないようにそのような方策が採られていたのである。また養子 
であることによる結婚への妨げも取り除かれた。 

家族の中で女性は独立した人格を有する存在である。経済的な観点からも女性は独立している。預言者は女性を男 
性に従属する財産や奴隸のよ、っな存在としてではなく、同等の権利を持つ人間であるとした。男性は一家の長であるが、 
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女性に対して絶対的な支配者や独裁者では決してない。女性の権利を認め、女性に遺産相続権も与えている。夫は妻 
の権利を侵害することはできない。夫の前で女性は哀れで無力な存在ではない。イスラーム以前には無制限に多くの 
女性を妻とすることができた。イスラーム以降は家族の基盤は一対一の結婚の上に築かれるようになり、状況に応じ 
て男性は四人まで妻を娶ることが許された。すなわち、複数の女性と結婚することは命令でも義務でもなく、一定の 
条件のもとで許されているにすぎない。事実、このような結婚を許可している クル アーンの婦人章第3節では、複数 
の女性と結婚した場合には妻たちを平等に扱い、公正さを保つことができない場合は、一人の女性とだけ結婚するよ 
うにと定められ、一人の女性との結婚が奨励されてい 1 ^。四人までの女性との結婚を認めているイスラームは、その 
ような結婚の形態を決して勧めているわけではない。婚姻という契約は、一方的に男性の側によってのみ行われるも 
のではなく、男女双方によって行われるものである。家庭は愛情、慈しみ、いたわりの上に築かれるものである。イ 
スラーム以前の時代に行われていた、様々な理由から子供を殺すことが禁じら、ことに女の子を生きたまま埋めて殺 
してしまう悪習は厳しく禁じられた。 クル アーンには、夫婦間、親子や親戚との結びつきを大切にし、家庭を守るた 
めの多くの規範が述べられている。 

四イスラ—ムの祝日のお祝い、 P ハ楽、結婚式 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は、人々がイスラームの教えに抵触しない楽しみを求めていると考えていた。 
マデイーナヘの聖遷後、その地の住民が年に二回の祝日を祝っていることを知った預言者は、「アッラーはあなた方の 
ために、その二つの祝日をより尊いもの、犠牲祭(イード.アル=アドハー)と断食あけの祭り(イード•アル=フィ 
トル)へと変えられた」と人々に告げた。 

預言者はイスラームの教えに適う形でお祭りを祝うことを許可した。断食明けの祭りや犠牲祭の期間中は、戦いが 
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行われていない限り武器を持つ ことを 禁じたという伝承も残っている。おそらくそれは、武器による事故を防ぎ イ ー 
ド(祭り)の楽しい雰囲気を壊さないようにとの目的で定められていたのであろう。 

預言者は、イスラーム以前の時代の多神教徒の迷信に基づいたお祭りを祝うことを禁じていた。たとえばフナイン 
の戦いに向かう途上、一部のムスリムたちは緑の大木を見つけた。多神教徒たちは毎年その木のもとに集まり、武器 
を木に吊るし、そこで犠牲を捧げ、一日中娯楽に興じていた。彼らは深く考えることなく、その木のもとで多神教徒 
たちと同じように楽しみた いと 預言者に言ったのである。それに対し預言者は「かれらは言った。『ムーサーよ、かれ 
らが持っている神々のよ、っな一柱の神を、わたしたちに置いてくれ。』かれは言った。『本当にあなたがたは無知の民 
である。』」 というクル アーンの一節を読んだ。そしてそれがイスラーム以前の時代の習慣であることを告げ、「あなた 
方はイスラーム以前の人々の習慣に従うのですか」と問いかけたのである。 

宗教的、社会的な側面を共に持つ断食明けの祭りや犠牲祭は、預言者の存命中は、広場で女性たちも参加して行わ 
れるイードの礼拝によって始まった。最初の犠牲祭の礼拝は ヒ ジュラ暦二年の ズ！アル=ヒ ツジャ月の十日に行わ 
れた。預言者は広場で犠牲を屠り、イードの日が多くの人々によって盛大に祝われることを望んだ。観客の安全を講 
じることを条件に、剣を用いた民族舞踊が催され、預言者はアーイシャと共に預言者モスクの庭で、エチオピアの舞 
踊団が踊る剣の舞を観賞した。また預言者自身は見なかったが、アーイシャのそばで女奴隸たちが楽器を鳴らして踊っ 
た。預言者が断食あけの祭りで、礼拝に参加する前にナツメヤシを食べていた習慣はスンナとなり、それはイードの 
日にご馳走を振舞うという習慣を生み出した。祝賀も行われた。初期のムスリムたちが、おそらく預言者が「アツラー 
よ、ムハンマドとその家族を、そしてウンマをご承認ください」と言つたことにちなみ、「アツラーが私たちとあなた 

247 

方をご承認してくださいますように」というドゥアーで祝ったと伝えられている。 

預言者の時代の娯楽の一つが動物のレースであった。ここで重要なのは、レースに用いた動物は馬やラバ、 ラク ダ 
といった互いを攻撃しない種類の動物であったことである。預言者はそうした動物のレースを奨励した。訓練されて 
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いない馬の競走の距離は約千六百メ ー トルで、サニアトゥ•アル=ヮダ ー からバーニ.ズライクモスクまでであった。 
競走のために特別に訓練された馬の場合の競走の距離は約十キロであり、ハフヤーとサニアトゥ•アル=ヮダーの間 
を走った。レースの勝者には賞品が与えられた。レースには老若男女が観客となって参加し、レースの興奮を味わい 
楽しんだ。 

その他にも徒競走が行われていた。戦いの武器である弓矢は平時には重要な娯楽の道具であった。宴やお祭り、軍 
の遠征や交易のキャラバンの出迎えなどのときに楽器や太鼓を鳴らした。その他の娯楽として水泳、戦いの踊りの披 
露やその観賞、狩やレスリングなどの競技やその観覧などがあった。 

預言者は結婚を広く世の中に知らしめること、またそのときに楽器を演奏したり歌を歌ったりして祝うことを勧め 
ていた。招待客にご馳走を振舞うことも奨励した。預言者は人の生物的•社会的欲求を熟知し、人がいき過ぎることなく、 
合法の範囲内で娯楽という欲求を満たそうとすることを許していたのである。楽しむことは宗教的に許されないこと 
だ、といった考えを持つ人もいた。だが預言者はそうした人々に、「人々の楽しみを妨げないでほしい。いまは祭りの 
ときだ」と注意した。ただし、預言者が人々に娯楽として許していたものはあくまでハラール(勧められていること) 
のものであり、その中にハラーム(禁止されていること)のものは決して含まれていなかった。 

五医学と健康 

病気は人類の歴史と共に存在し、それを克服するための医学が発達してきた。イスラーム以前の時代のヒジャーズ 
地方には、ハーリス.ビン.カラダのようなイランで医学を学んだ医者がいたが、アラブ人の間では迷信的で誤った 
医術が蔓延していた。たとえば、人がへビに嚙まれると、その毒が体中に回らないようにと、その人が眠らないよう 
に頭上に鐘を吊るし鳴らしていた。斜視の人がいれば、粉を挽く水車の石を見せて治そうとした。ペストにかからな 
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いようにするためにロバのように啼いたり、病人は占い師のもとへ連れて行き、まじないを行わせた。神殿の偶像に 
犠牲を捧げ、それによって病人の体に入り込んだ悪魔を追い出し、病人を治療しようとした。 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)はこうした誤った、迷信的な治療法を取り止めさせ、医療に新たな見解を 
導入した。すべての病気にはそれぞれ固有の治療法があり、その治療法を探求することを推奨した。それに従わない 
者が治療を行い、患者に被害を与えた場合、治療を行った者は賠償金を支払わなければならないと定めた。病気になっ 
たときにはよい専門の医師に相談するようにと言った。伝染病が流行っているときは、感染地区には入らないこと、 
また感染地区にいる人はそこから出てはいけないこと、そして常に体や手、歯を清めるようにと教えた。預言者は晚 
年死の床にいるときですら歯を磨くことをおろそかにせず、ミスワーク(歯を磨くための小枝)を使うことを決して 
欠かさなかった。その他、預言者は食べ物はよく洗い身の回りを清潔にしておくこと、過不足なく飲んだり食べたり 
すること、食事の前後に手を洗うこと、病気になったときは治療を受けるようにと説いている。また医者に対しては 
病人に様々な治療法を示し、病状に適した薬を処方したり血を抜くことなどを求めている。 

預言者の医学にまつわるハデイースには、一般的な医療に関するもの、予防医学に関するもの、治療に用いる薬に 
関するものの三つがある。それらの多くは、当時のアラビア半島で行われていた誤った医療を正し、医療を発展させ 
る上で重要な役割を果たした。それらはのちに中世の医療をリードしたイスラーム医学の基盤を形成していくもので 
もあった。アブー.パクル•ラージーやイブン.シーナー、そして彼ら以降に登場した著名な医師たちの出した科学 
的解釈の根底にあったものは、クルアーンの医学に関する章句であり、預言者のハデイースであった。 

著名なハデイース集には預言者の医学に関する多くの言葉が存在する。その中には『医学の書』という題名で独立 
した一章となっているものもある。また『預言者の医学』という題名の書物もまとめられている。予防医学、治療法 
に関するハデイ^ —スには次のようなものがある。 

「誰であれ、医学の知識もないのに医療行為を行ったなら、自らがもたらした被害を賠償しなければならない」 
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「サアド.ビン•アブ ー •ワッカ ー スが病気になったとき、預言者は彼を訪問し『ハ ー リス.ビン.カラダを呼びな 
さい。彼はよい医者である。そして、あなたを治療させなさい』と言った」 

「アッラーは、病苦を与えられた場合、その治療方法も与えられる」 

「ある場所でペストが流行していると聞いたときには、その地を訪れてはいけない。自分の住む土地でペストが流行 
している場合は、その地を離れてはいけない」 4 
「あなた方に何があったというのか。歯が黄色くなっているのに私のそばにやって来る。ミスワークを使用しなさい」 

六文学 
a 演説 

演説は預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)が人々をィスラームに招き、聞き手を説得するために用いた手段で 
ある。それは金曜礼拝やィードの日などの定められた日に行われるものから、日時の限定なく行われていた演説もあ 
る。後者の例として、戦いを前にした兵士たちへの呼びかけを挙げることができる。また人々に何かを教えようとし、 
相手から質問されたときなどにも説教や討論が行われた。たとえばナジュランのキリスト教徒たちとの間で行なわれ 
た討論などがそれに当たる。預言者としての活動の初期、サファーの丘でマッカの人々に対し、アッラーの他に神は 
存在しないと語ったのは、預言者の最初の説教とされている。 

預言者の布教という任務においては、演説は目的ではなく手段の一つであった。そのため演説は簡潔な言葉で行われ、 
文学的表現や重々しい言い回しで言葉を飾ったり、芸術的な趣向が凝らされることはなかった。文学的表現を競い合 
う大会に参加することはなく、タミーム族によって提案された演説大会も受け入れなかった。 

預言者は演説の多くを「アッラーに讃えあれ。アッラーに感謝し、庇護を求めます」、もしくは「アッラーを讃え感 
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謝します」という言葉で、ときには 「アッラ^ — のしもべた ちよ、アッラ^ —のご意志に反することを避けるようにして 
ください」という言葉で始めた。そして アッラー に感謝を捧げた後で、「人々よ」という呼びかけを行った。預言者が 
「人々よ」と呼びかけたことは、その メッセー ジがムスリムだけにとどまらず、すべての人々を対象としていたことを 
示している。演説の冒頭には必ず 「アッラー に感謝します」という言葉が唱えられた。ただし- X ;1 ドの日の説教では 
タク ビ ー ル (「アッラーフ•アクバ ル (アッラー は偉大なり)」と唱えること)が最初に行われた。 

預言者の演説は、偶像崇拝やあらゆるイスラーム以前の時代の信仰を放棄することを呼びかけ、すべての人々を闇 
から光へと導き、イスラームへと招くものであった。そしてイスラームの信仰の素晴らしさや人が現世と来世で幸福 
となる道、ジハード(アッラーの道において奮闘努力すること)の意義などを含んだ内容となっていた。最後の巡礼 
で行った説教は特に有名である。この説教の内容についてはすでに述べてあるのでここでは触れない。預言者の演説は、 
物質的、精神的を問わず人が生きていく上での切実な問題にかかわるものであり、個人や集団が抱える問題を解決す 
るためのものであることは明らかである。預言者はいつも演説を短く切り上げ、また人々にもそのように勧めていた。 

預言者は演説をするとき、声の出し方や話し方を聞き手の数や態度、話の内容に応じて変更した。聞き手が少なく、 
特に対話という形の説教の場合、よく座って話をした。声がよく届くように必要に応じて立ち上がり、話す場所や時間、 
立場によっては説教台や乗り物の上、あるいは高い岩の上から呼びかけた。それは聞き手が預言者をよく見ることが 
でき、また声がよく届くようにという配慮からであった。サファーの丘から人々に呼びかけたときには、そこの一番 
高い岩の上に立った。マッヵの征服の際には、ヵアバ聖殿の階段にのぼって演説した。別れの説教とミナーでの演説 
はラクダのあぶみの上で行った。 

預言者は必要に応じて身振り手振りを交えて演説した。聞き手の状況を常に考慮し、話すときに一人の人物だけを 
見つめたり、一点を見つめたりすることはなかった。話を必要以上に長くすることもなかった。下書きした原稿を読 
むことはなく、いつも即興で話した。それにもかかわらず言葉につまったりすることはなかった。質問はいつでもど 
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んなときでも受けつけた。モスクや家でも、路上や説教台でも、演説の途中や旅の途中でも、夜中や病気のときにで 
も、あるいは混雑した人々の中でも質問を受けつけた。なぜなら質問をした人は、そのときまさに学び知識を吸収し 
たいと思っていたからである。質問への答えを遅らせることはなく、また答えを早く切り上げようとはせず、質問者 
の満足を第一とした。答えが啓示の中にない場合には啓示を待った。預言者と話している人が言葉を終える最後まで 
必ず耳を傾けた。わかりやすく明瞭に話をした。預言者のこうした特性は、子供時代の多くの時間を乳母であるハリー 
マの一族の中で過ごしたことに由来している。ハリーマの一族であるサアド族は、アラビア半島の中で最も明瞭な言 
葉を話す部族の一つであった。預言者はそこで少ない言葉で多くの意味を表現する能力を身につけた。彼の簡潔な言 
葉と話し方を言い表す「ジャワーミウ ル•カリム(ひと 言の中に多くの意味が含まれている)」という表現は、預言者 
自身によってもその特徴を示す言葉として用いられている。事実、諸文献には預言者の話をする能力については多く 
のハデイースが存在する。 

教友たちの中にも立派な話し手がいた。様々な部族の訪問団が預言者と話をするとき、預言者はときにその相手を 
教友たちの中の話し手に委ねることがあった。サービト•ビン.カイスはそのよ、っな話し手の一人で「預言者の弁士」 
として 知られていた。 

b 詩 

イスラームが誕生した当時のアラブ社会における詩の重要性と大きな影響力については先に述べたとおりである。 
詩はイスラームの時代となってからも、ムスリムと多神教徒たち 1の関係において重要な役割を果たしていた。多神教 
徒たちは預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)を「気狂い詩人」とやゆしていた。クルアーンはこの言説を否定し、 
それは多神教徒たちが嘘をついているからだとしている。預言者は詩人ではなかった。クルアーンでは「われはかれ 
(預言者)に詩を教えなかった。それはかれに相応しくない」と述べられている。多神教徒たちの主張に対し、クルアー 
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ンは偶像崇拝の時代の詩人や詩、そしてそれらに従う者を次のように非難している。「また詩人たちのことだが、(悪 
魔に)唆された者たち(だけ)が、かれらに従う。あなたは、かれらがすべての谷間をさ迷い歩くのを見なかったのか。 
またかれらは、自分の行いもしないことを口にするではないか」ただしその後で、詩人たちの中でも「信仰して善行 
に勤しむ者、また アッラー を多く唱念し、迫害された後には自らを守る者」は別であるとし、悪事を唆さず、よい目 
的のためにつくられた詩は、その前の言葉で非難されている詩とは区別している。すなわちクル ア ーンでは、芸術の 
一分野としての詩や詩人についてではなく、詩が人を悪い方へ逸脱させるという側面を非難しているのである。そし 
てクルアーンは詩ではなく、預言者は詩人ではないと指摘している。 

多神教徒たちは詩が、イスラームの力を強めていくことを恐れ、詩人たちがムスリムとなるのを妨害した。飲酒や 
賭博、女性を好んだ著名な詩人アーシヤーは、預言者を讃えて詠んだ定型詩を彼に捧げ、ムスリムになる決意をして 
ヒジュラ暦六年(西暦六二八年)にイエメンからヒジヤーズ地方へと移って来た。それをクライシュ族の多神教徒た 
ちは脅威に感じた。この詩人のものの見方を熟知していたアブー.スフイヤーンは、イスラームが飲酒•賭博.姦通 
を禁じていることを彼に告げ、その訪問をやめさせ帰郷させようと試みた。さらに多神教徒たちは、近々自分たちは 
ムスリムたちを打ち負かすであろうと伝えた。もしすぐに打ち負かすことができなくても一年後に再度試みる予定で 
あると詩人に伝え、彼に百頭のラクダを贈り帰郷させた。しかしアーシヤーは、自分の村に着く直前に落馬し命を落 
としている。 

イスラームは音楽や詩のすべてを禁止しているわけではない。それらの中で人々を誤った道へと誘う内容のものを 
否定しているにすぎない。預言者は人を悪事に誘ったり混乱を引き起こすような詩について、教友たちに警告を与え 
ている。預言者は詩にいくらでも英知を見出すことができる、ということを次のような言葉で表現している。「詩のい 
くつかは、英知である」 

預言者は詩の中の気に入った言葉について語ることがあった。たとえば著名な詩人ラビドゥの言葉について次のよ 
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うに語っている。「詩人たちの語った言葉の中で最も正しい言葉は、ラビドウの『アッラ ー 以外のすべては迷信』とい 
うものである」 

また預言者はムスリムではない詩人たちの詩でも、よい徳によって書かれた詩を教友たちから聞いたときには、そ 
の詩の内容が気に入ったと伝えることを忘れなかった。たとえば、イスラームが誕生した時代に生きつつもムスリム 
にはならなかったウマイヤ.ビン•サルトウの詩を耳にして、「ウマイヤはもう少しでムスリムとなるところであった」、 
「ウマイヤの舌は信仰を得ていた。しかし心はクフル(不信仰)から救われることはなかった」と感想を述べている。 

預言者とムスリムたちは、マッカ時代にもマデイーナ時代にも、多神教徒たちの武力による攻撃に加え言葉による 
攻撃にもさらされていた。言葉による攻撃の顕著な例として、アブ！スフイ^ン.ビン.ハーリスやアブドウッラ ー. 
ビン.ジバラ、ドウラ^~ル•ビン•ハッタ^~ブ、フ 'ハイラ•ビン•アブ^~ •ワフブ、アブ^~ •アッザのようなクライシユ 
族の詩人たち、あるいはウマイヤ.ビン.アブー•アッ=サルトウ、アナス.ビン.ズナイムのような他の部族に属 
する多神教徒の詩人たちによる攻撃を挙げることができる。詩によるイスラームへの攻撃に対し、同じ手段で対抗す 
ることが必要だとの確信を抱いた預言者は、ムスリムたちに助けを求めた。この求めにハッサーン.ビン.サービト、 
カアブ.ビン•マーリク、そしてアブドウッラー.ビン•ラワハが応じた。イブン•ヒシャームの『預言者の生き方』 
という著書には、バドルやウフドの戦い、塹壕の戦い、マッカ征服やフナインの戦いについて、多神教徒の詩人、ム 
スリムの詩人双方によって呼びかけあう形で書かれた詩が紹介されている。 

預言者の時代、詩は イスラ ームを広めるために も 用いられた。ハッサー ン.ビン. サービトの イスラ ーム以前の時 
代の誤った考え方や部族主義の愚かさを詠んだ詩は、 イスラ ームが広まる上で大きな影響を及ぼした。ハッサーンは 
そのことに関して強い意志と確信を持って詩を書いた。預言者は詩によって イスラ ームに大きな貢献をしたハッサー 
ンを高く賞賛している。ユダヤ教徒の詩人カアブ. ビン. アシュラフは、バドルの戦いののちマッカに赴き、その戦 
いの中で死んでいった多神教徒たちを詩に詠み、 クライ シュ族のムスリムへの報復心を煽った。それに対しハッサー 



ン•ビン•サ ー ビト は、 カ アブ. ビン. アシユ ラフと 彼を家に招く人々について詩を詠んだ。その詩の反響は大きく、 
その後カアブを家に招く勇気を持つ者は誰もいなくなった。 

アブドウッラー•ビン.ラワーハも自らの詩の芸術性を、預言者とイスラームの教えを守るために、また多神教徒 
たちを風刺するために用いた。ハッサーン.ビン•サービトとカアブ.ビン.マーリクは、その詩で多神教徒のクライシユ 
族やその人々の欠点をあげつらい、アブドウッラー.ビン•ラワーハは彼らの不信仰とイスラームの教えへの執拗な 
までの憎悪を皮肉った。預言者はアブドウッラーの詩にも賞賛の言葉を送っている。ムスリムたちが小巡礼のために 
マッカに入ったとき、アブドウッラー•ビン•ラワーハが「不信心者たちよ、アッラーの使徒の前から退け」という 
言葉で始まる詩を詠みだした。ウマルは彼を黙らせようとしたが、預言者はウマルを押しとどめ、「干渉してはいけな 
い、ウマルよ。彼の自由にさせなさい。彼の詠む詩が不信心者たちに及ぼす力は、矢の力よりもずっと強いものなの 
だ」と言った。 

マッカ征服の際、アブドウッラー.ビン•ジバラやアナス.ビン•ズナイムのような、それまで多神教徒の側にい 
た詩人たちは、いち早く生命の危険を感じて逃亡した。しかしその後、預言者のもとを訪ねムスリムとなった。それ 
以後は預言者を褒め称え、彼の赦しを乞い願う詩を書いた。著名な詩人カアブ.ビン•ズハイルはマデイーナに預言 
者を訪ねムスリムとなった。そして r ハーナト•スアード』という韻律詩を書いた。彼はこの詩で、スアードと名づ 
けた愛する人への思慕と彼女を思う心の痛みを表現し、その美しさにどれほど恋焦がれているかを詠みあげている。 
そして預言者について語り、彼の崇高さを称え赦しを求めた。預言者はその詩にたいへん心を動かされ、身につけて 
いた外套を脱いでカアブに贈っている。預言者の聖なる遺品として、今日トプカプ宮殿博物館に保管されている「聖 
なる外套」がそれである。 
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七書くこと 

イスラームは、預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)に最初に啓示が下されて以来、書くことを大切にしている。 
クルアーンにおいても、文字を書くための道具である筆や書いたものに誓いを立てている。またクルアーンは紙上や 
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帳簿に記されたものにも重きを置いている。 

先にも触れたように、預言者の活動においては文字が大きな役割を果たしている。預言者は知識を文字に表すよう 
に命じ、また子供たちに読み書きを教えることは父親の義務であるとしている。教友たちに読み書きを学ぶことを奨 
励した。最初の啓示以来、アッラーから下された言葉は文字にして記録させた。預言者の周りには、啓示された言葉 
を書きとめ、様々な条約を記録し、手紙を書き、その他文字を使う仕事を受け持つ多くの書記たちがいた。預言者は 
条約を文字として記録させ、近隣諸国の為政者たちに書簡を送った。このようにして預言者の時代に読み書きのでき 
る人の数は増えていった。預言者の時代以降、イスラーム諸国では急速に文字が発達し普及していった。アラブ人の 
間では詩の本がよく読まれた。バドルの戦いでムスリムの捕虜となった多神教徒の兵士たちの中で賠償金を支払うだ 
けの資産がなく、読み書きができる男たちは、十人の子供に読み書きを教えることを条件に解放されたとのエピソー 
ドはすでに述べたとおりである。当時、石版や木版、骨片、布、皮革、パピルスなどが筆記用具として用いられていた。 

預言者はアラビア文字の発達にも寄与している。アラビア文字の互いに似た形を持ついくつかの文字に点が打たれ 
るよう になった ことにつ いて、一説にはそれは イスラー ム以前の時代に始まったと言われているが、預言者の時代に 
始まった という 説もある。実際、預言者は書記の一人であったムア ーウイー ヤに文字に点をつける ことを 勧めている。 

八環境 
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神から与えられたもの(自然)を大切し、他の様々な被造物と共存して生きることを勧めた預言者ムハンマド(彼 
の上に平安あれ)は、現代でいう環境保護の観点からも有意義な活動を率先して行い、人々にもそのことを推奨した。 
それらは今日の環境保護の活動家たちが環境問題解決のために提案している事柄ときわめて類似し、中には一致して 
いるものもある。預言者は自然環境の保護と、人が暮らすのにふさわしい生活環境の創出を目的としたいくつもの活 
動を行っていた。 

預言者は森林の保護や植樹を奨励した。ハデイースには、植物の緑が地球の生態系を保つ上で大きな役割を果たし 
ているとの記述が多々ある。預言者は一部の樹木、ことにナツメヤシには特別の注意を払っていたとされる。自ら植 
林活動を行い森林づくりを進めるとともに、すでにある森林の保護に努めた。一度に五百本のナツメヤシの木を植え 
たこともあった。古くからの森林地帯であったズライブ地方に新たな植林を行った。この地域はその後、「森」という 
意味の「アル=ガーパ」という名称で呼ばれるよ、っになった。また一定の地域を特別な保護の対象とした。これらは 
ハリーム(あるいはハラーム)地域やヒマー地域、すなわち禁止地区や保護地区と呼ばれた。そこでは木を切ったり 
草を刈ったり、鳥や動物を狩猢することは禁じられていた。 

預言者は機会あるごとに植樹を奨励し、それに対し現世や来世において報奨が与えられると述べている。そこには 
預言者の次のよ、っな言葉が記されている。「あなたが木の苗を持っているなら、たとえ世界の終焉が始まろうとしてい 
たとしても、時間がある限り必ずそれを植えなさい」、「誰であれ木を植えるなら、その木がもたらす果実の 量 だけ アツ 
ラーはその人の善行として記されるだろう」、「誰であれ、乾燥した不毛の地を再生させるならば、それにより アツ ラー 
から報奨が与えられるだろう。人々や家畜がそこから益を得るたびに、そこを復活させた人のサダ カ (任意の施し) 
として記録される」、「ムスリムのうち誰かが木を植えれば、その木から生み出され食べられたものはその人のサダ カ 
となる。鳥たちが食べたものもサダ カと なる。すなわち皆がそこから食べ、果実が減った分が、その木を植えたムス 
リムのサダ カと される」。このようにハ デイー ス収集の第一人者であるブハーリ ー は植樹に関するハ デイ ー スを一冊の 
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283 

書物としてまとめている。 

預言者は自然環境保護区も設けている。マデイーナとターイフはその中で最も重要な保護区である。現代の基準で 
いうならばマデイーナの三十ニキロ四方が保護区域とされ、動物の殺りくや木々の伐採が禁じられた。ターイフのサ 
キーフ族の代表団がヒジュラ暦九年にマデイーナを訪れムスリムとなったとき、預言者は彼らに守るべき事柄を記し 
た文書を与えている。政治や経済、社会的な問題について言及しているこの文書の中で、環境に関することとして、 
彼らの住む渓谷全体が保護区域であり、自生している木を切ったり動物を殺したりすることは禁じられるとされてい 
る。預言者はワッジュ渓谷の保護管理官としてサアド.ビン•アブ！ワッカースを派遣している。夕1イ族やジュラシュ 
族は自分たちの住む土地を保護区域にしてもらえないかと要請し、のちに預言者はそれを承認している。 

このように預言者は、現代になってようやくその価値が認められ、必要性が認識されるようになった国立公園や鳥 
獣保護区、緑化区域といった環境保全活動を今から千四百年前に始めていたのである。預言者のこうした活動の結果、 
多くのアラビア半島の自然環境が保護されてきた。アブー•パクルやゥマルもまた預言者が定めた保護区域を守るた 
めに力を尽している。 

預言者は命あるすベてのものを愛した。その中でも馬、ラクダ、羊、山羊、さらにネコやハトに対しては特別な関 
心を抱いていた。機会をとらえては、人は動物の生存権を尊重しなければいけないと人々に説いた。最も多忙なとき 
ですら動物の保護や世話に携わっていた。マッカ征服を目指して進軍しているとき、道端に子犬に乳を与えている犬 
がいた。親の犬は子犬を守るために兵士たちに向かって吠え立てた。そのとき預言者は、兵士たちが犬の親子に危害 
を加えることのないように、教友のジュアイル.ビン•スラーカを犬の前に立たせ守らせたのであった。 

フナインの戦いの後、スラーカ.ビン.マーリクがジラーナに滞在中の預言者のもとを訪ねてきた。スラーカが自 
分のラクダのために水飲み場に水を満たしておいたところ、その周囲に放牧されていた持ち主のいないラクダが水を 
飲んだ。彼はそのことについて自分に報奨があるかどうかと預言者に聞いてきた。預言者は喉の渴いた生き物に水を 
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87 

与えることにはアッラ ー の報奨があると教えた。 

多くのハディースで、動物たちによく振舞うこと、いたわりや慈しみの心を持って接すること、彼らに苦痛を与え 
ないこと、過重な荷物を負わせないこと、十分な世話をすること、その存在をないがしろにしないこと、その生来の 
特性に適った形で使役することなどが命じられている。 

動物の子供たちについても配慮がなされていた。たとえば山羊の乳を搾っていた人に、預言者は子山羊のために十 
分な乳を残して おくよう にと命じている。また鳥の巣を壊す こと やそこから卵やヒナを取る こと も禁じた。楽しむた 
めだけに行う狐も好ましくないとしている。 

預言者は多くの広い部屋と広い庭を持つ家をつくることを奨励していた。しかし家の高さを二階以上にすることは 
許可しなかった。高い建物をつくっている現場があれば、その工事を中止させたとも伝えられている。また通路を狭 
くすることもよしとしなかった。預言者は戦いのときの天幕の張り方に至るまで秩序を保ち均衡のとれたものを建て 
ることを好んだ。 
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預言者と社会の様々な階層の人々 

I 子供たち 

次世代を守り育てることは、 ィスラー ムの根本的な目標の一つである。次世代を守ることは、子供を持ち育てること、 
すなわち誕生から結婚までの間子供たちと関わっていくことによって可能となる。預言者ムハンマド(彼の上に平安 
あれ)は人々に結婚し、子供を生み、そして健全に育て上げることを奨励している。子供を見守り育て上げることに 
おいても、他の家族のメンバーに対するのと同様に、家族の中の年長者に責任があると指摘している。このことにつ 
いて次のような預言者のよく知られている言葉がある。「あなた方は羊飼いであり、自分が率いる群れに対して責任を 
負っている」子供たちの世話を熱心に焼く女性たちを誉め、彼女たちに子供に対して愛情と慈しみの心を持って接す 
るよう説いている。 

子供たちへ深い愛情と慈しみの心を抱いていた預言者は、子供たちと真剣に向き合い、子供たちの目線に立ち、彼 
らの声に耳を傾けるように求めている。預言者は子供たちを胸に抱き、口づけをし、優しく髪を撫でた。ある日預言 
者が孫のハサンのほほに口づけをしてかわいがっていたとき、そばにいたアクラ•ビン•ハービスが「あなたは子供 
たちに口づけをするのですか。私には十人の子供がいますが、誰にも口づけをしたことはありません」と言った。預 
言者はそれを聞いて「慈しみの心を持たない者には慈しみを持った振舞いはなされない」と彼に答えた。また、「あな 
たは子供に口づけをするのですか。私たちはしません」と言った者に、「アッラーがあなたの心から慈しみの心を取り 
除いてしまったのであれば、私に何ができよう」と答えている。 


預言者は子供たちを大切にし、彼らの望みを叶えることにも重きを置いていた。礼拝を行うときや説教を行うとき 
ですら、そうした態度を変えることはなかった。諸文献は、預言者が孫を抱いて礼拝に来て、子供を下ろして礼拝を 
始めサジュダの姿勢をとったとき、子供が背中の上に乗ったため子供がそこから降りるまでサジュダを長く行ったこ 
とや、自分の娘ザィナブの娘ゥマーマを肩に乗せて礼拝していたことなどを伝えている。預言者は子供たちと親密に 
し、挨拶を交わし近況を尋ねていた。ときには子供や孫たちを肩に乗せていた。子供たちの名前をつけ、彼らと遊び、 
楽しませていた。子供たちも預言者をしたっていた。預言者が旅から戻ったときには、子供たちが必ず彼を迎えに出 
た。聖遷のときアブ！アィユーブ.アル=アンサーリの家に客となった際、ナッジャール家の幼い娘たちが歌を歌っ 
ていた。預言者は彼らに「君たちは私のことを愛しているかね」と尋ねると、子供たちは「はい、アッラーの使徒よ」 
と答えた。そして預言者は「アッラーに誓って言うが、私も君たちを愛しているよ」と同じ言葉を三回繰り返したの 

であった％ 

預言者の子供たちへの愛情はマディーナ以外でもよく知られ、ゥムラトゥル.カダー ( ヒジュラ暦七年に行った、 
その前年にできなかった代わりの巡礼)のためにマッカに入ったときにはハーシム家の子供たちが預言者を出迎え、 
喜びのあまり預言者の周りを走り回った。 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)の時代、子供たちは社会の構成員の一人であった。ィードの礼拝には、女 
性と共に子供たちも参加した。また預言者は戦いの際に女性や子供を殺すことのないようにと兵士たちに厳命してい 
た。子供たちが経済的に豊かになること、父親の資産があるのに周囲の人の世話になるよ、っなことをしてはならない 
と説いた。預言者は、財産のすべてをアッラーの道のために捧げようとしたサアド.ビン•マーリキの行為をよしと 
せず、「子供たちのために何を残しましたか」と彼に尋ねた。そしてサアドが何も残していないことを知るや、財産の 
九割を子供たちに残すようにと命じた。サアドはアッラーに財産の三分の一を捧げると主張したが、預言者はそれで 
もまだ多すぎると伝えたのである。また財産のすべてをある遠征のために捧げたアブー.パクルにも、「子供たちに何 
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を残しましたか」と尋ねており、預言者がいかに子供たちを大事にしていたかがよ くわ かる。 

預言者は礼拝をしていたとき、子供たちの泣き声を耳にし、子供たちが泣きやむよう、そして母親の気持ちが辛く 
ならないよう、クルアーンの短い章を読んで礼拝を早く切り上げた。礼拝でクルアーンの長い章を読むつもりであっ 
たときですら、子供たちの泣き声を耳にするやそれを断念した。こうしたエ ピソ ー ドは預言者の子供たちや母親に対 
するいたわりを表すものであると同時に、当時、モスクに女性たちが小さな子どもを連れてやって来ていたことをよ 
く物語っている。 

預言者は子供たちを虐待すること、戦場のような場所に連れて行くことや、彼らを無理やり働かせるといったよ 
うなことはいっさい行わなかった。バドルの戦いに赴いたときは、マデイーナ郊外で軍隊を止めさせ、何人かの教友 
たちはまだ戦いに赴くには十分な年齢ではないとしてマデイーナヘ戻らせている。戻された子供たちの中には、当時 
十三歳であったアブドウッラ^~ •ビン•ウマルとベラ^ — •ビン•アジ^ —ズ、そしてザイド•ビン•サ^ — ビトが含まれ 
ていた。十六歳のウマイル•ビン.アブー.ワッカースも戻されるところであったが、どうしても参加したいと泣 
き叫んだために特別に同行が許された。ウフドの戦いに赴いたときにも、シャイハインと呼ばれる場所で軍を止め、 
二十人近い教友たちを年が幼いという理由でマデイーナヘ戻している。塹壕の戦いのときには、成人に達していない 
子供たちには塹壕堀に参加することだけを認め、敵軍の包囲が始まると彼らを城壁の中の家族のもとに帰した。この 
戦いにおける敵の包囲軍の数はムスリム側の三倍に達しており、一人でも多くの兵士を必要としている状況にあった。 
この戦いで戦列に加わったザイド.ビン•サービトやアブドウッラー•ビン•ウマルが十五歳であったことを考える 
なら、この年齢に達していない子供たちは家族のもとへ帰されたと推測することができる。 

ヒジュラ暦九年にマデイーナを訪れたタミン族の一団の中に、当時まだ子供であったアムル.ビン.アフタムがい 
た。一行はアムルをそこに残し荷物の番をさせた。預言者はその一団の人々に、「全員私の贈り物を受け取ったかどうか」 
と尋ねた。彼らは荷物の番をしている子供がいることを伝えた。預言者がその子を連れてくるようにと求めたところ、 
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彼らはその子は生まれに問題があると言った。しかし預言者は「そんなことはかまわない。彼も代表団の一員として 
ここに来たのであり、贈り物を受け取る権利がある」と言って、アムルに贈り物を与えたのであった。 

子供たちに関し預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)がもたらした最大の変化は、女の子を男の子と同等の地位 
に置いたことであった。イスラームが生まれた当時、アラブ人の女の子に対する振舞いは社会問題にまでなっていた。 
イスラーム以前の時代、女の子は家庭の厄介者と見なされ、社会的には恥ずべき存在とさえされていた。さらには経 
済的.社会的不安から子供たちが殺害されることも少なくなかった。クルアーンはイスラーム以前の時代の人々の女 
の子に対する態度を批判し、女の子の殺害を厳しく非難し、禁じている。。預言者も女の子に特別の価値を与えていた。 
女の子を育てている人を賞賛し、女の子を侮蔑したり悪意を持って接することなどを禁じたのである。 

イスラーム以前の時代、女の子を生きながら埋めて殺し、のちにムスリムとなった人々は預言者のもとを訪ね、か 
つて自分たちはどのようにして子供を埋めたか告白した。預言者はその話に心を揺さぶられ涙を流した。あるとき、 
一人の男が預言者のもとを訪ね、自分が自分の子供に手をかけてしまった詳細を語った。「アツラーの使徒よ、私たち 
はイスラーム以前の時代、偶像を崇拝し女の子を殺してしまうよ、っな民族でした。私にも一人の女の子が生まれました。 
その子が話ができるようになって、私の声に応えるその子の声を聞くのが喜びでした。そしてある日、その子を呼び、 
穴のところへ連れて行ったのです。そして井戸のところに来たのです。子供は何も知らずにいました。そして私は子 
供の手をつかみ穴の中に投げ入れました。私が最後に耳にした子供の声は穴の中に響く『お父さん、お父さん』とい 
う声でした」 

男の話に預言者は涙を流し、それを手のひらでぬぐった。その場にいた一人の男が「アツラーの使徒よ、彼はあな 
たを悲しませたのですか」と尋ねたところ、預言者は「気にすることはない。彼は自らが犯した罪と悔恨を語ってい 
るのだ」と答え、もう一度同じ話をさせた。男が再び話し終えると、預言者はひげが濡れるほど涙を流し、「アツラー 
はイスラーム以前の時代の悪しき習慣をなくされた。あなたもこれからは善いことを行うように努力しなさい」と男 
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を慰めた 03 

預言者は戦争捕虜の中にいる子供たちのことをも憂慮し、成人に達していないクライザ族の捕虜の子供たちを母親 
のそばから引き離さないように命じている。 

預言者のスンナ(慣行)を注意深く見ていくと、子供になすべき親の義務について次のように要約することができる。 
きちんとした名前を与えること、良い教育を受けさせること、結婚させること、そして子供たちの間に区別をつけず 
同等に接すること。預言者は子供の名前を注意深くつけるべきであると教えている。「あなた方は審判の日、自分の名 
前、そして父の名前によって呼びかけられる。良い名前をつけなさい」預言者は偶像崇拝にまつわる名前、イスラー 
ムの教えにふさわしくない名前は変えるように勧めていた。自らそのような名前を持つ人の名前を変えてやることも 
あった。アツラ^~以外の何者かにしもべとして仕えることを意味するような名前をつけることをハラ^~ム(禁止され 
ていること)とし、そのような名前は変えさせていた。アツラーの特徴を示す意味を持つ名前を「アブドウ(しもべ)」 
という言葉を用いずに使うことについて、ここで簡単に触れておきたい。アツラーの美名が、「しもべ」という言葉な 
しに使われることは、外見上のことだけであったとしても、唯一神信仰に反するものであり、適切なものとはされな 
かった。ただし、アブドゥルカデイル、アブドゥルラウフという名前が一般に広く用いられているように、カデイル、 
ラウフといった名前もアラブ人ではないムスリムたち、ことにトルコ人の間ではよく用いられている。これはおそら 
く、トルコ語でアブドゥルカデイル、アブドゥルラウフといった名前の発音が困難であったことに起因するものであ 
ろう。しかし、こうした名前がこのような形で使われることが唯一神信仰に反するものであると言い切ることはでき 
ない。子供に名前をつけるとき基本的に注意しなければならないことは、その名前が唯一神信仰に反する意味を持っ 
ていないこと、そして誹謗中傷の対象となるような名前を選ばないことである。イスラームの信仰や道徳に反するも 
のでない限り、アラブ人ではない人々の名前が用いられても問題はなく、名前を変えることなく現代まで使い続けら 

れている031 
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預言者は子供が親から与えられるものとして、良い名前と共に、良い教育を挙げている。教育やしつけは親が子供 
に残せる最も価値ある遺産であるとしている。 

親は子供を育て次の世代へとバトンをつなぐ責務を負っている。それは子供に家庭を持つのに十分な礎を築いてや 
ることによって果たされる。いくつかのハディースには、子供たちが結婚していないがために不法な姦淫などの罪を 
犯すことがないよう、親は彼らを結婚に導いてやらなければならないとの預言者の言葉が伝えられている。 

預言者は、親が子供たちに平等に接することは彼らの義務であり、それは子供たちにとって当然の権利であること 
を明らかにしている。子供たちは、性別や年齢、実子か義理の子であるかを問わず平等である。預言者は「アッラー 
を畏れなさい。そして子供たちに対し平等に接しなさい」と命じている。そして子供たちへの財産の分配は平等に行 
わなければならないとしている。したがって親は、贈り物や遺産といった物質的なものに限らず、愛情や慈しみといっ 
た精神的な事柄においても、子供たちに平等に接する必要がある。そうでなければ、兄弟同士が互いに嫉妬し、悪感 
情を抱くようになるからである。 

二若者たち 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)はイスラームを広めるに当たって、新しいものを受け入れ、理想を追求す 
ることができる活力のある若者たちから大きな支援を受けた。預言者は布教を始めた当初から、女性、男性、青年、老人、 
金持ち、貧しい人々、奴隸、自由人といった区別をすることなくすべての人々をイスラームへと招いた。事実、最初 
の頃入信したイスラーム教徒を調べてみると、そこに社会のあらゆる階層の人々が含まれていたことがわかる。しかし、 
その中の多くが若者であったこともよく知られているのである。 

マッヵの発言力を持った有力な一族のメンバーであった若者たちは、イスラームに対し老人や奴隸、貧しい人々、 
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孤独で無力な人たちが感じていた共感や関心ょりもなお強い愛着を感じていた。イスラームを広める上で、預言者を 
支え助けたのは若者たちであった。最も初期にイスラーム教徒になった人々の中で五十歳前後と三十五歳前後がそれ 
ぞれで数人いたが、残りの人々はすべて三十歳以下の若者たちであった。たとえばアリーは十歳、ザイド.ビン•ハー 
リサは十五歳、アブドゥッラ！ビン•マスードとズバイル.ビン•アッワムは十六歳、タルハ！ビン.ウバイドウッ 
ラ^—、アブドウ;1/ラフマン•ビン•アウフ、アルカム•ビン•アブ^ — •アル=アルカム、サアド.ビン•アブ^ — •ワッ 
カスは十七歳、ムスアブ.ビン.ウマイルは十八歳から二十歳、アブドゥッラ ー. ビン•ウマルは十八歳、ジヤーファ 
ル•ビン•アブ^~ •夕' ~ リ- ~ブは二十二歳、ウスマ^~ン•ビン•フワリス、ウスマ^ —ン•ビン•アッファン、アブ^ — • 
ウバイダ、そしてのちにカリフとなるウマルは二十五歳から三十一歳の間にイスラームに入信している。彼らの他に 
も多くの人々が若いときにイスラームを受け入れている。これらの人々の中から、イスラームのマッカ時代、マデイー 
ナ時代、そして預言者の死後の時代に重要な役割を果たした人々が育っていった。彼らの中から、のちの国家の長、知事、 
裁判長、教師、そして諸国を征服した司令官となった人々が現れたのである。 

こぅいった若者たちの活躍の一例として、十七歳でイスラームを受け入れ、のちに預言者に自らの家を提供したア 
ルカーム.ビン.アブルアルカームのイスラーム初期の時代に果たした役割について触れてみたい。預言者として活 
動を始めた最初の数年間、預言者がアルカームの家で行っていた活動は、イスラームの布教において画期的なもので 
あったことが知られている。その家は布教活動を進めていく上で便利なところに立地していた。カアバのハラーム地 
区(聖域)に含まれており、サファーの丘の裾野に位置していた。巡礼に訪れた人々が、他人の目を気にすることな 
くその家で預言者と会ぅことができたのである。さらに、マッカのイスラーム教徒たちも容易にアルカームの家を訪 
れることができた。預言者はこの家で教友たちにイスラームを教える一方で、他の人々をイスラームへと導いていた。 
この家での活動の結果、多くの人々がイスラームに入信している。ウマルはこの家でムスリムとなった最後の人である。 
アルカームの家がイスラーム布教の拠点として利用されることにょり、初期のムスリムたちの入信の土台が築かれた 
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のである。事実、歴史家たちは、初期の教友たちの入信について、「アッラーの使徒がアルカ ー ムの家に来る前、もし 
くは後」「アルカームの家にいたとき」といった表現で記録している。 

イスラームの初期において多大な貢献をした若者の一人がアリーであった。アリーの青年時代の活躍はよく知られ 
ている。アリーの名を高めたのはその青年時代、二十歳から三十歳までの間の様々な活躍である。 

若者たちはマッカ時代、イスラ ー ムがアラビア半島の外に紹介されていったことについても、大きな役割を果たし 
ている。エチオピアに二十五歳のとき移住したジャフアル.ビン•アブー•夕1リブが、イスラーム擁護のためにエ 
チオビアの支配者やキリスト教の指導者、さらに宮殿の役人たちの前で行った演説は、文学的にも内容的にも、歴史 
書の一頁を飾るほどのものであった。 

アルカームの家で入信したムサアブ.ビン.ウマイルは、第一のアカバの誓いののち、預言者によって教師として 
マデイーナに派遣された。当時二十五歳の若者であったムサアブの活動によって、多くのマデイーナの住民がイスラー 
ムに入信している。何よりも重要なこととして、彼はウサイド.ビン.フダイルやサアド.ビン•ムアズのよ、っな有 
力な一族の長を入信させている。著名な歴史家であるイブヌール.アシールは、ムサアブのこのよ、っなめざましい活 
躍はイスラームが勢力を拡大していく上で大きな役割を果たしたと指摘している。 

若者たちの活躍はマデイーナ時代においても注目すべきものであった。ここではザイド.ビン•サービトの活躍に 
ついて触れてみたい。預言者が近隣諸国の支配者やアラブの諸部族に送った書簡の多くは、ザイドによって書かれた 
ものである。さらにザイドは、そうした人々からの返事の手紙を訳すために、預言者の命によってへブライ語とアラ 
ム語を学んでいる。遺産分配にも能力を発揮したことから、戦利品の分配も彼の役目とされた。啓示を書き記す役割 
の書記の一人であったザイドは、預言者が亡くなったとき二十一歳前後であった。ザイドはアブ！パクルの時代、 
クルアーンの編纂の役目を与えられ、それを見事にやり終えた。このような重要な役割を二十二歳前後の若者が受け 
持っていたということは、イスラームの初期の時代の若者たちがどれほど大きな役割を果たしていたかを明白に示す 
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ものである。 

預言者の時代の以下のよ、っな出来事が記録されている。預言者はムアズ.ビン•ジャバルをイスラーム法官及び教 
師としてジャナドに派遣した際、彼に訴えが持ち込まれたときに何を基準として裁定を下すのかと尋ねた。ムアズは 
「アッラーの書に基づいて判断します」と答えた。預言者が「そこで答えが見つからない場合はどうしますか」とさら 
に尋ねると、ムアズは「アッラーの使徒のスンナ(慣行)に従って判断します」と答えた。預言者が「もし、アッラー 
の使徒のスンナでも答えが見つからないときはどうしますか」と続けて尋ねると、ムアズは「私の見解に基づいて判 
断します」と答えた。預言者はそのすベての答えに満足した。ムアズが預言者によってイエメンに派遣されたときには、 
彼はかなり歳をとっていたと思われているが、実際にはムアズはそのときまだ二十六、七歳であった。 

預言者に下された啓示を書き記す書記は、主に若者たちの中から選ばれた。また教師も若者たちの中から任命された。 
預言者は決して彼らを酷使するようなことはなく、彼らが危機に陥ることがないよう常に気を配っていた。彼らの熱 
意を悪用するようなこともなかった。そして年老いた教友たちから成っていた軍の司令官にも若者を抜てきした。軍 
の旗も多くの場合彼らに持たせていた。たとえばタブークの戦いでは旗をザ イド. ビン•サービトに、バドルの戦い 
ではアリーに旗を持たせていた。当時十八歳であったウサーマ.ビン•ザイドは、シリアに派遣された軍の司令官となっ 
た。 

預言者自身、人々の模範となるような青年時代を送り、二十五歳の頃にはマッカで「信頼できる人」として知られ 
ていた。預言者が周囲の人々や友人に示した親しさや友情、彼らに敬意を表したその正しい振舞いは若者たちの模範 
となつた。 

預言者は二十歳のとき、マッカの治安を守る人々の一員となり、若い頃からマッカの治安維持に貢献した。そして 
社会の中で起きる様々な衝突を未然に防ぐことに力を尽くした。今日の若者たちも彼を模範とし、社会の中で生起す 
る対立を未然に防ぎ、決してそれに加担してはならない。年長者は社会に混乱を引き起こそうとして若者たちを扇動 
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してはならない。 

預言者は、最後の審判の日に現世の行いによって報われる人々として、真心をこめてアッラーへの崇拝行為を行う 
若者を第一に挙げている。したがって若者たちは、イスラ ー ムの教えの実践が若者時代に最良の形で行われることを 
肝に銘ずるべきである。 

若者という言葉は男性だけを指すものではない。一つの集団において、若者の半分は女性が占めている。イスラー 
ムを最初に受け入れた人々の間では、若い女性たちが重要な役割を担っていた。預言者がそうした女性たちに特別の 
注意を払っていたことはよく知られている。 

預言者がイスラームの同胞たちを尊重していたことを若者たちは模範とすべきである。そしてお互いの考え方に敬 
意を払うべきである。また若者たちは預言者が相談や協議を尊んでいたことからも学ぶ必要がある。若者たちは他の 
人々、とりわけ年長者の経験や知恵を有効に生かすべきである。ムハンマドは預言者であるにもかかわらず、他の人々 
と話し合いの場を持ち、自らをその場の一員として位置づけていた。さらには、話し合いの場を持つことはアッラー 
によって命じられたことでもある。それは一人の人間がすべてを理解することは不可能だからである。人にはそれぞ 
れ得意な分野がある。他の人々はそれぞれの知識や経験を生かすことができるのである。 

預言者が健康を保つことに重きを置いていたこともまた、若者たちにとって模範となった。預言者は人々が健康を 
保つこと、特に病気の予防の大切さを理解するまで幾度となく説いていた。人は一般に若いとき、健康を害う多くの 
悪い習慣、たとえば喫煙、飲酒、賭博などに染まってしまう。若い人々はそうした悪い習慣に注意を払うべきである。 
また年長者もそうした習慣で若者たちの悪い例になるべきではない。いつも家に酔っ払って帰ってくる父親は、子供 
を酒の賈から救い出すことはできない。 

預言者は家族の健全なあり方にも重きを置いていた。家族のそれぞれの役割を詳細に示した多くの言葉を残してい 
る。またそうした言葉を幸福でやすらぎに満ちた家庭を実現するために自らが実践していた。家の中で年長者は、若 
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い人たちのために模範的な生き方を示すべきである。そしてたとえ家族の中で不和があったとしても、そのことが若 
者や子供たちの成長に悪い影響を及ぼさないようにしなくてはならない。 

預言者は若者たちに、青年時代が人の一生においていかに大事な時期であるかを繰り返し強調した。青年時代を有 
意義に過ごさなければ、人はその一生に悔いを残すこととなる。これは、若者がよい教育を受け人生に備えることの 
重要性と同様に、アッラーに対する義務や責任を果たすといった観点からも大きな意味を持つ。よく「青春を生きる」 
といった表現が用いられることがある。しかし青春を生きるとは、単に欲望を満足させることだけに時を費やすこと 
ではない。青年時代は責任を持って崇拝行為を始めるときである。そして死はいつ訪れるかはわからないのである。 

若者の教育は年長者の責任である。年長者は、彼らがつくるあたたかく幸福な家庭で、預言者が自らの家族に示し 
た振舞いを若者たちに伝え、それを彼らが実践できるような環境をつくり上げなければならない。 

三高齢者 

世界が若者だけのものではなく高齢者のものでもあることは言うまでもない。しかし現代の思想家が述べているよ 
うに、人々が道徳や宗教の価値観から遠ざかり、ひとえに合理的な動機づけのみを重視する今日の「文明的な考え方」 
は、世界を若者の求める快適さを価値の基準にしたものへと変化させている。高齢者は急速に価値観の変化が進むこ 
の現代において、自分たちの青年時代とはまったく異なった生活環境と価値観に自らを合わせる必要に迫られている。 
少年時代に受けた教育がその妨げになることもある。このような観点から考えるなら、様々な分野で行われている現 
代の変革は、高齢者を取り巻く状況や彼ら自身のニーズを十分に考慮に入れたものでなければならない。 

すべてにおいて中庸をよしとする預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は、年少者を保護し、彼らに慈しみの心 
を持って接するのと同様に、高齢者をないがしろにすることは決してなかった。年上の人には敬意を、年下の者には 
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愛情を、という言葉を繰り返し述べ、そのどちらも欠かすことはできないと告げている。そのことについて次のよう 
な言葉がある。「年下の者に慈しみの心を、年配者に敬意をもって接しない人は、私たちの仲間ではない」子供たちに 
は愛情が、高齢者には敬意が必要であり、双方とも世話を必要としている人たちである。この言葉によって預言者は 
若い人々に年下の者と年上の人にいかに接するかを教えている。それができない人々に対してはそうした態度を厳し 
く正した。 

今日の核家族化や夫婦の別居は、高齢者を若い世代から引き離すという事態を招いている。最も自然なのは、人間 
がその子供たちと共に、自ら生まれ育った環境の中で、親しい人々と交わりながら人生の最後の日々を過ごすことで 
ある。慣れ親しんだ環境は彼らを快活にさせ、生きる活力を与える。高齢者にとって本来、老人ホームなどは決して 
快適な環境であるはずがない。しかし一方で、世話をする人のいない、行き場所のない子供たちのために保護施設が 
必要であるように、高齢者のための施設も必要であり、それは見過ごされるべき問題ではない。とはいえ本来、高齢 
者の幸せは人生の最後の日々を自らの家で家族と共に過ごすことにある。高齢者の立場から見てそれが本来のあるべ 
き形であるように、家族にとってもそれは意味のあることである。なぜなら若者もやがては老いていく運命にあるか 
らである。次の時代を生きる若者たちは、年長者に敬意を払わなければならないことを、自らの家庭の中で両親が年 
長者に敬意を払っているのを見て学んでいくからである。 

預言者の言葉や行いにも高齢者への敬意が見られる。預言者は若者たちに常々、高齢者に敬意を払うように言いき 
かせていた。次のような言葉がある。「若者が年配者に敬意を持って接すれば、アッラーもその若者が年老いたとき、 
彼の世話をするような人をおつくりになるであろう」 

マッカ征服のときアブー.パクルは、百歳近かった父親アブー.クハーファを預言者のもとへと連れてきた。預言 
者は、「年老いたあなたの父をここまで連れてきて疲れさせるようなことをしなければよかったのに。私が彼を訪問す 
ればよかったのです」と話すと、それに対しアブー•パクルは「父があなたのおそばに来ることがより適当でしよう」 


121 



と答えた。預言者のアブ^~ •クハ^ —ファに対するこの細やかな心遣いは、アブ^~ •、ハクルに対する思いやりでもある 
と同時に、高齢者に彼が示していた敬意の表れと見ることができる。 

高齢者について触れたこの機会に親への義務についても簡単に言及しておきたい。子供が親に対し権利を持ってい 
るように、当然親も子供に対し権利を持っている。クルアーンでは、アツラーにしもべとして仕えることに次いで、 
親に対し敬意を払うこと、親によく振舞うことが義務として述べられている。なぜなら両親がいなければ子供はこの 
世に存在せず、アツラーの恵みに次いで人が健全に育っていくための最も重要な援助を彼らが行ったからである。ク 
ルアーンでは、子供が親に対してほんのわずかでも失礼な態度をとったり、内心の不快感を表すよ、っな言葉を吐いた 
りすることを禁じ、親を軽んじることのないように、また彼らに良い言葉をかけるようにと命じているのである。そ 
れに続くクルアーンの節では、「そして敬愛の情を込め、両親に対し謙虚に翼を低く垂れ(優しくし)て、『主よ、幼 
少の頃、わたしを愛育してくれたように、二人の上に御慈悲を御授け下さい。』と(祈りを)言うがいい」と述べられ 
ている。そのことは親と子の精神的な絆の大切さを示しているのである。預言者は良い行いについて、時間どおりに 
行う礼拝の次に親への良い態度を挙げ、逆に大きな罪として、アツラー以外の神の存在を認めることに次いで、親に 
反抗的であることを挙げている。また親の死後、その記憶を脳裏にとどめる続けるために、親の友人との関係を維持 
していかなければならないと教えている。 

四女性 

教育、家族、家庭生活といったテーマの中で、預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)が女性たちに対しどのよう 
に振舞っていたかについて部分的ではあるが述べてきた。ここでは、そこでは触れなかったことについて述べてみたい。 
ただ、一般的な意味でィスラームやその歴史における女性の地位についてここで言及することはしない。この項目では、 



預言者の時代、そして預言者の活動における女性の立場について触れてみたい。 

まず、イスラームが誕生した当時の女性たちの奉仕について簡単に述べてみたい。彼女たちのイスラームへの奉仕 
はイスラームが誕生した年ではなく、月でもなく、誕生したその日にすでに始まっていた。預言者が最初の啓示を受 
けたとき、妻ハデイージヤがその啓示を肯定的、そして冷静に受け止めたことはここであえて繰り返し述べる必要は 
ないであろぅ。さらに、最初にイスラームに入信したのも女性であった。預言者の娘ファーテイマとアブー.パクル 
の娘アーイシャがマッカ時代に入信したことの意味ははかり知れないほど大きい。アンマール.ビン.ヤーシルの母 
スマイヤは拷問を受けて殉教した最初のムスリムである。当時女性の法的保護は行われていなかった時代であり、ス 
マイヤが殺害されたことに対し誰も異議を申し立てることすらできなかった。 

イスラームの初期の時代、多神教徒の家族から離れ夫ょりも先にイスラームに入信した女性たちがいた。ウマルの 
入信に際しては、妹のファーテイマが熱心な信者であったことが大きくかかわっている。マッカ時代、預言者の叔母 
たちが彼の活動の大きな支えとなっている。叔母の娘にあたるアルワ.ビントウ.クライズ、アブー•夕1リブの妻ファー 
テイマ.ビントウ•アサド、アッバースの妻ウンム.アル"ファドウルは、ことあるごとに預言者に援助や支援を与え、 
そのために生涯敬意を込めて思い起こしていた女性たちである。 

エチオピアへの移住者の四人に一人は女性の教友たちであった。同様に、マデイーナヘの移住においても、女性た 
ちの勇気と不屈の精神を目にすることができる。ウンム•サラマは夫と離れ一人でマデイーナに移住した。これは女 
性の勇気ある行動を物語る一例である。マデイーナ時代にも、ムスリムの女性たちは必要とあれば戦争に加わること 
も厭わなかった。また女性たちは、社会的な意義も持つ集団礼拝や金曜礼拝、イード(祭り)の礼拝などにも参加し 
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預言者は男性同様、女性とも社会的誓約を交していた。この誓約が統治者と被統治者の間を規定する意味を持つも 
のであることを考えるなら、これは非常に重要で、また当時としては画期的なことであつた。そのことはイスラーム 
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共同体とその構成員の関係において預言者は、男女を区別していなかったこと、ある意味では統治者を選ぶ点におい 
て女性たちにも権利を与えていたことを意味している。ただし、ムハンマドを預言者として選んだのは人間ではなく 
アツラーである。それを認めるか否かの選択が人に委ねられていたのである。預言者は自分に従う人々と誓約を交し 
ていた。この点だけから考えても、預言者が女性たちに政治的権利を付与し、それについて男女の差別を行わなかっ 
たことは注目に値することである。 

預言者は、女性たちの保護や庇護を承認することで、女性にも法的な権利を与えていた。ゥンム.ハーニーはマツ 
力征服の際、ある人物に庇護を求めたことを預言者に伝え、彼はそれを承認している。これは、統治者が女性の法的 
な権利を示したという点で、非常に重要な出来事である。それは法に関わることであり、また庇護を与えられた人の 
命にも関わる問題である。なおブハーリーはこの女性の法的な権利についてハデイースの中で一章を割いて説明して 
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クルアーンは、男性と女性は、信仰、アツラーへの服従、謙虚さ、崇拝行為、正しさ、忍耐、援助、純潔を守ること、アツ 
ラーを想念することなどにおいて等しい存在であると述べている。男女のあり方ついて述べているクルアーンの章句 
を細かく見ていくと、次のようなことが読み取れる。すなわち、クルアーンは女性と男性はお互いに補いあい支えあ 
う信徒、そして人間であると見なしている。男女を問わず、アツラーの御前においてその人間の価値を決定するもの 
は、いかにアツラ - ~を畏怖しているかにつきる。イスラ^ —ムの教えを実践すること、自らの人生を生きること、そし 
て子供たちや財産を守ることなどにおいて男女の区別は存在しない。そもそも男性の知性や財産、イスラームの教え、 
子供たち、そして純潔がどのように尊いものであれ、女性のそれも同等の尊さを有しているのである。世代を受け継 
いでいくということでは、女性の役割は男性を凌ぐものがあるということができよ、 っ。 なぜなら生まれ出てくる子供 
が男の子であれ女の子であれ、生命を産むのは女性であり、主体となって育てていくのも女性だからである。 

預言者は知識を学ぶことにおいても男女の区別を設けず、クルア^ —ンを男女を問わずすべての人々に知らしめよう 
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とした。啓示を受けた言葉を男性たちに読んで聞かせるのと同様に、女性たちにも読んで聞かせた。 

預言者は女性もまた思想と表現の自由を持っていると考えていた。女性は望まない男性と結婚させられるべきでは 
ない。また預言者は女性の感性を優れたものとし、内容によっては女性たちに相談していた。預言者は女 0 tt を物のよ 
うに扱うことはなかった。「世界は交易品で成り立つ。交易品の中で最も素晴らしい恵みはよい女性である」というハ 
ディースで用いられている「交易品」という言葉は、女性が品物のように扱われていることを意味するものではなく、 
女性の大切さを説いたものである。 

男性が独身のままで生きていくことは難しく、このことからだけでも、男性にとって女性の重要性は明らかである。 
またそのことは女性にとってもあてはまることであり、家庭を築きたいという気持ちは男女双方に生まれながらにし 
てアッラーから与えられているものである。したがって、女性は男性にとって一つの恵みであり、男性も女性にとっ 
て恵みである。男性と女性はお互いに必要としている存在なのである。 

女性という言葉を単に配偶者という意味で受け取るべきではない。それは広い視野で考える必要がある。女性は子 
供や若者の母であり、ときには祖母でもある。また女性は誰かの子供であり、孫でもある。また孤児であることも、 
幼児であることも、年長者であることもある。ときには、親戚や公的機関の世話や援助を必要とする貧しい者でもある。 
したがって、預言者が母親や子供、貧しい人々、孤児、寡婦、そして援助を必要としている人々に認めていた人間と 
しての価値についても、預言者が女性に認めていた人間としての価値を基準に考える必要がある。 

「出来るだけ仲良く、かの女らと暮しなさい」というクルアーンの言葉は、実際預言者が家庭で行っていたことであ 
り、しばしば教友たちに命じもし勧めてもいたことである。 

このように、預言者や教友たちは女性を自分たちよりも下位に位置し、自分たちの言うことを何でも聞く存在であ 
るとは見なさず、女性たちは男性と同じ権利を持つと考えていた。女注たちもまた、自らを男性たちよりも劣り、彼 
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らの言うことを何でも聞き、頭を下げていなければならない存在とは見なしていなかったのである。 
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五孤児、殉教者の家族、傷病兵 

自ら孤児として育ち、社会の中で孤児に対するひどい振舞いを目の当たりにしてきた預言者ムハンマド(彼の上に 
平安あれ)が、熱心に取り組んだ社会問題の一つが孤児の問題であった。イスラーム以前の時代には、子育ての放棄 
や簡単に離婚できたこと、さらに死別といった理由から、社会にはたいへん多くの寡婦や孤児たちがいた。親が死ん 
だときの子どもの保護は部族の長の務めであった。部族間の抗争が頻繁に行われたことにより、後見人の庇護の下に 
入った身寄りのない少女たちの数も少なくなかった。一人の保護者が十人から十五人もの少女の後見人となることも 
あった。孤児たちは自分を守る力を持っていなかったため、遺産相続において彼らの権利は尊重されず何も与えられ 
なかった。孤児たちは遺産を相続できず、多くの場合財産を手にすることができなかった。当時のしきたりでは、身 
寄りのない少女の上にマントを被せれば、それは「この娘は私のものである」といぅことを意味した。そぅした状況 
では、少女の庇護者以外の誰も彼女に結婚を申し込むことはできなかった。保護する者は、孤児の少女を気に入れば 
自分の妻にした。その場合はしきたりで定められていた結婚の支度金は支払われなかった。そして少女が遺産相続に 
よる財産を所持していればそれを自らの管理下に置き、自分のために用いることができた。だが孤児には何も与えら 
れなかった。保護者が少女のことを気にいらなかったり、保護者が亡くなりその未亡人が少女の結婚を認めなかった 
場合は、彼女たちが他の人と結婚することを妨げた。自分の妻にならなかった少女は他の男性と結婚させなかっただ 
けでなく、その財産を少しでも早く自分のものとするために虐待したり重労働を課したりした。 

このよ、っに、イスラー ム以 i 刖の時代の孤児の扱いは大きな社会問題であった。そのため クル アーンやハデイ ー スで 
は他の諸問題と同様に、 この 問題も頻繁に取り上げられている。 クル ァ ー ンやハデイ ース では孤児へのひどい振舞い 
が非難され、孤児の権利を保護している。またそこでは、孤児たちが直面する様々な状況に応じた原則が定められ、 
ムス リムと して行わねばならない こと、 行ってはいけない ことが 広範囲に示されている。 この 件に関する クル ア ー ン 
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の言葉の要点は二つに分けることができる。一つは孤児に対してよく振舞うようにと命じるものであり、もう一つは 
孤児の財産や一般的な事柄に関する原則を示すものである。 

クルアーンは「かれは孤児のあなたを見付けられ、庇護なされたではないか」と、預言者自身が孤児として育った 
ことを指摘し、アッラーが預言者に多くの支援を与えられたことを明らかにしている。同じ章で、孤児に対してよく 
振舞わねばならないことが次のような表現で命じられている。「だから孤児を虐げてはならない」 

次に説明する出来事は、イスラームの教えが寡婦や孤児の権利の保護をいかに重要視しているかを示すものである。 
アンサール(マッカから逃れて来たムス リムたち を助けたマデイーナの援助者)の一人であるアゥス.ビン•サービ 
卜が亡くなったとき、あとに妻と三人の娘が残された。彼には息子はいなかった。彼の財産のすべては従兄弟たちが 
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取り、未亡人となった妻と三人の娘たちには何も与えられなかった。彼の妻はことの次第を預言者に訴えた。預言者 
は彼らのもとに使者を送ったところ、従兄弟たちは財産が自分たちのものであると主張した。なぜなら当時のアラブ 
社会のしきたりでは、男だけが遺産相続人となることができたからである。この出来事に対し、次の クル アーンの章 
句が啓示された。「男は両親および近親の遺産の一部を得、女もまた両親及び近親の遺産の一部を得る」預言者はすぐ 
さま彼らに知らせを送り、アッラーが女性たちにも遺産を受け取る権利を定められたと告げたのである。 

イスラーム以前の時代、人々は孤児の財産を自分のものにしていた。孤児たちの財産を得るために人びとは孤児と 
結婚したり、自分の娘や息子と結婚させたりした。「孤児が成人に達するまでは、最善の管理のための他、あなたがた 
はその財産に近付いてはならない」という言葉が啓示されたことによって、ムスリムたちは孤児の財産に手をつけな 
くなったのである。しかも孤児の財産を奪うどころか、彼らの財産と自らの財産を混同してしまわないように注意す 
るようになった。孤児が残したパンを食べることすら躊躇するほどであった。家で孤児を養育している人々は、彼ら 
と食べ物や飲み物を区別するようになった。彼らに家を与えることもあった。こうしたことは財産を持っていない孤 
児たちにとっては不幸なことで、孤児の保護者にとっても困難を伴った。アブドゥッラー.ビン•ラヮハは預言者に 
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次のように訴えている。「アッラ ー の使徒よ、私たち皆が孤児を住まわせるもう一つの家を持てるだけの力や、彼ら 
に別の食糧を与えるだけの財力を持っているわけではないのです」そうした誤った理解を正すために次のクルアーン 
の章句が啓示された。「またかれらは孤児に関し、あなたに問うであろう。言ってやるがいい。『かれらのために、有 
利に取計らうのは善いことである。もし、かれらと親しく交る時は、あなたがたは兄弟である。』」この啓示によると、 
大切なことは孤児を健全に育て、彼らの財産を彼らのために活用することである。孤児の不利益にならない限り共に 
住み、彼らの財産を自分の財産と共に運用する。そのこと自体は問題ではない。ただし利益が上ったときは、そこか 
ら必要経費を差し引き、孤児の取り分を分け与えること、そしてその計算は記録しておかなければならない。 

孤児の社会的立場を回復することは預言者が力を入れた社会活動の一つであった。預言者が貧しい人々や孤児たち 
にかかわり、彼らの権利の確立に取り組み始めたのは、預言者として活動を始めた当初の時期からである。エチオビ 
アへの移住者たちの長であったジャ^ —ファル•ビン•アブ^— •夕' —リブは、エチオピア皇帝ナジャ^ —シ^~の前でイスラ^~ 
ムとムスリムを守るために行った演説で、「イスラーム以前の時代には強い者が弱い者を虐げていた」と語り、それに 
続けて預言者が禁じたことを説き、その一つが孤児の財産を横領することであったとしている。預言者はその生涯の 
最後まで孤児たちとかかわり続けた。 

預言者の孤児に対する素晴らしい振舞いの例を、有名な教友アナス.ビン•マーリクに対する振舞いの中に見出す 
ことができる。アナス.ビン.マーリクは孤児であった。彼の父のマーリク.ビン•ナドゥルはムスリムたちと対立 
して おり、 イスラームがマデイーナに伝えられた最初の日に妻の ウン ム.スライムがムスリムとなったことに立腹し、 
ダマスカスへと向かった。そして聖遷以前にその地で死んだと伝えられている。ウンム.スライムはのちにアンサー 
ルのアブー•タルハーと結婚している。預言者がマデイーナに聖遷を行ったとき、まだ十歳にして読み書きができる 
利口な子供であったアナスを、母ウンム.スライムは預言者に仕えるようにと彼のもとへやった。アナスは預言者が 
亡くなるまでの十年間、彼に仕えた。預言者の教育やしつけの仕方、人々、特に子供たちに見せた寛容さ、その他多 
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くの道徳的な行いが、アナスによって後世に伝えられている。アナスは預言者から一度たりとも叱られたことがない 
と伝えている。失敗したアナスをつかまえ叱ろうとした妻たちに、「子供を放してやりなさい」と言うのが預言者の常 
であった。 

預言者は孤児を育てたり、孤児の面倒をよくみている家を高く評価し褒め称えた。預言者はこのことについて次の 
ように語っている。「最良のムスリムの家とは、孤児がよい振舞いを受けている家である。最も悪いのは孤児を住まわ 
せながら、よく振舞わない家である」 

ここでは、孤児を家に住まわせるだけでなく、彼らに対しよく振舞うよ うにと 述べられている。家に住まわせてい 
る孤児の面倒をよく見ないなら、それは孤児を迫害するに等しい。 

有名なアブー•フライラもまた、イスラームが孤児を人としての尊厳を持った人間と見なしていることを体現して 
いる。彼も孤児として育ち、ブスラ.ビンテイ.ガズワーンの召使として生計を立てていたが、イスラームによって 
自尊心を手にすることができたのである。 

預言者は、孤児と人々の間に争いが生じ、孤児に不利な裁定が下された場合にも、特赦を与えたり保護観察に処す 
ることによってその孤児を守ろうとした。ウフドの戦いを前にして、アンサールの一人アブー•ルバーパと孤児との 
間で ナツメ ヤシの果樹園をめぐって争いが生じた。預言者はアブー•ルバーパに分があるという裁きを下したが、果 
樹園の権利をできればその子供に譲ることをアブー•ルバーパに求め、その報奨として彼に天国で ナツメ ヤシの果樹 
園が与えられるであろうと伝えた。しかしアブ！ルバーバがその助言に従わなかったため、預言者はひどく失望した。 
時を同じくしてイブ ヌ .ダフダハは、 ナツメ ヤシの果樹園を買いそれを孤児に与えれば、その報奨として何が与えら 
れるのかと預言者に尋ねた。預言者が天国で ナツメ ヤシの果樹園が与えられると伝えると、イブ ヌ •ダフダハは ナツ 
メヤシの果樹園を購入し、それを孤児に与えた。預言者は彼のこの振舞いをたいへん喜んだ。 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は孤児たちに決して悪意を持って接することはなかった。召使として働か 


129 



せることはあっても、彼らの財産に手をつけることはなかった。 さらに 孤児の財産を何かに投資することすらよしと 
しなかった。たとえば預言者モスクが建てられた土地は、アンサールのアサド.ビン•ズラーラの庇護下にあるサフ 
ルとスハイルという二人の孤児が所有していた。二人の孤児はモスクの建設のために土地を寄贈することを望んだが、 
預言者はそれを認めず、孤児たちに土地の対価を支払った。 

預言者が援助の手を差し伸べるとき、自らの親戚よりも孤児たちを優先させることがあった。ある日、彼のもとに 
戦利品と共に捕虜が送られてきた。預言者の叔父ズバイル. ビン. アブドウル ムッ タリブの娘である ウンム .アル= 
ハ カムと ドウバーは、そのことを耳にして預言者の娘ファーテイマを伴って預言者のもとを訪ね、自分たちの状況を 
訴え、召使を与えてくれるよう求めた。それに対し預言者は、「あなた方のことよりもバドルの戦いで孤児となった子 
供たちのことが優先される」と答えている。 

バシール.ビン.アクラパという教友は、彼がまだ子供の頃に父親がウフドの戦いで殉教した。そのとき預言者は 
バシールを訪ね、彼が泣いているのを見て、 「もう 泣かないで。 もしよ ければ私があなたの父と なり、 アーイシャが母 
となり ましよう」 と 慰めた。 すると バシールは、「はい」 と 答えた。 

複数の孤児たちがアーイシャの庇護のもとにいた。それに加え、遺言で預言者に預けられた孤児たちもいた。アサド. 
ビン.ズラーラは死に臨んで、カブシャ、ハピーバ、ファーリアという三人の娘を預言者に託すという遺言を残した。 
預言者は妻たちを訪問する際に、その娘たちも連れていった。そして彼女たちの結婚の世話もしたのである。 

預言者は孤児の世話をすることは宗教上の務めであり、そうする人は来世でその報奨を得ると伝えている。そして、 
「誰であれ、アッラーのご満悦のために孤児の頭を撫でれば、その手が触れた髪の数だけの善行が記される。誰であれ、 
そばにいる 2 M 児の少年や少女によく振舞えば、私とその人は天国で(人差し指と中指を示しながら)この二本の指の 
ようである」と語っている。 

七つの大罪とされる罪の中に、孤児の財産を奪うことが含まれている。預言者は次のように語っている。「人を破滅 
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へと導く七つのものを避けなさい。何ものかをアツラ^~と同等に配すること、魔術、人を殺すこと、利子により利益 
を得ること、孤児の財産を奪うこと、戦いのときに逃げること、高潔で純真な女性の信者たちについて虚言を広める 
こと一 

イブン.マ— ジャは『徳の書』で、孤児の権利について一章を割いている。その ハデイ ー スの中の「二種類の弱者 
の財産を奪うことを避けよ。それは孤児と女性である」という一文は注意を引くものである。預言者は「誰であれ三 
人の孤児をその庇護のもとに入れるなら、それは日中を断食して過ごし、夜は礼拝に勤しんでアツラーの道のために 
奮闘努力することに等しい。私とその人、すなわち孤児の財産を守る人は、天国でこの二本の指のようである」と語り、 
二本の指を組み合わせて示した。 

預言者は孤児の財産の保護に重きを置いた。だが、孤児を保護する能力がない人にそれを求めることはなかった。 
実際、アブー•ザラル.グファーリーにはその力がないと見なし、孤児の財産の管理を引き受けないよう求めた。 

アウン.ビン•アブー.ジユハイファは父親の次のよ、っな言葉を言い残している。「私たちのもとへザカートを徴収 
する役人がやってきた。そして彼は仲間の中の豊かな人たちからザカートを受け取り、それを貧しい人たちに分配した。 
孤児であった私にも一頭のラクダが分け与えられた」こうした例もまた、預言者の時代に国家が孤児をよく保護して 
いたことを示すものである。 

68 

預言者は孤児や貧しい人々、そして旅人に施しを与える人を賞賛し、彼らの財産を奪う者を非難した。そして「誰 
であれ孤児に食べ物や飲み物を与えるなら、彼が罪を犯さない限り、アツラーは彼を天国に入れられるだろう」と語っ 
ている。孤児となった甥たちにザ カ ートを与えることについてイスラームの見解を尋ねてきた人々に、預言者は親戚 
としての献身とザ カートを 与えたことによって、その行為には二倍の報奨があると告げている。また自分の心のかた 
くなさを訴えた人には、孤児を慈しみ、彼らの頭を撫でること、自分が食べているものを孤児に分け与えることを勧め、 
そうすれば心も和らぐであろうと語っている。 
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このように預言者は当時の社会問題であった孤児の権利とその扱い方について、根本的で重要な解決策を与えてい 
る。 

預言者はとりわけ殉教者たちの遺児たちについて心を配っていた。その中でも特にウフドの戦いの殉教者アブドウッ 
ラー.ビン•アムルの息子ジャービルのことを気づかっていた。父親が殉教したときジャービルは十八歳であった。 
預言者はウフドの戦いの翌日ハムラーウルアサドに向かう際、前日のウフドの戦いに参加した者だけに同行すること 
を許したが、父親が前日に殉教していたジャービルには特別に許可を与えた。ジャービルは預言者のもとに来て、ウ 
フドの戦いのときには妹の世話をする者が他にいなかったので戦いに参加できなかったと訴え、次の遠征にはぜひ参 
加したいと伝えた。預言者は他のことでもジャービルの力になった。 ナツメ ヤシの収穫の時期になると多くの債権者 
がジャービルに父親の借金の返済を求めてきた。彼は ナツメ ヤシの果樹園以外に収入の道を持っていないこと、そし 
てその年の収穫では借金を返すには十分ではないと預言者に相談した。預言者は集められた ナツメ ヤシをいくつかの 
山に積み上げた。そして、秤を手に最も大きな山のそばに座り、債権者たちにその取り分に応じた ナツメ ヤシを与え 
始めた。するとジヤービルの借金をすべて返済したのちも、 ナツメ ヤシは減っていなかったと伝えられている。この 
話は預言者の起こした奇跡の一つとされている。 

預言者は困窮している殉教者の家族を援助し、彼らが経済的に苦しまないようにした。その例として、ジャービル- 
ビン •アブド ウッラーとの間に起きた出来事を挙げてみよう。預言者と共にザ ー トウルリカ ー の遠征に加わったジャ ー 
ビルは、経済的に困っていることを預言者に話した。すると預言者はジヤービルに自分にラクダを売るようにと言った。 
二人の間でいくつかのやりとりが交された結果、マディーナに着いてからラクダを受け取るという条件で、預言者は 
彼のラクダを買うこととなった。マディーナに到着後、ジャービルがラクダを連れてくると、預言者はその対価を支 
払い、その後すぐラクダをジャービルへの贈り物としたのである。ジャービルはそのとき、知り合いのユダヤ人と偶 
然に出会い、彼にその出来事を話した。ユダヤ人は「彼は君からラクダを買い、それから君にそれを贈ったというこ 
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372 

とか」と驚いて聞き返すと、ジャ ー ビルは「そうなのです」と答えている。 

預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は殉教者の遺児たちを援助したが、物質的•精神的な援助をするだけで十 
分だとは考えなかった。彼らを援助に頼って生きていく人間ではなく、将来自分の仕事を持ち、自力で生計を立てて 
いくようにと 励ました。ム ー タの 戦いで殉教した ジャ ー フ ァル•タイ，^ - — ルの息子アブド ウッラー との間に起きた出 
来事はその一例である。預言者はある日、市場で他の子供たちと共にものを売っているアブド ウッラ！ ビン. ジャー 
ファルを訪ね、「アッラーよ、彼の売り上げを豊かなものとしてください」と祈念した。預言者が亡くなったときアブ 
ド ウッラー•ビン•ジャーファ ルが十歳であった ことを 考える と、 この出来事は彼が 七 歳から十歳までの間に起きた 
ものと思われる。 

預言者は多くの殉教者の遺児たちを慰めた。アブ！サイド.アル"フドウリはウフドの戦いのとき十三歳であった。 
彼の父マーリク.ビン.シナンは、息子はもう十分に一人前であると預言者に告げ、彼も戦いに加わることを望んだ。 
しかし預言者はそれを認めなかった。マーリク.ビン•シナンはその戦いで殉教した。アブ！サイド.アル=フドウ 
リは戦いを終えマデイーナに戻る預言者をフドウラ族の子供たちと共に出迎えた。預言者は彼を慰め、「アッラーがあ 
なたのお父さんに報奨を与えてくださいますように」と祈念した。 

預言者は若くしてウフドの戦いで殉教した叔父ハムザの遺児たちともかかわりを持っていた。ハムザの娘ウマーマ 
は、カダーの小巡礼のとき、「おじさん、おじさん」と預言者の後にまとわりついていた。預言者もウマーマを連れて 
マデイーナヘと向かった。子供の世話をめぐりザイド.ビン•ハーリサやアリー、そしてジャーファル.ビン.アブ！ 
夕—リブの間で意見が対立し、預言者がその仲裁に入った。そしてジャーファルの妻アスマはウマーマの叔母である 
ことから、ウマーマはジャーファルに預けられた。ウマーマはのちにサラマ.ビン•アブー •サラマと結婚している。 
また預言者は、ウフドの戦いで殉教したアブドウッラー.ビン•ジャフシユの遺産を自らの管理下に置き、ハイバル 
でその息子に財産となるものを買い与えている。 
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マデイ ー ナ時代には教友たちの多くは戦士であった。バドル、ウフド、塹壕のそれぞれの戦いに加わった者たちは、 
すべてがイスラームの戦士であった。預言者はその中でも特にバドルの戦いに参加したバドルの民を讚え、彼らは兵 
士のあるべき姿を体現する者であると述べている。ムスリムたちがマッカ征服の準備をしていることを多神教徒たち 
に密告する手紙を書き、のちにそれを断念したハーテイブ.ビン•アブー •バルタアの例のように、彼らの罪のうち 
いくつかは敵されている。 

預言者は殉教者の遺族を慰めるためにできる限りのことをした。その一例として、年少のうちに殉教したハーリサ- 
ビン. スラーカの母親に対する預言者の行いを挙げることができる。 ハ ー リサの父親スラ ー カは聖遷以前に亡くなっ 
ていた。聖遷の後でハーリサは母親と共にイスラームに入信した。ハーリサは年少であったためバドルの戦いには兵 
士として参加していなかった。しかし、戦場の後方の水汲み場で水を飲もうとしていたときに飛んできた矢に当たり、 
アンサール側の最初の殉教者となったのである。ハーリサの殉教の知らせが母親と妹のもとにもたらされた。母ウン 
ム.ハーリサは、息子が天国にいるのなら泣かないが、地獄にいるのであれば泣くだろうと語った。預言者がバドル 
からマデイーナに戻ると、彼女は息子のことを尋ねるために預言者のもとを訪れた。そして「もし息子が天国にいる 
なら私はがまんすることができます。そしてそれが私の善行となることを願います。もし息子が地獄にいるなら、力 
の限り泣きます」と訴えた。預言者はハーリサが天国に、しかもその第七層(天国の最も高い階層)にいると告げると、 
母親は「私はも、っ息子のために泣くことは決してないだろう」と語った。 

殉教者の母親を慰めた預言者の次のような言動もたいへん興味深いものがある。預言者はウフドの戦いの殉教者た 
ちを埋葬した後、兵士たちと共に馬に乗ってマデイーナに戻った。アンサールの女性たちは預言者の一行を出迎える 
ためにマデイーナを出たところであった。彼女たちの中には、預言者の馬を引いていたサアド.ビン•ムアズの母力 
ブシャ.ビント•ウバイダもいた。その女性のもう一人の息子アムルは殉教していた。サアド.ビン.ムアズは預言 
者に「アッラーの使徒よ、私の母です」と母を紹介した。預言者はカプシャに「ようこそ」と挨拶した。彼女は預言 
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者に近づき、「あなたのご無事を確認できた以上、私の災いなどは何でもないことのように思えます」と語った。預言 
者は息子を失ったことへのお悔やみを言い、彼女の息子や他の殉教者たちは天国にいると伝え、次のように祈念した。 
「アッラーよ、彼女らの心から悲しみを取り除いてください。彼女らの苦しみにみあう報奨をお与えください。残され 
た人々のためによいことをもたらしてください」 

預言者のもとに、ゥフドの戦いで殉教したアナス.ビン•ファダーラの三歳になる遺児ムハンマドが連れてこられた。 
預言者はその子に売却や寄付はしないという条件でナツメヤシの果樹園を与えている。 

イスラー ム軍がゥフドの戦いからマデイ ー ナに戻ると、女性たちは戦いに加わった近親者たちの消息を尋ねるため 
に預言者のもとを訪れた。ハムナ.ビント•ジャフシユには、弟のアブドゥッラーと叔父のハムザが殉教したことが 
伝えられた。ハムナは気丈に振舞い、アッラーが彼らを赦してくださるようにと願った。預言者が彼女の夫も殉教し 
たことを伝えると彼女は嘆き悲しんだ。預言者は女性にとって夫は特別な存在であることをおもんばかりつつも、彼 
女になぜそれほどまでに悲しむのかと尋ねた。彼女は「アッラーの使徒よ、父親を失った子供たちのことを考えたの 
です。父を亡くした子供たちのことが私を悲しませるのです」と答えた。預言者はそうした子供たちが立派に育つよ 
う祈念し、彼らの世話をした。ハムナにもハイバルで食糧を援助している。 「 

預言者は「未亡人や貧しい人々を助けるために駆けつける人は、アッラーの道で奮闘努力する人と同じ報奨を得る」 
と語っている。この言葉は間違いなく、殉教者たちの残した未亡人たちを助ける人々のことも含んでいる。預言者は 
殉教者の遺族への精神的援助を怠らず、彼らのために「アッラーよ、彼らの心の悲しみを取り除いてください。災い 
を取り除いてください。殉教者が遺した人々を守ってください」と常に祈念していた。 

預言者が兵士たちや殉教者たち、そして殉教者の残した子供たちを大切に考えていたことは、教友たちに影響を及 
ぼした。イブン.ヒシャームが記録しているところによると、彼の親友の一人であったアブー•バクルが胸に幼い子 
供を抱きかわいがっていたとき、一人の男が来てその子供は誰なのかと尋ねた。アブ！パクルは「この子は私より 
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も立派なある男の娘だ。サアド.ビン•ラビーの子だ」と答えている。サアド.ビン.ラビーはバドルの戦いに参加し、 
その後ゥフドの戦いで殉教した兵士であった。 

六貧しい人々 

もう一つ、社会の中で保護され援助されなければならないのは、様々な理由で困窮している人々である。 クル アー 
ンには、貧しい人々を助けること、彼らに食事を与えることに関する多くの言葉が存在する。預言者ムハンマド(彼 
の上に平安あれ)はイスラーム布教の当初から、貧しい人々の世話をし、保護し、貧困を克服し、社会に困窮する人々 
を生み出さないために並々ならぬ努力を傾けてきた。それは具体的には、奴隸を解放すること、国家が集めた戦利品 
やザカート、すなわち国家予算を使い困窮者を支援すること、あるいはサダカ(義務でない施し)を奨励することな 
どであった。さらに、当時ムスリムでなかった貧しい人々も保護され援助を受けていたことが知られている。また経 
済力がなく、働くこともできず困窮していた非イスラーム教徒は人頭税の支払いを免除されていた。 

預言者がサダ カを 奨励していた例として、次の出来事を紹介したい。ある日、預言者のもとに虎の皮のような衣装 
を身にまとっただけの半裸の男たちが裸足でやってきた。預言者はそのひどく貧しそうな様子を見て顔色を変えた。 
彼らが自分のもとを去っていったのち、ビラール•ハべシーにアザーン(礼拝への呼びかけ)を唱えさせ、礼拝を行い、 
その場にいた人々に演説をした。貧しい人々への援助を勧めるクルアーンのいくつかの言葉を詠み、「人はその財産や 
衣装、それから麦、 ナツメ ヤシなど、それがたとえ ナツメ ヤシの半分であってもサダカとして支払わなければならな 
い」と説いた。それを聞いて人々はいっせいにお金や食べ物、飲み物などを持ち寄ってきた。それはあたかも食べ物 
と飲み物で二つの山ができたようであった。預言者はこの様子を見てたいへん喜び、「誰かがイスラームにおいて新し 
い道を開けば、その道を行く人々への報奨は道を開いた人に与えられ、その人々の報奨が一切減らされることはない。 



誰であれイスラ ー ムに悪い道を開けば、その道を行く人の罪がその道を開いた人に与えられ、道を行く人の罪もまっ 
たく 減らされる ことは ない」 と 語つた。 

預言者は貧しい人々の置かれている状況の改善と取り組み、決して彼らを軽視したり蔑視することはなかった。 
預言者は貧しい人々や貧困について多くの言葉を残している。それは二つに分類することができる。一つめは、貧 
しい人々を肯定的にとらえているものである。ハデイース学者は「貧者の徳」という一章を設け、この項目に関する 
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ハデイースを集めている。このハデイースは、貧しい人々の徳として、耐え忍んでいる貧しい人びとは最初に天国に 
入る人たちであること、貧しい人々はもちろん天国に入れること、天国の民の多くが貧しい人々であること、ムスリ 
ムのうち貧しい人々は裕福な人々よりも先に天国に入ること、貧困とは恥ずべきものではないこと、貧しいことは精 

90 

神的な生き方をする上で優位であること、貧しい人々が社会において尊い層を形成していること、アッラーは貧しく 
高潔な しもべを 愛されることなどを伝えている。 

二つめは、貧しい人々を否定的にとらえているものである。それには耐え忍ぶことによって人間として成長するこ 
となく、貧し さを 言い訳にして悪事を働き、教えに背く貧しい者たちを強く非難する伝承などがある。貧困について 
アッラーに庇護を求めるべきであること”貧困は人を悪に追いやる可能性があること、さらには忘恩へと導きイスラー 
ムの教えへの憎悪に人を追いやるものであることが示されている。この分類の伝承には貧困に対する否定的な表現が 
見られる。 

貧困についてのこの肯定的.否定的な二つの見方の間には、一見矛盾があると思われるかもしれない。しかし一つ 
めの伝承では、貧困に対し耐え忍ぶべきであることが語られ、貧困が人間にとって必ずしも悪い作用を及ぼすもので 
はないことが指摘されているのである。二つめの伝承では、貧しい人々を庇護し貧困を克服するために努力すること 
が奨励されている。以上のように、この二つの伝承の間に何ら矛盾は なく、 共通した考え方が存在していること、社 
会がこの二つの側面の間で均衡を保つためにこういった表現が用いられていると指摘することができよう。 
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預言者は様々な機会をとらえ、「与える手は受け取る手よりもより上位にある」と述べている。 

貧困層は、社会的な相互扶助を必要とし、そして実践している主たる階層である。したがって貧しい人々について 
のこの項は、預言者がいかに社会的相互扶助に重きを置いていたかを明らかにすることによって締めくくりたい。預 
言者の生涯を注意深く見ていくと、預言者がクルアーンに示されている相互扶助の原則を様々な機会をとらえ、社会 
のあらゆる層で実践していることが読み取れる。クルアーンに示されている規範の一つは次のようなものである。「む 
しろ正義と篤信のために助けあって、信仰を深めなさい。罪と恨みのために助けあってはならない」クルアーンのこ 
の一節には、あらゆる種類の善行、篤信、従順、正しさ、罪のないことなどを意味する「ビッル」という言葉が使われ、 
篤信という言葉が意味するあらゆる種類の相互扶助が求められている。 

社会や個人の幸福、平和、安定のために求められる社会的な相互扶助とは、次のようなものである。預言者は人々 
がお互いに助け合うことを求めた。人生において困難な状況下にあろうとも、あるいは良好な状態にあろうとも、常 
に人は他の人々と共にあること、言い換えるなら共に支えあうことを求めた。たとえば病人を見舞い、お悔やみの言 
葉を述べ、招待に応じ、贈り物をし合うことなどである。預言者は知識を持たない人には学ぶという責任を与え、知 
識を持つ人には教えるという任務を与えることにより、知識を得る上でもムスリムたちが助け合うようにした。ムス 
リムたちが住む地域に対し行われる攻撃には、精神的•物理的に力を尽くして助け合い、国家防衛における相互扶助 
の意識を育んだ。経済分野で預言者が取り入れた政策は、社会の各層を保護することを目的としていた。ザカ ートや 
サダカ、ラマダーン月のサダカをはじめ、お金を貸すことなど、様々な形で実践された経済的義務は、ムスリムたち 
の間ではもちろんのこと、ムスリムではない人々との間でも、経済的相互扶助の道を開いたのである。クルアーンでは、 
社会的な相互扶助はまず近親者を優先し、次いで貧しい人々、奴隸、債務を抱えた人などに対し行われるべきである 
と述べられている。クルアーンの説く社会的相互扶助についての規範は、すべて預言者によって率先して実践されて 
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いる。 
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七障害者 

社会には様々な理由から障害を負った人々が存在する。預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)は障害者ともかか 
わりを持ち、彼らが障害を持つが故にできないことについては義務を負わせることはなかった。彼らを尊重し、それ 
ぞれの能力に応じて公職に就かせ、社会にも貢献させようと努めた。預言者は障害者を、物乞いをする人々、すなわ 
ち人の援助を受けなければ生きていけない人々とは見なさなかった。ここでは預言者の障害者に関する実践の例を見 
てみよう。 

預言者の障害者に対する振舞いは、大きく分けて身体障害者と知的障害者の二つに分けることができる。身体障害 
者の中ではまず視覚障害者が挙げられる。なぜなら当時、眼の病気に加えて、弓矢や槍などを用いて戦いが行われて 
いたために、視覚障害を負った人々が非常に多くいたからである。クルアーンでは、「アーマー ( 盲人)」という言葉 
が一般に心の眼が開いていない状態を指すものとして用いられているが、一部には実際の視覚障害の意味でも用いら 
れている。クルアーンの眉をひそめて章では、特に視覚障害者、さらに一般的な意味での障害者の権利を指摘し、彼 
らに対し正しく接しなければならないと述べられている。ここではその点に注目させる個人名は挙げず、「アーマー I 
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として言及されている。 

預言者のハディースでは、視覚障害者についての規範が多く語られている。預言者は目が見えないことに耐え忍ん 
だ人には、天国という報奨が与えられるであろうと告げている。目が見えない人々に対して悪しき振舞いをする人、 
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たとえば道で彼らの動きを妨げるよ、っな行動をとる人々については厳しく非難している。預言者の視覚障害者に対す 
る最善の例は、有名な教友ィブン•ウンム .マクト ゥムに対する振舞いに見ることができる。預言者は眼の見えない 
彼に預言者モスクでアザーンを唱える任務を与えている。それに加え、彼を公職の中で最高の職務に就かせ、自らの 
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代理人、すなわち国家の長の代理人とした。最後の巡礼やウフドの戦いをはじめ、様々な理由で預言者がマデイ ー ナ 
を離れなければならなかったときに、十三回にわたって自らの代理を務めさせている。イブン.ウンム.マクトゥム 
や他の視覚障害者たちが礼拝を先導するイマームとなることも許可していた。ここで、公共の任務に就かせる際には 
一定の品格も求められるべきである。当然、一部の仕事ではそうした品格が必要となるだろう。ただ特筆すべきは、 
預言者は一人の視覚障害者を国家の最高位の職務に就かせていた、とい、っ事実である。 

預言者は障害者を物乞いをする人々とは見なしていなかった。物乞いというイメージを抱かせるよ、っな方策をとる 
こともなかった。彼らを、人々の援助がなければ生きていくことのできない、哀れで無力な、かわいそうな人々と見 
なすこともなかっ た。 状況に応じて障害者が働くことを後押しし、彼らが商業に従事することを容易にする法令を出 
した。預言者が労働に置いていた価値について説明する際に紹介した例を、ここでもう一度取り上げてみたい。商業 
を営んでいたムンクズ.ビン.アムルという名の教友は精神を病み、話しがうまくできなくなった。それでも彼は商 
売を続けていた。しかし、しばしば人に騙されるよ、っになっていた。彼は預言者のもとを訪れ、自らの状況を訴えた。 
預言者は彼に仕事をやめさせるのではなく、仕事をより容易な形で行わせることにした。取引を行うときには「私を 
だまさないでください」と述べること、購入した商品について三日間は返品する権利を持っていることを売り手に告 
げることを求めたのである。 
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クルアーンでは、「盲人でも遠慮は要らない。また足の身障者でも遠慮は要らない。また病人でも遠慮は要らない」 
とされている。また彼らはできないことを義務として与えられないこと、さらに力が及ばないためにできなかったこ 
とについては罪とは見なされないことが明らかにされている。たとえば、アンサールのサラマ族の長であったアムル- 
ビン •ジャムー フは足が不自由であった。 彼はバドルの戦いに加わることを望んだが、 預言者はそれを許可しなかった。 
アムルに戦わせたくなかったのである。のちにアムルはウフドの戦いに加わることを望んだ。息子たちはバドルの戦 
いを例に挙げ、彼に思いとどまらせよ、っとした。だがアムルは参加することを預言者に強く求めた。預言者はアムル 
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に、彼が障害者であり、戦いに参加する責任を負ってはいないことを告げた。しかしアムルが繰り返し戦いへの参加 
を望んだので、預言者は彼に許可を与えた。息子たちにも、戦いに加わるかどうかは本人の選択に任せるよう求めた。 
そして戦いに加わったアムルはついに、常に彼の後ろにいて彼を守っていた息子と共に殉教したのである。 

社会のあらゆる立場の人々と接していた預言者が、知的障害者と関わりを持たず、彼らを軽視していたとは考えら 
れない。実際彼は、知的な障害を負っている人々は宗教的な責任を問われないということを、次のような言葉で明ら 
かにしている。「三つの種類の人々については筆が起こされていない。すなわち、思春期に達していない子供、眠りか 
ら覚めていない人、そして健康を快復せず精神的な病を持っている人」 

このハデイースはイスラーム法やそれに類する書物で、知的な障害を持つ人々の崇拝行為についての規範の論拠と 
されてきた。書物には、崇拝行為を行うことが義務となる条件の一つとして「知性を備えていること」が記されている。 
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知的障害を意味する「アタフ」という状態に関し、障害者の家族に関する法規も整えられている。預言者は健康な人々 
の障害者への振舞いについて、道徳的な改善 ももたら している。実際、目の見えない人に道案内を したり、 耳の聞こ 
えない人、口のきけない人に言葉を教えることなどをサダカとして高く評価している。 

八奴隸 

まず述べておかなければならないことは、奴隸制度は イスラー ムがつくり出したものではないということである。 
その制度は古代から存続し、世界各地に広まり、 イスラー ムの時代にも存続していた。 イスラー ムの観点からは、奴 
隸制度は刑罰の一手段でもなく、経済的な利益を上げることのできる戦利品でもなかった。 イスラー ム以前まで奴隸 
は、 人間と見なされることは なく、イスラ ー ムによって彼らは初めて人間として認められたのである。 クル ア ー ンが 
明確に奴隸制の廃止に触れず、奴隸制を廃止するようにと呼びかけていないことは事実である。しかし クル ア ー ンには、 
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人を奴隸とすることを容認する言葉もまた存在しない。逆に、奴隸を解放することを奨励している。過去の出来事を 
評価するときには、その時代の社会的条件について考慮しなくてはならない。今日の生き方や考え方にそぐわないこ 
とであったとしても、それがその時代においても禁止されるべきであったと見なすことは、現実的でないことは明ら 
かである。 

法的な観点からもイスラームは奴隸たちに新たな権利を与えている。同時にこの奴隸の存在を、戦争によってのみ 
生じるものと制限している。さらに、敵陣から脱走しイスラーム側に投降した捕虜たちは、通常は奴隸とされたが、 
もし彼らがイスラームを受け入れるなら自由を得ることができた。夕1イフ包囲のとき、預言者ムハンマド(彼の上 
に平安あれ)が奴隸たちに城を出てイスラームの側につけば解放すると告げると、約二十人の奴隸が城を出てムスリ 
ムとなり解放されている。そして解放された奴隸たちの一人ひとりが生計を立てていける よう、 生活にゆとりのある 
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ムスリムに 彼らを預け、 クルア ー ンとスンナを 教える よ、っ 命じている。 

そもそも奴隸を生み出す最大の原因は戦いにあった。戦いの結果、身柄を拘束された捕虜には、対価なくして解放 
されるか、身代金が支払われたり奴隸同士の交換によって解放されるか、あるいは奴隸という身分にされるかの三つ 
の道しかなかった。預言者は当時の慣習に従い、捕虜を奴隸にするという選択は厳しい制限をつけた上で女性と子供 
たちに対してのみ適用し、成人男性の捕虜を奴隸とすることはなかった。クルアーンは捕虜を自由の身とすることを 
奨励しており、その解放のための費用には国家予算の一部が充てられた。奴隸を解放することは罪を償う一つの方法 
であり、悔悟への扉や善行への道であるとされた。イスラームでは、奴隸そのものよりも奴隸解放についてより多く 
触れられている。預言者は戦いで拘束した捕虜のすべてを、様々な機会をとらえて解放している。たとえば、叔父アッ 
バースが預言者に贈った奴隸アブー•ラーフイーを、本人がイスラームに入信したと聞くとすぐ解放している。そし 
て女奴隸であったサルマと結婚させている。アブー•ラーフイーは死ぬまで預言者の側近の一人であった。解放奴隸 
と自由民との社会的立場の違いをなくすため、ザイド.ビン.ハーリサを自分のいとこであるザイナブと結婚させて 



いる。 

こうした預言者の行いを踏まえ、短期間の間にイスラーム社会からは奴隸という身分が取り除かれるはずであった。 
そして奴隸制が残っていても、奴隸はその主人の兄弟や配偶者、子供と同じような人間的な扱いを受けるはずであった。 
しかし現実にはそのようにはならなかった。人々はアツラーとその使徒の意志に従わなかったのである。この点にお 
いては、古いしきたりが宗教の教えに勝ってしまったのである。そして何百年もの間、家畜市場のような奴隸市場が 
存続していた。 

預言者は奴隸を解放するとともに、彼らを国家の要職にも登用した。たとえば、解放奴隸のザイド.ビン.ハーリ 
サとその息子ゥサーマを有力な教友たちが就く軍隊の司令官に任命している。 

自由の民である男性の子供を生んだ女奴隸とその子供は解放されるという規則も導入されている。それは、当時の 
政治的.社会的な状況を考慮するなら、たいへん重要な進展であった。著名なドイツの作家アゥグスタ.バベル(一八四 〇 
〜一九二 一一 年)は、イスラームと共に発展したアラビア文化が、中世ョーロツパのキリスト教支配の中で顧みられな 
かった中世以前の文化の遺産を西洋に伝えたことを紹介した著書の中で、奴隸制度についてたいへん公正な評価を行っ 
ている。「そもそも、奴隸制度に真っ向から反対し、奴隸制度の廃止を求めることは、その時代のものの見方、理解力、 
風習や習慣に合致せず、あまりにも急進的な要求となっていたことであろう。周知のようにョーロツパでは奴隸制度 
は近世まで続いている。預言者は奴隸が自由民の子を生んだ場合、その子は自由民とするという規範を導入している。 
これは当時のョーロツパ、あるいはドイツの奴隸制度の考え方とはまったく異なる新しい考え方であった。ョーロツ 
パでは同じ状況で生まれた子供は自由民にはなれなかった。一方で預言者は、奴隸として生まれた子供の母親が売ら 
れたり贈り物にされたりすることも禁じている」 

現在奴隸制度は廃止されており、戦争捕虜が奴隸にされることはもはやあり得ない。 
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社会の諸問題と預言者 

- 不和' 口論 

イスラームの登場により、長く続いてきた部族や個人の間の争いは徐々に解消されていった。ただ、時には些細な 
理由からムスリムたちの間に不協和音が生じたり、口論が起きたりすることもあった。預言者ムハンマド(彼の上に 
平安あれ)はこの種の出来事をイスラーム以前の考え方によるものと見なし、ただちに仲裁の労をとった。ある日の 
こと、アウス族とハズラジュ族の人々が集まって話をしていた。近くにいたユダヤ教徒はムスリムたちが仲良くして 
いることを妬ましく思い、ひとりのユダヤ教徒の若者に、かつてアウス族とハズラジュ族との間で起こったプアース 
の戦いと、その戦いによって生じたその後のいくつかの戦いを思い起こさせるために、彼らがつくった詩をその場で 
詠むことを命じた。若者はその命令に従った。その結果、アウス族とハズラジュ族の間に不和が生じることとなった。 
それはさらに武器を持って殴り合うほどの事態となった。そのことを知った預言者は事態を収拾し、「ムスリムの人々 
よ、 アッ ラ ー を畏れなさい。私があなた方のそばにあるとき、 アッ ラ ー はあなた方にイスラ ー ムによって名誉を与え 
られた。あなた方に恵みを授けられた。無知から救われた。教えへの憎悪からあなた方を遠ざけられた。そしてあな 
た方の心を一つにされた。それなのに、無知の者たちのような争いをしてお互いに詳謗中傷し合うとはどういうこと 
なのだ」預言者のこの言葉にムスリムたちはすぐにいさかいをやめ関係を修復したのであった。 

このよ、っないさかいは、ムス タリー クの戦いの後に も、 移住者とアンサールとの間に生じている。この戦いがムス 
リム側の勝利によって終わった後、移住者のウマルの馬丁ジャフジャーフ.アル=グファーリーとアンサールのアウ 


フ族のシナン•ビン•ワブラとの間で、ムライシ ー という井戸から水を引くことをめぐって問題が生じた。ジャフジャ ー 
フはシナンを何度か殴りつけ、シナンは「アンサールよ、助けてくれ」と大声を出した。ジャフジャーフも移住者の 
仲間を呼び、アンサールと移住者の双方が集まったとき、それぞれの有力者が進み出て、事態を沈静化させるための 
呼びかけを行った。そのとき、その場にやってきた預言者は喧嘩のいきさつに耳を傾けたのち、それは無知な人々が 
するような喧嘩であると述べ、「やめなさい、それはよくないことだ」とその場を収めたのである。 

二暴力 

イスラーム以前、そしてイスラームがもたらされた当初、世界は暴力に満ちていた。ビザンチン帝国やアラビア半島、 
ガッサーン朝、ヒーレ朝といったアラブの周辺の国々、部族間、さらには部族の内部においてすら暴力は、社会にお 
ける普通の行いとして受けとめられていた。マッカ時代、ムスリムたち、そして預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ) 
自身もまた暴力にさらされていた。マッカの有力者であった多神教徒たちはイスラームの発展を妨げるために、ムス 
リムに対し社会的.経済的制裁、弾圧、根拠のない拘束、強制的な移住、さらには鎖で縛りつけたり焼けた砂の上に 
寝かせ石を投げつけるといった ような 拷問、そして殺人までも行っていた。ハ ッバー ブ.ビン.ア ラトと いう教友は、 
多神教徒がムスリムに暴力を振っていたことをはっきりと書き残している。 

多神教徒たちのムスリムへの暴力はマッカ時代の最後の日々まで続いた。実際、聖遷の前にダール•アル=ナドヮ 
に集合した多神教徒たちが預言者の扱いをめぐって論議した三つの方法、すなわち預言者を拘束すること、追放する 
こと、殺害することは、いずれも暴力に訴えるものであった。マデイーナ時代にもマッカの人々は、機会あるごとに 
捕えたムスリムたちに暴力を振った。事実、聖遷の四年後、ザイド.ビン•ダスインナとフパイブ.ビン•アデイー 
を十字架にかけ拷問の末殺害している。 


145 



マッカの人々は暴力によってィスラームが広まっていくことを阻止することはできなかった。それどころか*力を 
受けながらもムスリムたちは勢力を拡大していったのである。 

預言者は多神教徒たちと同じような手段に訴えることはなかった。ムスリムたちが拷問を受け、預言者のもとを訪 
れて来たときには、耐え忍ぶように伝えた。預言者の真の目的は暴力を否定するだけではなく、暴力をなくすことにあっ 
たからである。クルアーンは「かれらのための、支配者ではない」、「かれらは裁定を望んだが、すべての頑固な反逆 
者は望みを断たれてしまった」と述べている。 

暴力は、家庭内の暴力と社会的暴力の二つに分けることができる。家庭内の暴力について語る際に最初に思い浮か 
ぶのは、一家の長が家族の他のメンバーに対し、あるいは年上の者が年下の者に対し振う暴力である。このような行 
いは家庭の安らぎを壊し、愛情や敬意を失わせると同時に、そういった環境で育つ子供たちの将来にも悪影響を及ぼし、 
彼らの人格の形成に否定的に作用することは明らかである。なぜなら、平気で暴力を用いる家庭で育った子供たちは、 
自然と暴力を振うようになり、長じて家庭を持ったときには自らが育った家庭と同じように子供たちに暴力を振う傾 
向があるからである。それを防ぐには、暴力や抑圧的態度ではなく、相互の愛情や敬意に満ちた家庭をつくる必要が 
ある。しばしば個人や社会において争いを引き起こす原因となる暴力が、問題解決の手段として用いられたときには、 
簡単な問題ですら悲劇へと一変してしまうのである。 

預言者は、家庭内の暴力であれ社会的暴力であれ、それを未然に防ぐため必要な予防策を講じた。預言者の家庭に 
は何よりも愛情や敬意が満ちあふれていた。そして家族の間に起きた問題は、暴力に訴えることなく解決する方法が 
選ばれた。実際、預言者は妻たちにも、召使たちにも、そこで育つ子供たちにも暴力を振ったことは一度もなかった。 
アーィシャは、預言者が召使や妻たちを殴ったことがなく、他のどのような生き物にも手を出したことがないと伝え 
ている。また、妻に暴力を振う人たちに対しては、「なんとひどく殴りながら、夜になったら一緒に寝ているのか」と 

17418 

非難した04女性を殴ってはいけないこと、特に顔を殴っては絶対にいけないと誡めていた。預言者と妻たちとの間に 
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問題が生じ、彼らの近くにいたアブ ー .パクルやウマルが預言者と結婚している自分の娘たちを殴ろうとした際、預 
言者は暴力について次のように語っている。「アッラーは私を、暴力を振う人としては遣わされなかった。そうではな 
く、教える人、 やさしくする 人として遣わされたのだ」 

預言者は家庭の中だけではなく、社会においても暴力に訴えてはいけないと警告していた。次のような預言者の言 
葉がある。「イスラーム教徒を殴ってはいけない」この言葉によって預言者は人間関係から生じた問題を、暴力や怒り 
や憎しみによってではなく、わかり合い、理解し合いながら解決していくことを勧め、社会の安定を破壊する行動を 
未然に防いだのである。人を傷つけたり、殺したりする武器の使用を防ぎ、怒りを武器によって発散させることがな 
いよう警告した。そのよ、っな行動に出る人々に対して、預言者は「私たちに対し武器を構える者は私たちの仲間では 

421 

ない」と語つている。 

預言者は、力で社会を変えようとする改革者ではなかった。「他人の権利を認めない、強制や暴力によって相手を変 
えようとする」という意味を持つ「ジャッバール」という特質が、自分には当てはまらないと自ら語り、また教友た 
ちも預言者についてそのように述べている。預言者は様々なところで、「アッラーは私を、気前のよいしもべとされた。 
暴力的で残虐な人間とはされなかった」と語っている。また様々な言い方で、そうした行為を非難している。教友た 
ちの見解もその点で一致している。 

フイ ジャールの戦いで クライ シユ族の司令官の一人で あり、 のちに七十歳のと き、 マッカ征服の際に ムスリムとなり、 
マデイーナに定住したマフラマ.ビン.ナウファルは、ある日、預言者に衣服が届けら、預言者がそれを人々に分け 
与えていることを耳にし、幼い息子ミスワルを連れ預言者の家の前に行った。そして子供に、預言者を呼ぶように命 
じた。しかし子供はためらっていた。そこで彼は息子に、預言者について次のように言った。「息子よ、彼は暴力を振 
うような人ではない」そして自ら預言者に声をかけると、それに応えて預言者はマフラマのために分けておいた衣服 
を彼に与えたのであった。 
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預言者は、ムスリムに対する攻撃や侵略が企てられると、事前にその情報をつかみ、できる限り犠牲者を出すこと 

なくそれを阻止した。あるとき預言者は、ハーリド•ビン.スフ^-ン.アル=フゼリーがマデイーナヘ侵攻すべく 

兵を集めていることを知り、アブド ウッラ ー.ビン.ウナ イスと いう教友に、ハーリドを殺害す るよう に命じた。ア 
ブド ウラ ー はウ ラナ 渓谷でハ ー リ ドと 遭遇した。ハ ー リドは 自らを 預言者と戦うことを望んでいるフザ ー ア族の人間 
であると紹介したが、夜半、兵士たちと離れたところを殺害された。そしてマデイーナに戻ったアブド ウッラ ーはそ 
の一部始終を預言者に語った。この出来事は聖戦の四年後、ウフドの戦いの後で起こったことであり、またそれは多 
神教徒との関係が最も悪かったときのことであった。両者の間ではいつ戦争が起きても不思議ではなかった。ハーリ 
ドが戦いの準備を終え、ムスリムたちへの攻撃を始めていたとすれば、双方ともより多くの犠牲者を出していたであ 
ろう。 

預言者は、たまたまその場にいた人が被害者とならないように努め、それでもそのような出来事が起きたときには 
深く悲しみ、被害者の家族には賠償金などを支払っていた。 

預言者はどんなに激しく敵対していた人間で あろうと 捕虜を拷問にかけようとしたことはなく、また拷問にかけよ 
うとの提案がなされてもそれをきっぱりと拒否した。バドルの戦いで捕虜となった人々の中にクライシユ族の演説家 
のスハイル.ビン•アムルがいた。スハイルは足を弓で射られ負傷し、逃げようとしたところを捕えられた。ウマルは、 
「アッラーの使徒よ、彼の前歯を抜き二度とあなたに対して悪口を言えないようにしましよう」と言った。しかし、預 
言者はそれを認めなかった。「私には歯を抜くような拷問はできない。アッラーも、私が預言者で あろうと、 同じ罰を 
私に与えられる だろう」 と答え、そして続けた。「スハイルはあなたが好むような態度を取る だろう」 スハイル•ビン. 
アムルはマッカ征服のときムスリムになっている。預言者の死後、イスラームからの改宗の動きが出てきたとき、マッ 
力の人々はイスラームから離れることはなかったが、市街では騷動が起きた。マッカの知事アッターブ.ビン•アシ 
ドですら、恐れを感じ身を隠した。そのときスハイル•ビン.アムルが演説を行い人々を落ち着かせたのである。彼 
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は次のように語った。「私は知っている。このイスラ ー ムという宗教は、太陽が昇り沈む限り不滅なのだ。あなた方の 
中から現れた一人の人間アブー•スフイ^ -1 ン.ビン•ハルブがあなた方を惑わしてしまわないように。私が知って 
いるこのことを、彼も知っている。しかし、ハーシム家への嫉妬が彼の心を閉ざしてしまったのだ。あなた方の長に 
従いなさい。ザカートを彼に支払いなさい」 

スハイルのこの言葉が耳に入ったとき、ウマルは預言者が彼について語っていたことを思い出し、「私は証言する、 
あなたはアッラーの使徒なのだ」と言わずにはおられなかった。預言者のスハイルに対するこのような行為、すなわ 
ち拷問を許さず捕虜に対してもよく振舞ったことは、敵をもイスラームに導き、いつか時が来れば彼も良いことをす 
るようになる、という預言者が敵に対し一貫して取った姿勢の好例である。 

預言者は、自身への信頼を悪用したり、裏切りや背信行為を働き、ムスリムの生命や財産を奪ったりする人間に対し、 
相応の罰を与えることに躊躇しなかった。ウライナ族の人たちに与えた罰はそのよい例である。その出来事は次のよ 
うなものであった。貧しさゆえに介護を受けることができずやせ細り、病気でもあった八人のウライナ族の人々がマ 
デイーナの預言者のもとを訪れ、イスラームを受け入れたことを告げた。彼らにはマデイーナの環境が合わず病は次 
第に進行していった。自分たちは動物の乳を飲みなれている、ついてはそれを分けてくれないかと預言者に頼んできた。 
預言者は彼らをマデイーナ郊外の解放奴隸のヤサールが飼っているラクダの群れのもとに送り届けた。そこで彼らは 
しばらく滞在し乳によって栄養をつけ、病気も快復した。だが彼らは恩知らずにも、ある朝ラクダの一群を奪って逃 
げようとした。ヤサールは人々に呼びかけ、彼らの逃亡を阻止しようとした。だがウライナ族の八人は逆に彼を捕え、 
手足を切断し目や舌に針を突き刺すという残虐な仕打ちを加えた上で殺害したのである。このことを知った預言者は 
クルズ•ビン•ジャービル率いる二十人の騎兵を派遣し、その八人を捕えマデイーナヘと連行させた。預言者は彼ら 
の行ったことへの報復として彼らを死刑にしたのであった。 
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三有害な習慣' そして道徳上の諸問題 

有害な習慣の中から、まず飲酒の問題を取り上げてみたい。アル コー ルを飲むことは個人的にも社会的にも問題が 
ある。酒を飲む人間は自分だけではなく周囲にも悪影響を与える。先にも触れたように ィスラー ムの教えの根本的な 
目的は信仰、理性、自我、次世代、そして財産を守ることにある。飲酒はその目的に反するものである。まず何より 
も、 ィスラー ムの教えが重要なものと見なし、守ろうとしている理性を損なうものである。酒に溺れてしまった人々 
は理性を働かすことができず、物事を健全に考え判断を下す能力もない人間となってしまう。さらに酒は自我にも害 
を及ぼす。飲酒は人の精神構造を破壊し、羞恥心が失われる。飲酒の習慣が原因となった不貞をめぐる争いはしばし 
ば見られるものである。また飲酒は次世代に害を及ぼす。アルコールを摂取する親は子供たちに肉体的•精神的な害 
を与えていることは多くの識者が指摘するところである。飲酒は家庭の崩壊ももたらす。アル コー ルを習慣的に飲む と、 
人は非協力的な、好戦的で攻撃的な人間になりがちで、悪事や犯罪を引き起こしやすく、ことに家族に暴力を振うよ 
うになる。また飲酒の習慣は様々な病気にかかるリスクを高める。見る力、話す力、そして症状が進むと聞く力も弱 
める。残念なことであるが、近代の評論家が指摘しているよう に、 「アルコール中毒の問題は、 ストレスの 多い現代社 
会にあって克服すべき大きな問題の一つとなって」いるのである。 

飲酒の弊害について要約してきたが、次に預言者ムハンマド(彼の上に平安あれ)がどのようにして飲酒を禁じる 
ようになったか述べてみたい。諸文献には教友たちに苦痛を与えた、飲酒を原因とした多くの出来事が言及されている。 
たとえば飲酒がまだ禁じられる前、酒を飲んだハムザが酩酊状態となり、アリーのラクダニ頭を屠ってしまった。アリー 
は預言者にそのことを訴え、預言者はハムザのもとに行き、彼を叱っている。また、飲酒が禁止される以前、アブドゥ 
ルラフマーン.ビン.アウフはアンサールの家で酒を飲んで人々の前に立って夜の礼拝を行ったとき、クルアーンの 
言葉を誤って唱えてしまった。そのとき、「信仰する者よ、あなたがたが酔った時は、自分の言うことが理解出来るよ 
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うになるまで、礼拝に近付いてはならない」という啓示が下されたのである。 

イスラームが誕生した当時、飲酒の習慣はアラブ人の間で広く見られるものであった。そこでアツラーはイスラー 
ム教徒たちを徐々に禁酒に慣らしていかれたのである。まず、飲酒と賭博は両方とも大きな罪であること、人間にとっ 
てある程度効用はあるものの、罪のほうが大きいと教えられた。次の段階では、酔った状態で礼拝を行うことが禁じ 
られた。そして最終的に酩酊状態をもたらす飲酒を禁止されたのである。ウマルは飲酒が禁止されることを強く望ん 
でいた。実際彼は、「アツラーよ、酒を飲むことについて明白で絶対的な啓示を与えてください」と祈願していた。そ 
のとき次のよ、っな一節が啓示されている。「かれらは酒と、賭矢についてあなたに問うであろう。言ってやるがいい。 
『それらは大きな罪であるが、人間のために(多少の)益もある。だがその罪は、益よりも大である043』」そこでウマル 
が呼ばれ、彼に対し啓示された一節が読み上げられた。ウマルは再び、「アツラーよ、酒を飲むことについて明白で絶 
対的な啓示を与えてください」と祈願した。それに対し次のような言葉が啓示された。「信仰する者よ、あなたがたが 
酔った時は、自分の言うことが理解出来るようになるまで、礼拝に近付いてはならない」 

礼拝のときに、「酔っている者は礼拝に近づいてはいけない」と宣告された。ウマルは再度ドゥアー ( 祈り)を行う 
と、最終的に飲酒を禁じる次の一節が啓示されたのである。「あなたがた信仰する者よ、誠に酒と賭矢、偶像と占い矢は、 
忌み嫌われる悪魔の業である。これを避けなさい。恐らくあなたがたは成功するであろう。悪魔の望むところは、酒 
と賭矢によってあなたがたの間に、敵意と憎悪を起こさせ、あなたがたがアツラーを念じ礼拝を捧げるのを妨げよう 
とすることである。それでもあなたがたは慎まないのか」この啓示を耳にしたウマルはついに酒を断つこことなつた。 

飲酒の禁止を含むこれらの言葉が下されたことが周囲に伝えられた。アナス.ビン.マーリクは、アブー•タルハー 
の家で酒を飲んでいるときに飲酒が禁じられたという知らせを耳にし、そのときアブー•タルハーが即座にグラスの 
中の酒を捨てたと伝えている。マデイーナの住民は家に備蓄していた酒を道路に流し、それは通りを洪水にしたほど 
であった。禁酒の命令はヒジュラ暦三年、ウフドの戦いの直後に下されている。 
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禁酒令以降の預言者の行動については、伝えられている言葉や知識の光に照らし次のように要約することができる。 

437 

預言者は酒を治療として使ってはいけないと伝えている。飲酒が禁止されたことを、ィスラームが伝わっているすべ 
ての地域に書簡を送り伝えた。その書簡には、酒にとどまらず酩酊状態をもたらすあらゆる物質を禁じると記されて 
いた。つまり、禁酒令の基準は、それが酩酊状態をもたらすものであることを明らかにした。酩酊状態をもたらすす 
ベてのものをハムラと称した。量が多い場合に酩酊状態をもたらす物質であれば、もしそれが少量であったとしても 
やはりハラ^—ム(禁止されていること)であると伝えた。酒が多くの悪行の源となつていることを知らせた。ムアズ. 
ビン•ジャバルに与えた十項目の勧めの中にも、「決して酒を飲んではいけない。それはすべての悪事の始まりであ 
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る」という一文が含まれている。酒に酔った者、酔わせた者、それを売った者、運んだ者、運ばせた者、その売り上 
げから利益を得た者、それを勧めた者は、強い非難を受けるにふさわしいとしている。預言者は日頃飲み物として、水、 
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蜜を溶かした飲み物、動物の乳、果汁などを飲んでいた。 

飲酒が禁じられたのち酒を飲んでいた一部の人々に、預言者がどのように対処したかについても触れてみたい。ハ 
ィバルの征服ののち酒の瓶が割られ酒が流されたとき、冗談を好む教友の一人アブドウッラー.ビン•ハンマールは 
我慢しきれずに酒を飲んでしまった。そもそもこの人物は、酒を目にしたときには飲まずにはいられない性分だった 
と伝えられている。人々は彼をすぐに預言者のもとへ連れて行った。預言者は彼のこの行動をよしとせず、その身体 
を靴で軽く叩いた。周囲にいた人々もそれに習った。預言者はそれ以前にも彼のことを何度も叱っていたとされてい 
る。そのときウマルは、「アッラーよ、彼に呪いを。もう何度もこんなことを繰り返しているのです」と言ったが、預 
言者は「ウマルよ、そのようなことを言ってはならない。彼はアッラーとその使徒を愛する人間なのだ」と語った。『真 
正集』を編纂したハディース学者ブハーリーは、酒を飲む人に対し呪いをかけることは適切ではないこと、その人が 
教えを放棄したと見なすことはできない、すなわち、そのような行為を行っても人は教えを捨てたことにはならない、 
ということに多くの頁を割いて語っている。冗談を好むアブドウッラーは、預言者を楽しませる人でもあった。 
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同様に、ヌアイマン•ビン.アムルもときどき酒を飲んでいた。ヌアイマンは預言者のもとへ連れていかれた。預 
言者は彼を靴で叩き、教友たちにも靴で叩くように命じた。そのようなことが何度も繰り返されたので、教友の一人 
が「アッラーの呪いがありますように」と言つたところ、預言者は「そんなことを言つてはならない。ヌアイマンはアッ 
ラーとその使徒を愛しているのだ」と答えている。 

また別の酔っ払った人が預言者のもとに連れて来られた。人々は手や靴や服で彼を叩いた。その中の一人が「アッラー 
が彼を辱めるように」と言うと、預言者は「あなたの兄弟に対して、シャイターンの手先となってはいけない」と彼 
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をたしなめている。 

預言者のこうした態度は、飲酒を行った者に対し寛容であった、と受け取るべきではない。預言者は飲酒を大目に 
見たのではなく、逆に自ら罰を与えていたのである。以上の逸話は、預言者の時代でさえ禁止事項に従わない人々が 
存在していたこと、しかしそのような人々が教えを放棄したとは見なされず、社会から追放されることもなかったの 
である。 

飲酒が禁じられた預言者の時代には、現在のようにアルコールの害を完全に証明することは不可能であった。しか 
し偉大なる創造主は、アルコールが人間の体にもたらす害をご存知であり、それゆえ飲酒を禁じられたのである。イッ 
ゼットベゴウイッチの言葉にあるように、「アルコールを禁じたとき、イスラームは宗教としてではなく、科学、文化 
として働いた」のである。その後行われた数多くの科学的な実験は、イスラームのアルコールの禁止が誤ったもので 
はなく、逆に正しかったことを証明している。預言者は一部の例外を除き、当時の頑固で保守的な人々に飲酒の禁止 
を浸透させることに成功した。それによって、のちのイスラーム世界の多くが飲酒の害から守られたのである。そう 
した成果は、強制や教育的な活動によって得ることはきわめて困難である。アメリヵの大学教授ジュリウス•ヒルシュ 
は、預言者が果たした社会的な活動を次のような言葉で評価している。「預言者は、クルアーンの啓示を介して飲酒を 
禁じ、何世紀にもわたって人類社会を飲酒の害から守ってきた。二十世紀の発展したアメリヵは、様々な啓蒙活動や 
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科学的な警告にもかかわらず、このような成功を得ることができなかったのである」 

イスラームが誕生した当時、アラブ人の間では賭博や占い矢が広く行われていた。飲酒や賭博はマッヵで一般的に 
行われていたが、マデイーナでも同様であった。預言者がマデイーナにヒジュラを行ったとき、マデイーナの人々は 
酒を飲み賭博に興じていたのである。 

賭博や占い矢はクルア^—ンやスンナでハラ^―ム(禁止されていること)とされている。クルア^―ンでは飲酒を禁じ 
た節で賭博も禁じている。また他の節でも、禁じられたものの一つとして賭博に言及している。預言者は飲酒と共に 
賭博の禁止についても多くの言葉を費やして説明している。賭博によって人は、苦労することなく容易に、そして不 
正に他人の財産を手に入れることができる。クルアーンやハデイースで賭博という意味で用いられている言葉は、「容 
易」という語と同じ語源である。それは賭博によって他者の財産を容易に手にすることができることに由来する。当時、 
クルアーンやハデイースで言及されている賭博は肉を賭けて行われ、そのため賭博によって得られた肉もハラームと 
された。 

賭博によって損失を出した人たちは、損失を取り戻そうと幾度となく賭博に挑み、ついには様々な個人的、社会的 
な問題を生じさせることは周知のとおりである。 

占いに矢を用いることは、アッラーの人間には知りえない未知なる世界を知る力を中傷するものであり、矢という 
偶像に神性を持たせることに等しい。さらに、クルアーンやスンナでは、人間にとって理性を働かせて物事を考える 
ことが根本であり、父親のいない子供の出自や、どの土地から水が湧き出るか、旅が順調なものになるかどうか、取 
引で利益が上がるかどうかといった事柄を占いによって知ることは良くないこととされている。預言者ムハンマドは、 
過去の預言者たちの中に占いを利用していた者がいたという見方は正しくないと語っている。預言者イブラーヒーム 
と息子のイスマーイールが手に占いの矢を持っている絵を見たとき、それを破棄するよう求め、彼らは決して占いを 
しようとしなかつたと明言した。 



預言者はその美徳によって人々の模範となり、生起した道徳的な諸問題は解決しそれらを未然に防ぐ努力も怠らな 
かった。 イスラ ームの目指す目的の一つに次世代の保護や健全な家族の育成がある。売春行為はそのような次世代や 
家族の健全な育成を阻害する要因の一つである。それは道徳を崩壊させ、性病の増加や売買春にまつわる犯罪、女性 
の人身売買といった問題を引き起こし、お金を稼ぐために女性を利用し利益を得ようとする人々を出現させる。体を 
売ってお金を稼ぐことは人の道にはずれる行為であると共に、母としての本性にも反する。 イスラ ー ム以前の時代に 
は女奴隸たちが売春を強制させられることが多々あった。一方奴隸ではない女性たちの間には姦通が見られた。男性 
が姦通を行うことは恥とはされず、逆に誇らしいものとされた。 クル ア 1 >45とハデイ ース では、そのような行為やそ 
れらにつながるよ、っな醜い行いが禁じられ、罰が定められている。預言者は、売春によって利益を得ることを最も悪 
い行いと見なし禁じた。そして宣誓を受ける際には、そのような行為を行わないことを条件とした。また売春行為を 
なくすため、教育を通して啓蒙活動を行ったり、結婚をしやすくしたり、家族の絆を強めるなどいくつかの手だてを取っ 
た。それでも売買春にかかわる人間は後を絶たず、罪を犯した人には罰を与えたのである。 

窃盗は人間の歴史を通し、社会の安寧秩序を乱す、恥ずべき罪と見なされてきた。預言者は窃盗の防止に力を注いだ。 
道徳や法規をかえりみず、不正に利益を得る窃盗行為は、イスラームが重きを置く財産の保障を侵害し、利益はイス 
ラームの教えに適った方法で得るべきであるという考え方に反するものである。イスラーム以前の時代、窃盗はあま 
ねく見られた行為であった。一般的にそれは罪であり、恥ずべき行為であると認識されていた。しかし強力な中央政 
府が存在していなかったため、規律を持って窃盗を取り締まり罰していたとは言いがたい。またべ ドウインは同じ 部 
族の人々や友好関係にある部族の人々、あるいは神殿や公共のものを盗むことは罪と見なしていたが、協定を結んで 
いない部族や、他から庇護を受けていない部族の財産を暴力的に奪ったものは戦利品と見なし、そのような行為は勇 
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敢 さを 示すものとされていた。ここで私たちは、窃盗について法的な観点からその詳細を見て いくことは せず、社会的. 
道徳的観点からクルアーンとハデイースで窃盗がどのように言及されているか簡単に触れてみたい。 
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クルア ー ンには窃盗に関する法的な規定が存在している。また窃盗を働かないことが、宣誓を行う際に誓うべき項 
目の一つとして定められている。預言者は、アカバで入信した 人々 に宣誓を行わせた とき、 窃盗を働かない こと も条 
件と している。 さらに、 そのとき結ばれた盟約でアッラーの他に何ものも配しない という 条件に次いで、窃盗を働か 
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ないという項目が挙げられている ことは 注目に値する。預言者の窃盗に関するハディースの中に、「盗みを働く限り、 
泥棒は真の信者ではない」、また「盗みませんという約束(ビーア)をした」とい、っ言葉がある。これは、預言者がこ 
の問題をしばしば信仰と関連づけていた こと、 窃盗についてその罰ではなく、道徳的.宗教的次元において語ってい 
たこと を示している。 

窃盗の罪が確定した者には罰が与えられた。ただしここで注意しなければならないのは、窃盗犯に罰を与えること 
自体が目的ではないということである。重要なのは人を教育すること、人を窃盗へと追い込む社会的.経済的不平等 
や道徳の崩壊をなくすことである。特に預言者は、罪が犯された経緯やその罰について注意深く勘案し、許すことを 
推奨した。訴える者がいない場合、もしくは社会に害を与えていない罪であれば見逃すことも あった。 預言者のそう 
した対処方法は窃盗事件の減少をもたらした04 

人が自らのことだけを考え、自分と関係のある人々や物事を自らの利益のためだけに利用しようとする自己中心主 
義は、道徳的にそして人間の行為として重大な欠点と見なされる。自己中心主義は何事においても相互扶助や支え合 
い、共同作業を妨げるものである。それは人を貪欲にし、様々な悪しき感情を生み出す。すなわち、うぬぼれ、物惜 
しみ、恨みを抱くこと、分かち合いや支え合いの精神を台無しにする欲望、欲張りなどである。 ィスラ ームの諸文献 
では、そうした態度や感情は誤りで あり 悪いもので あり、 放棄すべきものであると繰り返し述べられている。 

自己中心主義の対極に位置するのが利他主義、すなわち他者にとってよいことを考え、彼らの利益のために行動し、 
人々を喜ばせ、彼らの痛みを和らげ、他者のために自分の欲求を犠牲にすることである。他の美徳と同様、利他主義 
も人が天使のように振舞うことで獲得される徳である。したがって、そのような振舞いを模範にし、強い意志を身に 
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つけることができる教育などが必要となる。自分にとって自らの命や財産、名誉がどれほど大切なものであれ、他者 
のそれも同じように大切であると認識し、利益や見返りを求めることなく他者を助けることが純粋な利他主義の形で 
ある。 

クルアーンには、人間の最大の弱点の一つである自己中心主義を克服し、他者のために振舞うことを賞賛し勧める 
言葉が存在する。クルアーンには次のような自己中心主義が例示されている。 

「また、『アツラーがあなたがたに授けられたものを、施せ。』と言われると、不信心な者は信仰する者に言う。『アツ 
ラーが御望みなら、(御自分で)養われるという者を、どうしてわたしたちが養うことがありましようか。あなたがた 
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は、明らかに思い違いをしているだけです。』」 

「かれ(フィルアウン)は、(その民を)集め宣言して、言った。『わたしはあなたがたの主、至高者である。』そこでアツ 
ラーはかれを懲しめ、来世と現世の生活に懲罰を加えられた」 

さてカールーンは、ムーサーの民の一人であったが、かれらに対し横柄な態度をとるようになった。 

預言者は自己中心主義を非難している。たとえば預言者は、取引の際に自分のことだけを考えて行動することを禁 
じた。また、取引の際中に他の人がそこに介入し、取引を行っている人の邪魔をすることを厳しくとがめ、「あなた方 
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のうち誰であれ、兄弟が取引を行っているところで取引を持ちかけてはいけない」と命じている。 

自己中心主義に深く関係するものの一つに財産がある。ィスラームの考え方では、財産を持つことはその奴隸になっ 
てしまわない限り推奨されている。一方で、人が財産を所有することによって思い上がったり、自らの欲求や自己中 
心的な考え方のために財産を用いることはよくないこととされている。喜捨や巡礼といった崇拝行為は、自己中心的 
な考え方を克服し、他者のために尽くすことを促し、それを個人や社会に反映させることを助長するものである。 

自己中心主義は、自分の考えや思いに執着するあまり、他の人のことについて考えが及ばないという形で現れるこ 
とにも留意すべきである。自分が店を繁盛させた後でやって来た客を、「隣の店はまだ繁盛していない」として隣の店 
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に連れて行った商人の振舞いは、そのよい例である。利他主義とは自らを他者のためにないがしろにすることではない。 
人が自らに価値を置き、自らのことを考え、自らのために働くことは自然なことである。ィスラームは他の道徳的基 
準においてそうであるよ、っに、ここでもまたいき過ぎないことに重きを置いている。クルアーンとスンナは、自分へ 
の過度な執着を正すように教えているのである。次の逸話は以前にも紹介したが、ある教友に与えた預言者の助言が 
適正であることの重要性を示しているので、再度取り上げたい。 

サアド.ビン•マーリクは死の床で、財産のすべてをアッラーの道のために捧げることを遺言にしようとした。だ 
が預言者はそれをよしとせず、サアドに「子供たちには何を残したのか」と尋ね、何も残していないことを知ると、 
財産の九割を子供たちに残すよう命じた。しかしサアドが、同様のことを何度も訴えたので、預言者はそれを三分の 
一にするように求め、それすらも過分であると告げたのであった047これは、自己中心主義と利他主義との間で守るベ 
き節度についての好例である。 

預言者ムハンマドは、人間の権利のうち最も重要なものの一つであり、多くの場合尊厳という概念で表現される人 
の人格、品位、名誉を守ることをたいへん重く見、ことあるごとに人権の侵害の防止に努めた。別れの説教では、生 
命や財産と並び尊厳もまた侵すべからざる人間の権利であると強調している。この三つを列挙することにより、生き 
る権利、財産を保有する権利、そして人間としての尊厳が同等に保護されるべきものであることを示したのである。 
預言者は、同じ信徒であるィスラームの兄弟を軽視するだけでも十分に悪いことだと見なされると説いたのち、信徒 
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の生命や財産を奪ったり、尊厳を侵すことは禁じられていることを明らかにしている。巡礼で果たすべき行事の順番 
を間違えた教友に対し、それは大した問題ではなく、他の信徒の陰口を叩く方が大きな罪であると告げている。 

また宗教と尊厳の保護について並べて述べている預言者の言葉もある。そこで宗教と人間としての尊厳を同時に言 
及していることは注目に値する。この表現から、人間の尊厳は宗教的価値の真の基礎であることが理解される。それ 
ゆえ、宗教が人間の尊厳に基づく場合、神に帰依する心はさらに完全なものになる。 
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預言者は人の悪口を言うこと、陰口をたたくこと、そして本人にはどうすることもできない肉体的な欠陥を口にす 
ることを禁じた。なぜならそのような行為は、人の尊 M を傷つけ、社会の中に怒りや敵意を生み出し、愛情や敬意、 
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平和を損なうからである。陰口はクルアーンで、死んだ兄弟の肉を食べるようなものであるとされている。そのよう 
な比喩を用いて陰口が悪いものであると指摘しているのである。預言者は、その人のいないところで欠点を述べるこ 
とを陰口、その人に本当はない欠点があたかもあると述べ立てることは中傷であるとし、「対価として私にこの地球が 
与えられるとしても、本人が嫌がるにもかかわらずその真似をしたりするようなことを私は決して好まない」と語っ 
ている。また人が秘密にしていることを探りまわらないよ、 っに 求め、確かな証拠がなく単に疑わしいというだけで人 
を非難することを禁じている。 

預言者が目指した最も重要なものの一つが社会の安定を保つことであった。そのために、お互いに軽蔑したり侮蔑 
したりすること、陰口を叩くこと、人々の間の関係を壊そうと告げ口をしたり裏表のある振舞いをすること、嘘をつ 
くこと、偽証すること、呪いをかけること、罵ること、中傷すること、親に反抗すること、自殺すること、死者を冒 
M すること、妬むこと、恨みを抱くこと、不機嫌でいること、人の欠点を探ること、人を願すこと、約束を反故にす 
ること、恩着せがましい行動をとることなどを禁じた。預言者が禁じたこのような行いは明らかに個人や社会に害を 
もたらすものであった。 

四自然現象と自然災害 

自然災害がもたらした結果が、社会問題を引き起こす原因となることがあるので、私たちはこの項目を預言者ムハ 
ンマドがいかに社会問題と取り組んだかについて論じているこの章で取り上げることが適切であると考えている。こ 
こでは、予防措置を講じることによって防ぐことができる自然災害や、人間には対処できない現象に対して預言者が 
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どのよ、 っな 態度をとったかについて、いくつかの例を挙げてみたい。 

預言者はタブーク遠征で、同地に到着した夕刻、人々に夜になると大きな嵐が来るであろうと告げ、教友たちに一 
人では歩きまわらないように、ラクダのひざを縛っておくようにと伝えた。夜になって実際に嵐が起き、預言者の忠 
告に従った人びとは害を被ることもなく無事であったが、それに従わなかったサーイダ族の一人の男は呼吸困難に落 
ち入り、他の一人は嵐で吹き飛ばされてしまった。呼吸困難に落ち入った男は治療され、吹き飛ばされた男はタイ族 
の人々によってマデイーナヘと運ばれた。ここで大切なことは、預言者が嵐の起こることをどうして事前に察知する 
ことができたかということ、加えて自然災害に対し予防策をとり教友たちに警告を与えたということである。実際、 
警告に従った者には被害はなく、従わなかった者が害を被ったのである。宗教は自然災害についても警告を与えるよ 
う命じている。なぜなら自然災害に遭遇したとき、人間はそうする以外に何もできないからである。 

同様に預言者の伝染病の予防に関する助言もすばらしい効果を挙げている。預言者はそれについて次のように述べ 
ている。「ペストが流行っている場所に行ってはいけない。あなたがいるところでペストが流行っているときは、そこ 

481 

を離れてはいけない」これはタブーク遠征の際、ダマスヵスでペストが流行しているとの知らせがもたらされたとき 
の預言者の言葉であると伝えられている04 

次に預言者の自然現象に対する態度について述べてみたい。月食や日食の よ、っな 自然現象を、 イスラ ーム以前の時 
代の人々は、幸運や不運といった意味に結びつけて説明していた。あるいは将来の重要な立場の人物や支配者の誕生 
を示唆するものと見なした。だが預言者は、月食や日食について イスラー ム以前の時代からの予言に基づいた解釈は 
誤りであると指摘した。 

預言者の時代においては、マッヵ時代の後期に一度、マデイーナ時代に二度、合計三回の日食が起き、月食は二回 
起きている。月食が起きたとき、ユダヤ教徒たちは一堂に会して火を起こし、石を鳴らし、月にまじないがかけられ 
ていると訴えた。他の多くのことと同じように、預言者は月食についても、それは事実にそぐわない迷信だとして正 
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した。人々の認識は誤りだとし、そうしたことは単に天体現象であると教えた。そして自らの知識を超えた出来事に 
直面しても、理性を用いることなくそれを解釈するのではなく、 アツ ラーに庇護を求めることがより健全な道である 
ことを示したのである。事実、預言者の息子イブラ ーヒーム が亡くなった日に日食が起きた。人々はその日食がイブラ ー 
ヒームの死によって起きたものだと解釈した。しかし預言者は、「誰かの死や誕生によって日食や月食が起きることは 
ない。そのような現象を見たときには礼拝にいそしみ、 アツ ラーに祈りなさい」と命じている。そして日食が起きた 
ときには、モスクで四ラカートの礼拝を行った。 

人間の力を超越した現象である日食や月食が起きたとき、預言者が行ったこうした崇拝行為は、この世界を創造さ 
れた崇高なるアツラーの力を讃える行為であると見なすべきである。 

預言者は多くのハデイースで、かけがえのない命を守るためにしなければならない予防策についてしばしば言及し 
ている。たとえば、嵐の海に出てはいけないこと、寝ぼけて落ちることのないよう手すりのないテラスでは寝ないこ 
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と、ネズミが燃えているランプのフイルタ—の油を引き出して火事を引き起こさないよう、寝る前には必ずランプを 
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消すことなどである。 

五迷信 

迷信とは、確かな根拠がなく現実にはありえないことを信じこむことや、その実践を意味する。それはイスラーム 
の教えには存在しないものであるが、宗教的な衣装をまとってより多く見られるものである。迷信は民族や宗教を問 
わず、様々な社会において見られる。歴史上、今日に至るまでユダヤ教徒やキリスト教徒の社会に見られるのと同様に、 
ムスリムの社会にも存在する。イスラーム以前の宗教の残滓がムスリム社会に引き継がれ、正しい知識が欠如してい 
たことから、来世や未知の世界、幸運や不運について、あるいは死者に助けを求めるといった様々な迷信が生まれ実 
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践されてきた。 

迷信は今でも広まっている悪しきものの一つである。物事の真実が解明され科学的な知識も驚異的に増え、文化も 
発展し、その成果が生活の全般にいきわたっている今日では、もはや迷信はなくなってきていると考える人もいよう。 
だが、残念なことではあるが、占いをはじめとして、悪魔崇拝や呪術、何らかの目的のために布を張り巡らせたり、 
ろうそくを灯したり、鉛や蝌を流したり、誤った形で犠牲を捧げたり、様々な出来事を不幸のもとと見なしたりする人々 
が、現代においても国籍や文化の違いを超えて存在していることは明らかである。そういったものの中には近代的な 
道具や装置を用いる職業として成立しているものもある。迷信は、科学的知識が欠落していたり、宗教の原則を正し 
く学んでいないこと、知らないものに対する興味や関心を満たしたいという欲求、経済的.社会的問題など様々な要 
素によってもたらされる。経済的.社会的問題を解決する現実的な手段を持ち得ない人々が、一種の架空の力を借り 
て願いを達成しよ、っとし、希望の源を求めようとすることは避けられないことである。 

預言者ムハンマドの迷信に対する態度は他のことと同様、人々の模範であり続け、今日でもその価値と重要性を失っ 
ていない。そこで私たちはここで預言者の迷信への対応策を紹介してみたい。だがその際、今日見られる迷信を逐一 
記すことはしない。迷信についてはすでに多くの書物が著されており、私たちの目的は預言者が、迷信にどのように 
対処したかを明らかにすることにあるからである。 

迷信には地域や文化により差異がある。当時アラブ人の間でよく知られていた迷信が、同時代の他の地域、あるい 
は今日の世界では見られないということはある。同様に、当時のアラビア半島以外の地域で、もしくは今日の世界で 
広く見られる迷信が、当時のアラブ社会に存在しなかったということもある。 

まず明らかにしておかねばならないことは、人の運命を変えると主張し、アッラー以外の何ものかから救いを求め 
ることを唆し、ことが起こった本来の原因や要因に働きかけることをしない迷信やその実践は、クルアーンやハディー 
スで明確に拒否され、禁じられているということである。そして預言者も迷信と闘かっている。たとえば予言や予言 
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者の活動をよしとしなかった。様々な技術を用いて人の将来や未知の出来事を予言し、個人の秘密を暴くと信じられ、 
ほとんどすべての民族で迷信や伝統技として伝えられてきた占いは、当時広く行われ、アラブ社会もその例外ではな 
かった。イスラーム以前の時代のアラブ社会で一般的に見られた、鳥の名や啼き声、飛び方などに災いの兆しを見出 

490 

したり、小石やヒヨコマメ、エンドウマメなどを用いて占ったりすることを、預言者は禁じていた。 

預言者は、水を満たしたグラスや太陽などを見て占ったり、その結果を韻を踏んだ言葉で飾ることや、子供の体格 
を見てその子の将来を占うことなど、様々な形で未知の寧柄を知ることができると主張する予言者たちにすがること 
を禁じた。占い師を訪ね様々な答えを求める行動を禁じたので ある。ムア^ —ウイ ヤ•ビン•ハ ヵム•アッ =スラミ^— 
という教友が預言者に、「私たちはイスラー ム 以前の時代、いくつもの迷信を信じ、予言者を訪ねてもいました」と話 

492 

したとき、預言者ムハンマドは「占い師の もとへ 行ってはいけない」 と 命じている。この教友が「占い師は私たちに様々 
なことを話しました」と言ったときにも、占い師がそう思っているだけであり、そのような意見に従うべきではない 

493 

と教えている。また人々が予言者について尋ねたときにも、「彼らは何者でもない」と答えている。予言者を頼りにす 
ることと信仰のあり方にはつながりがあるとし、「そのようなことを行う者は、私に下された啓示を否定したことにな 

494 

り、その者の礼拝は四十日間*<け入れられないであろう」と告けている。 

預言者はまた、イスラームには不吉といった認識はないこと、それを信じることは、アッラー以外のものを神と崇 
める誤った道へと人を導くものであると告げている。鳥のさえずりや飛び方を見て、それが不吉であると述べ立てず、 
興味深い出来事に遭遇すれば、それを十分に検討するよう勧めた。また、まじないをかけたりお守りを携えたりする 
ことも、唯一神信仰とは相容れないものであるとした。 

イスラーム以前のアラブ人は、太陽や月、さらには一部の天体や天使、ジン(精霊)やシャイタ1ン(悪魔)といっ 
た霊的存在を崇拝していた。それに加えて星が雨を降らせるといったような迷信を信じていた。預言者はそれらは無 

497498 

知からくる® W であるとした。アラブ人たちは、太陽が天使であり、シャイタ丨ンは偶像を住処としていると考えて 
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いた。流れ星もしくは隕石の落下があると、その地方で偉人が誕生する、あるいは誰か偉大な人物が死ぬ、大きな災 
害が起こると見なした。預言者はそのようなことは迷信であると人々に教えた。ここに迷信にまつわる預言者の見解 
を表す一つの出来事がある。ある晚、預言者が教友たちと座っていたとき、流れ星があり辺りが急に明るくなった。 
そこで、このようなときにはイスラーム以前にはどんな話していたのか周囲の人々に尋ねた。彼らは、「今晩偉人が生 
まれた、あるいは偉人が死んだ、と私たちは言っていました」と答えた。それに対し預言者は「流れ星は、人の死ゆ 
えに起こることもなければ誕生ゆえに起こることもない」と明快に言いきつたのである。 

七世紀頃、グルという名の伝説上の存在が信じられていた。グルは田舎に住み、様々な形や色で人間の目に映り、人々 
を惑わせ滅亡させ、剣の最初の一突きで死に、次の一突きで復活する存在とされていた。預言者は「グルなどという 
ようなものは存在しない」と断言し、その種の空想による概念も迷信の一つであると明言した。一方で、人々がイスラー 
ム以前の時代の迷信の名残の幻を見たときには、「ビスミッラー ( 神の名において)」と唱え、アザーンを読みあげる 
といったような、ムスリムたちの気持ちを強める助言も行った。 

イスラーム誕生当時、偶像崇拝と並びジンを操ること、まじないをかけること、息を吹きかけること、占いの矢を 
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射ること、星を見て占うことなどが広く行われていた。イスラームはそうした迷信と厳しく対峙した。預言者はまじ 
ないを大罪の一つと見なしていた。またアッラーに何ものかを同等に配することに続けて、この罪は重罪であるとす 
る預言者の言葉もある。まじないを行う人の信仰はなくなり、まじないを行ったことに対する罰も定められていた。 

ヒジュラ 暦九年から 一〇年にかけて預言者が集中的に行ったマデイ ー ナヘの訪問団との会見は、 イスラー ムを広め 
るという観点と同様に、迷信との戦いという観点からも重要なものであった。預言者は部族社会が以前から持ってい 
た迷信やそれに まつわる 行事を取り除く ことに 努力を傾けた。 イスラ ー ム以前の時代の人々は月食や日食といった自 
然現象を、ときに吉報を、ときに不幸をもたらすものと解釈し、 また 重要な人物や支配者の誕生や死を表すものと見 
なした。先に述べたように預言者は、そうした解釈が誤ったものであると教えたのである。 
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クルアーンやハデイースにおいて、知識を学ぶこと、 J 1 性を働かすこと、思考を巡らせること、真実を探求するこ 
となどをこの上なく重要なものであるとしていることはよく知られている。預言者は生涯にわたる活動で、迷信や誤っ 
た信条によってではなく、正しい信仰や意志、不屈の精神や忍耐心、勤勉さや努力、さらに協議して行動に移すといっ 
た原則を尊重し、物事を進めていった。誤った信仰や迷信はイスラームへの信仰心や宗教的生活を無力化し、人は迷 
信を宗教上の義務であるかのように錯覚することによって、イスラームの教えを踏みにじり、真実に基づいた行動を 
とることや、理性を働かせることなどをしなくなってしまうのである。そして経済的な面からも、搾取される人や不 
当に利益を上げる人を生み出したりする。宗教が悪い意図を持つ人によって悪用される。迷信は、未知の出来事を知 
りたいという人の弱みに付け込み、道徳心を崩壊させ健全な魂を失わせる。このような根拠のない迷信などに対する 
信仰を防ぐためにも、まず何よりもイスラームの教えをその根源から、そしてそれを熟知する人から十分学び、そし 
て教えていくこともまた必要なのである。したがって教育の機会と並び、教師や有識者、ジャーナリストなど知識や 
情報を伝える立場にいる人々の役割はきわめて重要である。もし迷信をはじめとする誤った考えの持ち主がそうした 
職務に就くならば、迷信がよりはびこることになるだけであろう。 
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時代を超えすベての人々に語りかける預言者の教え 


寛容は預言者の活動の重要な原則である。この原則の 
礎は、「やさしくしなさい、難しくしてはいけない。吉報 
をもたらしなさい。怖がらせてはいけない」という言葉 
にある。預言者はイスラームの教えとはやさしさであるこ 
とを明言している。そして、寛容とやさしさの教えである 
イスラームを携えて自らが遣わされたと述べている。人々 
の「アツラーの位階において何が最も尊いことなのか」 
という質問に答えて、預言者はアツラー ^ v の信仰に次い 
で寛容を挙げている。また寛容であることが天国へ行く 


ための必要条件であるとも語っている。 

預言者は寛容について、人間関係の中で一方の側にだ 
け求められるものではなく、双方において実践されるべ 
きものであるとした。寛容が不正につながることを防ぎ、 
一人が常に寛容さを求め、もう片方がいつでも寛容さを 
示さなければいけないという事態が生じないように、そ 
して社会のあらゆる人々の間で寛容がよく行われるため 
に、「寛容の精神を持って振舞いなさい。そうすれば、 
あなたも寛容に振舞われるだろう」と述べている。 
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